
マクロビオシッタ

新連載①
んノledicar C。。々 ing Rec′ρe

カノン小林の食養レシピ

予 十
+

礫

球「
‐

4 ●

キ

● ・  ・   ・   '

カムカムクラブ米性 産者指定の玄米)産地 L/ポー ト

平田シェフの料理レシピ……きのこ

昭和34年 H月 13日 第3種郵 fえ物認口∫ 毎月1回 発行 平成19年9月 1日 発行 第84

食による健 康と治″

No 840 2007

=J 特
集
喜
古
ビ
デ
ン
ス
・ビ

ロ
ー
リ

安
心
・安
全
な
健
康
食
品
の
開
発

薇凋本CI協 4



‐‐電首ζ:ii] 1薔言:|‐

お
口
さ

つ

き

り

白く輝く美しい歯のために

リマナチュラル
ビオホワイトデンシーS
くパウダー歯みがき〉

-20g¥1,890(税
込)

-20g¥1,575(税
込)

合成界面活性剤、合成番料不使用

日国
［れい靴輸一しさがかすかに

口
に
入
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
安
心

・

安
全
が
い
ち
ば
ん
な
の
は
、
食
べ
物
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
歯
磨

き
粉
。

ビ
オ
ホ
ワ
イ
ト
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ン
シ
Ｉ
Ｓ
は
合
成

界
面
活
性
剤
を
使
わ
ず
に
つ
く
ら
れ
た

パ
ウ
ダ
ー
状
の
歯
磨
き
粉
。
発
酵
で
生

ま
れ
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Ｂ
Ｉ
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浄
成
分
を
活
か
し
た

新
し
い
タ
イ
プ
で
す
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盛
夏
を
迎
え
土
用
を
過
ぎ
る
と
、
蝉

し
ぐ
れ
の
ひ
と
と
き
が
待
ち
遠
し
く
な

り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
、
歯
磨
き
を
し
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
。
夏
の
疲
れ
が
吹

っ
飛
び

ま
す
。

天
然
の
ミ
ネ
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を
豊
富
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含
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海
塩
に
ハ
ツ
カ
の
香
り
も
ブ
レ
ン
ド
さ

れ
て
い
て
、
軽
い
泡
立
ち
が
快
適
で
す
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こ
の
ビ
オ
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ワ
イ
ト
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シ
Ｉ
Ｓ
、
「自

然
」
の
元
の
意
味
を
実
感
さ
せ
て
く
れ

ま
す
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第12回 【テーマ食材】

きのこ
き 1:露 雌 ll乳 こ 鑢ゝ 暴翼 筆 こ

れは、人然のきのこに対して、ハウスの中でイli間 計画

的に栽培されている栽培きのこがあるかるです.シイタ

ケ、シメジ、エノキダケ、ナメコ、マイタケ、マッシュルーム

など、原木や箱、ビンにおがくずを敷き、ほiを l ljえ 付け

ill度 と温度を人:[的 に管 llし た中で作ります.野 生

のものは、その年の気候、気I11[、

ハl度 に大きく影響を受け、6

りl～ 7月 または9月 ～ 11月 ま

での雨の降った後などに多

く発生するので、本来のきの

この句といえば夏から秋に

かけてということになりま→ .

L界 には約 1000111類 ほど

の食川きのこがあるそうです.

栽培きのこは約 2()種 類!ほど、

世 界でもっとも多く/li産 され

ているのはマッシュルームです「

日本ではシイタケの生産が

多く、エノキダケ、ブナシメジと続きます。自′
liし ている

」li・ 生のものでは食用きのことしてloo種類近くあるそう

です.きのこはメi類に属し、栄養の取り方によって大き

く3つに分類されます。朽本や落ち葉などを栄養源に

して成長する腐ノli菌 (シ イタケ、エノキダケ、ナメコなど)、

/liき た植物の根などと共存しながら成長する菌根菌 (マ

ツタケ、ハツタケなど)、 1,と 虫やlll物 などに寄′liし て成

長する寄生ほi(冬虫夏 ずれなど)に 区別されます .糸‖胞

に業緑素がないので光合成で生育することができな

いため、本り本や本の根、落ち葉などlri物 や動物などを

分解し1獅 糸をはって栄養源として成長します。このポi

糸の集合体が子実体 (胞 f^を つくる器官 )を形成し、

この部分 (かさと柄)がきのこにな|)ま す =森 の中の本リ

木や切り株などに発/liす ることから本の 」̀
‐

とも「本の J・ J

と呼ばれるようになったそうです .,マ クロビオティックの

中で 番多く登場するきの

こといえ|よ、「 シイタケでしょう
=

だしをlkる 時や料 Jl lに はも

ちろん、千当法としても陰性

の強いシイタケで陽性の熱

を1瞑ったり、血ll liを 卜げたり、

また力||を 取りすぎてini液が

酸化して起こる頭 llliに シイ

タケスープを用います =こ の

シイタケの栽培のlll・ 史は古く、

今から300年 以 11も 前にな

るそうです 1`l Hキ の手法は、

場t木に夕と(な た)で傷を付け、

自然界に浮遊する胞 rの付着を待つ「夕と口法」という

手法です .その後、原木用の樹種、伐採の時期、栽培

の場所、本の組み方など 11夫 と改良を加えて栽培方

法を確 、アしていきました.現在でも、市ll持を植えイJける

こと以クト、大きく変わることなく、伝統的な|′ 1然栽培を行っ

ているそうです=き
のこは菌という|■ りiから陰性な食べ

物でありますが、農業などを使用しない安全、安心なも

のでもあります.
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【材料 4人前】
エリンギ

テンペ

長ねぎ

ししとう

オリーブオイル

(A)

だし(昆布、干し椎茸 )

みりん

米飴

醤油

4本

250g

l本

8本

適量

100cc

大さじ1

大さじ1/2
大さじ2

【作り方】
1エリンギを縦半分に切ります。テンペはエリンギの長さ

に合わせ長方形に切ります。長ねぎは筒切りにし、しし

とうは破裂しないように楊枝で穴をあけておきます。

2フライパンにオリーブオイルをしき、長ねぎとししとうをソテー

し、一度取り出します。ここにエリンギとテンペを入れ、中

火で色よく焼いたら(A)の合わせ調味料を加え煮詰め

ます。

3煮汁が半分くらいになったら長ねぎとししとうをもどし、

味を含ませ皿に盛ります。

I謬
■
一

三■■ 1翻

002324
テンベ (レトルト)

120g¥294(3t2ゝ )

*食材提供/Ohsawaオーサワジャパン株式会社 フリーダイヤル0120‐667‐440
*商品のお求めは、リマの通販/リマ東北沢店/巻末の日本Ci協会友の店まで

リマの通調反フリーダイヤ′LЮ120‐328‐515オンラインショップhttp″shopJima.co.ipリ マ東1ヒ沢店 TEL03‐3465‐5021
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しめじ

マッシュルーム

えのき茸

にんにく(みじん L/JI〕
)

だし(昆布、
「
lt椎茸 )

「ヽ 了L

I′ 1然塩、H「
Il椒

オリーブオイル

料理スタッフ 左から

小野寺廣子さん 阿部清美さん 前松江利さん

第12回 【テーマ食材】

きのこをそれぞれ食べやすい大きさに L/Jl)ま す フライ

バンにオイルをしき、にんにくを加え香りが出たらきのこ

を入れソテーし、塩、湖l椒で調味します .

鍋に (1)の きのこ2 3と だしを加え、中火で15分 ほど

煮込みます .豆乳250ccを 加え、味をととのえミキサー

で撹‖:し て裏ごします .

鍋にもどした (2)に残りのきのこを入れ,昆め、カップに

'11ぎます(残りの豆7し 50ccを 泡 れヽてて、ポタージュに浮か

べ、カプチーノ仕 立てにします .

2ノ ッ`ク

2ノ くック

lパック

ノ
|ヽ さじ1

600cc

300cc

少々

適量

002500
オーサワの自然海塩 石垣 (大 )

480g
Y756(税込)

002501
オーサワの自然海塩 石垣 (′ Jヽ )

240g
Y399(税 込)

001530
サボ EXVオ リーブオイル (大 )

460g
¥1,890(税込)

001531
サボ EXVオ リーフオイル (′1ヽ )

230g
¥1,029(税込 )

の こ
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i材 料凛A姉 l      i作 り方〕

じめじ       80g lリ ゾットベースを作ります。玉ねぎをふじんにt/Jり 、しめじ、しいたけ、

しいたけ      80g  まいたけを食べやすい大きさにL/Jり ます。

まいたけ      80g 2鍋 にオリーブオイルをしき、にんにくを入れ火にかけ、香りを出しますc

工ねぎ       1個   玉ねぎを加えソテーし、さらにきのこを入れソテーします。だし汁を

にんにく(みじん切り)少  々 加え、中火で20分ほど煮込み、塩、胡椒で調味します。

玄米 (炊いたもの)200g 3玄 米を加えて含め煮て味をととのえ、パットに広げて冷まします。

だし汁 (昆布)  400cc 4冷 めたらリゾットをセルクル型で抜き成形し、フライパンで両■iをカ

自然塩、胡椒    少  々 りヽッと焼きLげます。

オリーブオイル    適量  *好みで季節の野菜をあしらつたり、澄まし汁を注く'とおもてなしの一品にな。メます。
写真は昆布だしを塩で調味したスープを使つています。

002205
玄米 (ササニシキ)

5g¥4,095(税 込)

002206
玄米 (ササニシキ)

29¥1,743(税 込)

000556
カット出し昆布
75g¥504(税込)

平田優●PROFILE
1961年東京生まれ。1988年フランス料理店「ルクープシュー」で料理長。その後、フランス各地を修行
のために回る。帰国後センチュリーハイアットホテルなど一流レストランを経験する。2002年 久司道夫氏
認定マクロビオティックレストラン「クシカーデン」初代総料理長パトリシオ・ガルシア・デ・パレデス氏よ
リマクロビオティックの基礎を習い、研究を重ねシンプル・モダンをテーマにフランス料理のエスプリを残
したマクロビオティック料理を創作する。2006年 5月よ

'リ

スパイラルLLCを設立し、マクロビオティック及
び雑穀の普及に務める。リマ・クッキングスクール講師や各地のホテルなどでマクロビオティックのアド
バイザーや料理顧間を務める。*日本雑穀協会認定雑穀エキスパート。

撮影:梅田明宏 撮影協力:リマ・クッキングスクール 食材イラスト:古川育子



回

カノン小林の食養レシピ

心身がグツタリしているように見受られる

場合、内臓疲労が強いので、軽めの主食やた

んぱく源に留意します。

調理するときは油は用いず、塩加減は濃

すぎないように。盛りつけ方は多すぎないよ

う心がけましょう。

●全身疲労回復にエネルギーを向かわせるために、胃腸への負担をこく軽く、少量にする。

●朝は葛を使つたもの、昼は自宅静養の場合は玄米粥、勤務の場合|よ小さめの玄米むす

びを2イ固。玄米はいずれも軽めに、無圧炊きがよい。疲ねが八分抜けたら圧力炊きを始

める。

●玄米こ飯を1くちロヘ選んだら100回噛む。扇」食|よ50回。

●食事|よ空腹になつてから摂り、就寝前の3時間は食物|よ控えましょう。

多/0夏 の疲れに効く基本の食養レシピ

茫 ン
‐

。/%″〃
昼食を自宅でとる場合、

主食は玄米粥が好ましい。

ζ鶉 楊風謂肥溺誠
夕:黒胡麻入り玄米ご飯の炒飯 (高莱古漬け、長ねぎ、

刻みパセリ)、 温野菜 (大根、キヤベツ、ごぼう、小

松菜、ヒマワリの種ドレッシング)、 111に んじんのポ

タージュ

ピ::     穐暑
の蒸し椀 (銀杏、ユリ根、かぼちゃ、小松菜 )、 キヤ

ベツの浜納豆炒め (す り潰して麦味噌、玄米甘

酒を混ぜるとよい)

「
習
[鯰ポ涙・∬紐iズ晨、

夕:納豆炒飯 (玄米ご飯、納豆、王ねぎ、刻みあさつき

トッピング)、 ニラもやし炒め (ニラ、もやし、大根葉、

にんじん葉、松の実を水炒めする。醤油で味つけ)、

清し汁 (そば、ねぎ、花型にんじん)

fi]予鍵襲鰹hi
味噌あえ、三種の含め煮 (かばちゃ、キク芋、ごぼ

う、かぼちゃの種を刻んでトッピング)

F潮  鮮獣勇
煮物 (塩 、醤油、刻みねぎとパセリのトッピング)、

味噌汁 (岩のり、にんじん、ごぼう、大根)

同じものばかりにならないよう、野菜類は

葉野菜・球形菜・根菜などととり合わせ、バラ

ンスよく摂ります。

もち系の雑穀や、甘い野菜類 (キヤベツ・

にんじん。かばちや。玉ねぎ)など、球形の野

菜はとくにお奨めです。

朝 :葛練り(梅醤たんぽぽ茶入り)

昼 :玄 米焼きむすび (醤油ダレ、くるみ味噌ダレ)、 切り

干し大根の煮物 (切り干し大根、キク芋、にんじん)

夕 :麻の実・生黒胡麻入り玄米ご飯、0べ…クド豆

腐 (青菜添え)、 玄米ポタージユ(玉ねぎ、刻みパ

セリ)

朝 :葛練り(梅醤味 )

思 :日 本そばの焼きそば、ひじきこんにゃく、にんじんと

セロリの中華風スープ(塩、自胡麻 )

夕 :蓮の実入り玄米ご飯、大豆と根菜の煮物、ベジ八

宝菜 (蓮根、長ねぎ、にんじん、銀杏、キクラゲ、ご

ぼう、キャベツ、松の実 )

イ
田

／

開

● ..



にんじんのポタージュ
【材料4人分】
にんじん………400g

(lcm角 に切り、塩少々まぶして水分をだしておく)

玉ねぎ……200g

(みじん切り、軽く塩をまぶして5分間放置 )

ローリエ・・…・・1枚

焼き海苔……1/2枚 (細いせん切り)

玄米餅……1個 (lcm角 に切る)

刻みパセリ・……大さじ1

昆布だし(やや濃いめのもの)・ …・・4カップ

リブレホヮイト(焙煎玄米粉 )・ ……大さじ1

自然塩……適量

焼き塩………少々

【作り方】
1厚底スープ鍋を中火で温め、玉ねぎを入れて甘い香り
に変わるまで炒める。焦げそうになったら火を弱めたり、

少 の々水、あるいはだし汁を加える。

2①ににんじんを加えて、生臭みがとれるまでゆっくり炒め
る。

3②にだし汁2～ 3カップを加えて、具材がすっかり柔らか

くなるまで煮る。残りのだし汁を加えて、焼き塩で味つけ
し、人数分の分量かどうか確認する。

4ローリエを取り出し、ミキサーに具のみを入れ、トロトロに
して鍋に戻す。全体を混ぜて、味をととのえる。いただく
前に温め、器にもりつける。

5弱火にフライパンをのせ、玄米餅を並べ、蓋をして焼く。
器の底に置いて①を注ぐか、クルトンとして①にのせ、
せん切りにした焼き海苔と刻みパセリを散らす。

6小鍋にリブレホヮイトと1.5倍 の水。一つまみの塩を加え
て弱火にかけ、混ぜる。①と同じトロトロ状態にして、ホ
ワイトクリームとしてスープに用いる。

002290
オーサワの活性発芽玄米餅
6個 (3009)¥525(税込)

*食材提供/Ohsawaオーサワジャパン株式会社 フリーダイヤル0120‐ 667‐440
*商品のお求めは、リマの通販/リマ東北沢店/巻末の日本CI協会友の店まで
リマの通販 フリーダイヤルo120‐328‐515オンラインショップ httpノ′shop.‖ma.co.ipリ マ東1ヒ 沢店 TEL03‐3465‐ 5021



ごぼうと厚揚げの味噌煮
【材料 4人分〕

ごtまう。……60g

l「rl揚げ・……2/3枚

だし汁……2かップ

醤7由 ………大さじ1/2

麦味噌・豆味噌……各小さじ1弱 (体調により加減する)

白胡麻・……小さじ1

胡麻?由 ………/1ヽ さじ1/2

【下準備】
1ごぼうは5mmの厚さの斜め切り。

2厚揚げはザッと油抜きをして、小さな柏木切りにする。

だし汁を注いで、ごぼうが柔らかくなるまで煮る。

3味噌を少量のだし汁でのばしておく。

4白胡麻は空炒りして、ザク切りする。

料理スタッフ 左から

奈良優子さん 大澤満花さん 広瀬康代さん

【作り方 l

l厚底鍋に油を温め、ごぼうを入れて1[い香りに変わるま

でよく炒める。

2醤油で少 の々味をつけてから、厚揚げを入れ、煮汁が

少し残る程度まで煮る。

3混ぜ合わせた味噌を入れて、大きく混ぜて弱火で煮切

り、火からおろしてそのまま蒸らす。

4器に盛りつけて、刻んだ自胡麻を上に散らす。

000017
有機立科麦みそ
8009¥934(税込)

露
量
誦
翁

000078
オーサワごま油 (ビン)

3309¥903(税 込)

000017
立科豆みそ
800g¥934(税込)



【材料 4人分】

木綿豆腐……400g

焼き海苔……1枚

麦味噌……大さじ1/2

刻みねぎ……大さじ1と 1/2(できるだけ細かく切ったもの)

小松菜……2株

醤油……適宜

【下準備】

1豆腐を水切りしたあと、4等分し、各 を々さらにlcmの

厚みに4等分して、計16枚作る。

2焼き海苔をキッチンばさみで16枚のリボン状に切っておく。

3麦味噌をだし汁で少々固めにのばす。

4小松菜を繭でて、ザルでさましておく。

【作り方】

12枚合わせてサンドにする。1枚の内佃1になる方にピュー

レ状の麦味噌を塗り、その_Lに細かく刻んだねぎを散ら

す。もう1枚と合わせて、リボン状に切った海苔で巻く。

2耐熱皿の上に並べる。

3180℃のオーブンでうっすらと色が付くまで焼く(15～20

分間)。

4茄でた小松菜を2cmの 長さに切りそろえて、4等 分し、

醤油を敷いた器に立てておく。

議lalをさらに1人分2個ずつ置き、そのわきに 1‐を添える。

｀
・ 1ヽ、

斑 鶴 ジ

メ

●PROFILE
小林薫音満 (こ ばやし・かおみ)・ 愛称カノン

昭和薬科大学、カンザス大学、リマ・クノキングスクール師範科、久司学院キャリアトレーニングレベルⅣ卒業。現在永久コースのレ
ベルVに在籍。世界の現役の先生方と共に研鑽中。レベルⅣ修了者はアジア地域において現在ただ一人である。
「明るく楽しいマクロビオティンク』そしてF分力Sllやすい理論を1がモットーで、社会、人類を救う一つの確実な方法がマクロビオティン
クであるという信念のもと東奔西走し、セミナー、講演、料理教室、食事指導、執筆に力を注いでいる。
28歳 のとき幼児能力開発の運営会社を設立し、30年 間の途中でマクロビオティックに出会い、現在は後任に任せ自らはマクロビオ
テインク啓蒙に専念している。特に青少年、女性の食改善に関心を持つ。自宅をはじめ国内各地に料理教室を持つ。
Fたべてやせるマクロビオティンク』『マクロビオティック30分 deフルコース』(ビジネス社 )、 F子育ては女を変える』『セルフメディケー

ション』『食養生大全』(共著)Fマクロビオティンク食べて元気になるレシピ』(永岡書店 )。 本誌をはじめ、その他諸雑誌執筆中。

撮影:梅田明宏 撮影協力:リマ・クッキングスクール
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便秘または下痢

疲れがとれない

肥満ぎみ

高血圧が心配

アレルギー体質

口臭 。体臭が気になる

美肌になりたい

薬を使わず体にやさしい

家庭でできるコーヒー洗浄

二1鰈

カフェコロンはオーガニ ックコーヒー豆に

腸内環境を整えるすべて天然成分を配合 !

蒻

薇
´
・
・こ

蟷吉
口
〕

・
　
　
　
、

鶉
蒻

鰤ヽ
β
）

（

Ｃ

一
成分配合
■オーカニックコーヒー豆

■EM― X
■駿河湾海洋深層水

■乳酸菌生成エキス

■蘇生海塩

■オリゴ糖
内容 :155g
定価 30缶  8,820円 (税込 )

6缶 1,890円 (税込 )

体 にやさしいシ リコン製です。

医療用洗浄機器 クラス 1

医療用具許可番号 13B3X00407
意匠登録番号 第1174680
定価 7,140円 (税込 )

騨 誓L聴墓4
函

Itti:|::・武::I:::
http://www.cafecolon.jp/



鰈義
がやれしぴ

バンとスープ、焼き菓子のお昼のメニュー

シンプルな南風ポタージュ

綺瓜

/1(

Jili

シナモンノ

1 21「|(500g)

7501110

大さじl

/1ヽ さじ1.2

|lj瓜
｀
卜分は114に L/」 って,Fを取り、皮を包

「
でLIJ l)落 とすように景|き ま

‐
3

11人にゴロゴロとLl」 ってボウルの中に入れ、り11を振ってからめ、そのまま2

0分放置します |その ||り に水が出て、 糸れ[綺瓜の奥みが抜けまケ,

たっぶりのお湯をll Jか して、その Lに 1朽 瓜の人った蒸籠をのせ、中火で12

分くらい本します 本し 11がった 朽瓜と水を昴1に 入れ、ひと煮、アちさせ、そ

れをミキサーで 1可 すか、木べらで潰すよう|二rて、スープにします

シナモンと111で 味を|りJえます.{,iた め「[すときは、水を少し足してください.)

一̈榊
一̈一

‐「
「
―
―
―
Ｉ
Ｊ

002500
オーサワの自然海塩 石垣 (大 )

480g Y756(税 込 )

002501
オーサワの自然海塩 石垣 (′」ヽ)

2409Y399(税 込)

※ノ
た卜1の レシヒは家 lllで

「
中イにできるよう1)りりに作られたものです ■3店 ではご利用できません



〆

【材料 4人分I

天然酵母パン(青 山アコルトの全粒カンパーニュ使用)

焼き野菜 (人参、蓮根、舞茸、空志菜、ピーマン、南瓜)

照り焼きテンペ(あれば)

豆腐マヨネーズ(あれば)

[粒マスタートソースの作り方]

【作り方 l

lバンは薄くスライスして軽く蒸すか、または霧吹きで湿らせて、オー

ブンで焼き、スライスします。

2人参・蓮根。南瓜は、5mmくらいの厚めにスライスします。舞茸は

大きめにほぐします。空芯菜は、洗って5cmく らいの長さに切ります。

フライパンにオリーブオイルをひいて、じっくり焼きます。野菜の上に

オーブンペーパーを引いて、上から皿などをのせて押さえながら

焼くとキレイな焼き色が付きます。焼き上がりに塩少 を々ふります。

下側のパンに粒マスタードソースを塗り、焼いた野菜達をはさみま

3す。好みで豆腐マヨネーズを入れたり、照り焼きテンペをはさんで

テンペサンドにしても美味しいですよ。

麦味噌

バルサミコ酢

粒マスタード

醤油

大さじ1

/1ヽ さじ1/2

大さじ1/2

ひと垂らし

材料を合わせて、よく混ぜます。

000017
有機立科麦みそ
800g¥934(税 込)

料理スタッフ 我や青山店のみなさん

l liヽ ll'It‖

げ
002324
テンペ (レトルト)

120g¥294(税 込)

*食材提供/Ohsawaオ ーサワジャバン株式会社 フリーダイヤルo120‐667440
*商品のお求めは、リマの通販/リマ東北沢店/巻末の日本Cl協会友の店まで

リマの通販フリーダイヤフレo120328515オンラインショップhtp:″ shop‖ ma cojpリ マ東北沢店 TEL03 3465‐ 5021



たっぶり入参のキャロットケーキ

【材料4人 分〕

全粒粉

ベーキングパウダー

シナモン

塩

人参ジュース

菜種サラダ油

メープルシロップ

人参      10og(4ヽさめ1本 )

くるみ      1/4cup(約 30g)

プルーン(粗く刻む)1/4cup(約 30g)

【ナッツクラムl

くるみ・パンプキンシードなど刻 大さじ4

んだナッツ類とオートミール

15カ ップ

大さじ1/2

/1ヽさじ1/4

ひとつまみ

1/4かソプ

1/4カ ップ

1/4カ ップ

i作 り方 l

l人参をおろし金で皮ごとすりおろしておきます。粉類は合わせて、ボウルに振るい人

れます。別のボウルに液体材料 (人参ジュース、油、メープルシロップ)を合わせます。

オーブンは十分に予熱 (170℃ )しておきます。パウンド型に薄く油を塗り、オーブンペー

2パーを貼り付けます。混ぜ込むくるみは水洗いして、鍋で軽く11り 、粗く刻んでおき

ます。

ナッツクラムの材料をボウルに合わせてよく混ぜます。ここで全部の月l意が出来て

3いるか、確認します。

粉類に液体材料を一気に加え、人参とくるみ、レーズンも加えて、手早く混ぜます。

4型に流し込んで、ケーキクラムを Lにのせオーブンヘ入れます。170℃ で45分焼きま

す。竹串を刺して、何もついてこなければOKです。あら熱が取れたらケーキクーラー

の_11に 出して冷まします。

焼き上げたものは、冷蔵庫には入れません。冷めたらラップで包み、常温で一晩寝

5かせます。スパイスと味がなじむ、次の日が食べ頃です。

全粒粉

菜種油

メープルシロップ

大さじ2

メ(さじ2/3

メ(さじ2/3

003795
全粒粉 (南部小麦 )

2509¥409(税 込)

000092
オーサワのなたね油
(ビン)

330g¥460(税 込)

[ホイント]

家庭用のオーブンは、余熱終了の合図になっても、余熱温度

に達してないことが多いようです。その温度に達したら、その

まま10分くらいその温度をキープするようにしましょう。また、

月ヽさなオーブンは、蓋を開けるとオーブンの庫内温度が、50℃

くらい下がります。温度の回復しにくい電気オーブンを使う

場合は、あらかじめ余熱温度を50℃高めておくと失敗があり

ません。ベーキングパウダーを使う生地は、最初立ち上がら

せるのにある程度、高い温度が必要です。オーブンの余熱

をしっかりしておくと、お、くらみが悪いということがありませんよ。

像 I PresentedbyGAYA

撮影協力:我や青山店 レシピ作成:我や青山店 石野大輔
我や 上原本店 東京都渋谷区西原3-11-6杉本ビルBlF TEL:03‐ 3481-5255
我や 青 山 店 東京都渋谷区渋谷2-2-5 クルスビルlF TEL:03‐ 3498-8810



と う

赤ちゃんからお年寄りの方まで健康維持にお役立てください

糖鎖栄養素

黒酵日発酵瓶

ナ    鰺
黒酵母産生 水溶性多糖βl,3‐ 1;6グルカン0オリゴ糖

アウレオバシジウム菌発酵液

F  
ポ‐膨

黒酵母発酵液は優れた自然環境の中で薦糖、米糠、

アセロラ抽出物 (天然V.0、 阿蘇山系のミネラル水

などの栄養素を培地として高度なバイオ技術をもと

に黒酵母 (アウレオバシジウム菌)の発酵により生み

出されたものです。糖鎖栄養素となるβl,3-1,6グル

カン(水溶性多糖)やオリゴ糖を li成分としたジェル

状の液体です。この発酵液にリンゴ抽出物とレモン

果汁を配合し、抗酸化力を高めています。

天然成分1∞%の Fナチュラ71/Gマックス』は糖鎖栄

養素を丸ごと摂取できます。

の

蟹
Ｆ
層

お
」

語ｔ

褥

蠅

こ

”
　

０

・

17gx30袋入 10,290円 (本体価格9,800円 )

ナチュラルGマックス 表示成分(100g中 )

●おなかの調子を気にする方

●スタミナ、衰えを感じている方

●食事に気を付けている方

●酒量、残業の多い方

●甘いものがお好きな方

●かわいいペットにも !

医療衛生学部

基礎医学系

薬理学研究室

医学 博士 松 尾純孝

バイオの神秘から基礎実験へと
発酵液の力を実感し、そのメカ
ニズムを解明しています。

バイオテクノロジー研究者
応微リサーチ

門 田元 ―  所 長

研究に携わって早二十有余年
今では社会に貢献できること
が喜びです .

魚 株式会社 森僣短 sY

〒4340015静岡県浜松市浜北区於呂19301
TEL 053-580‐ 3888
URL:http//www sh nshuyakicom
e― ma‖ :info@shinshuyaki com

暮
思

ギ
″・
｀



●肌質を問わない美肌効果

天然バラがもつ殺菌・抗菌性が生か

され、お肌が清らかにうるおいます。

●疲れロスッキリ

冷やしてコットンに含ませ、まぶた

の上に。日熙説起浄に効果的。

珈 やアトピーに

抗アレルギー性をもつバラの力は、

ア トピーなどのかゆみにも効果的。

●香りでリラクゼーション

優雅なバラの香りでス トレス解消。

全身にスプレーしアロマ効果を実

感。

(G2)勇雀別ア国コラ研所
雌

オーサワジャパン株式会社
〒335‐ 0021埼玉県戸田市新曽424

縮

ブルガリアローズジャバン株式会社

“
、

有機構シリ■ズ
厳しヽ基準の認定を受けた有棧商品です。

分包品

189
(3粒 ×18包 )

容器入り 判”議
　　「一

“
目ig膵

猪4粒 )

《 援 団 田 口 D 口 距 出 口 Ш 四  1口 胡 」 口 型 D Eヨ =秘 睡

“ … "ロ
希望小売価格525円 。税込      (オ リゴ糖入り)     希望小売価格2,100円・税込   希望小売価格3,675円・税込

希望小売価格1,680円・税込

鉤 ∈KCn株 式害ネ1ウ Xケ コ 大阪府守国市大日町3-27-7 お客様窓口丁EL(06)69017211
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BE5T AMEN:丁 Y

ぴちぴち発芽 青玄米

300g    399Fl (滑 治れ生)

アラニン

うまみの成分。甘みが

増えたおいしいお米に

なる。[自米の10.4倍 ]

フィチン酸

強力な抗酸化作用。

米ぬかに多く含まれ

る。 [白 米の8.2倍 ]

ギャバ

アミノ酸の一種。発

芽によつてグンと増

える。 [白 米の15～

18倍 ]

食物繊維

毎日欠かさずとりた

い栄養素。 [白米の

8.4倍 ]

[お すすめのお召 し上がり方]

白米2カ ップをといでから青玄米
1カ ップを加えて軽くすすぎます。

水加減は自米3カ ップの目盛 りに

あわせて炊飯 します。
※青玄米のみでもおいしくお召 し

上がりいただけます。お好みによ

り青玄米の量を加減してください。

愛・感謝・・・こころを込めてお客様ヘ

ベストアメニ乃 株式会社
本   社 福岡県久留米市三清町田川32-3

丁E L0942-64-5572
東京営業所 丁E L03-3539-5671

白米、発芽玄米、青玄米の栄養成分(100gあたり) |■ ||‐ 白 米

発芽玄米

頷慮鰺 青玄米

(単位:mg)

500-

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

白米、発芽玄米、青玄米の比較

<自 社調べ>
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新谷弘実先生講演会
「病気にならない幸せ健康法」

仙台 :イ山台国際センター

日時 2007年 9月 9日 (日 )

開演13時 30分終了16時

参加費 :2,000円

申込方法:官製ハガキに①セミナー日
Э氏名③住所④電話番号を明記の上、
下記までお申し込み下さい。
〒1020076東 京都新宿区市谷木村町
3-25市 谷リンデンビル401

レックス・ラボ「セミナー係」

TEL03-5849-4907
*ホームページでも

ラクティスについて詳しくこ案内しています。

httpl//www lactis ip

子L酸 菌 生 成 エキス

LACTIS
ラクティスは、16種の乳酸菌でつくつた豆子Lヨ

ーグルトのエキスです。無農薬有機栽培の大豆

を使い、動物由来成分不使用の発酵エキスです。

ラクティスは、生きた乳酸菌ではなく、乎L酸菌

の分泌物と菌体物質からできています。

飲み切 リタイプ 

…10mi× 30本入 り 8,925円 (税込 )

「おなかの元気」応援します

私たちのおなかの中には、多くの細

菌が住み着いています。

●穀物や野菜が大好きな善玉菌。

●お肉や油が大好物の悪玉菌。

●善玉菌と悪玉菌の両方の味方をす

る日和見菌などです。

そんな細菌達は、毎日、私たちのお

なかの中で、運動会の綱引きのよう

に勢力争いをしています。

善玉菌が優勢だと、おなかがととの

い、身体がイキイキします。

逆に、悪玉菌が優勢だと、おなかの

調子が崩れてしまいます。

ラクティスは、善玉菌の味方となつ

て、おなかの元気を応援します。

「家族で飲んでいます」
世界的な内視鏡外科医で、

ベストセラー防 気にならない生き方」の著者
アルバートアインシュタイン

医科大学外科教授

新谷弘実 (しんやひろみ)先生

「30万人の腸内を診察した経験から

みると、善玉菌が優勢な「きれいな

腸』の持ち主は、見た目も若々しく、

健康状態も良好です。健康のためには、

腸内環境をととのえるよう心がける

ことが肝要です。私は、家族や患者

さんにラクティスを勧めています」

嚇者万_リワジャバリ株式会社 評:皿躙 辟
=融=12←

58群 038



『ヘルシーカレー』

‐

〃

鰺

今
月
の
お
す
す
め
は
、
皆
さ
ん
大
好
き
な

カ
レ
ー
で
す
。
そ
の
名
も

「
ヘ
ル
シ
ー
カ
レ

ー
」
。
動
物
性
原
料
　
砂
糖
は

一
切
不
使
用

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ビ
で
す
。

度
重
な
る
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
商
品

化
さ
れ
ま
し
た
。
具
の
野
菜
類
は
皮
む
き
か

ら
カ
ツ
ト
ま
で
手
作
業
と
い
う
優
し
さ
と
旨

み
が
込
め
うヽ
ね
て
ま
す
。

レ
ト
ル
ト
包
装
な
の
で
、
温
め
て
す
ぐ
い

た
だ
け
ま
す
ｃ
勿
論
、
玄
米
と
の
相
性
も
バ

ツ
チ
リ
。
味
の
決
め
手
と
な
る
の
が
、
香
辛

料

「タ
ー
メ
リ

ッ
ク
」
。
こ
れ
と
縁
の
あ
る

空
間

　

　

「Ｂ

ａ
ｒ

＆

Ｇ

ａ
ｌ
ｌ

ｅ
ｒ
ｙ

ち
め
ん
か
の
や
」
（東
京
都
中
野
区
江
古
田
）
。

地
下
ス
ペ
ー
ス
の
壁
面
に
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
が

、フ
レ
ン
ド
さ
ね
て
ま
す
。
築
十
数
年
経
過
し

て
る
の
で
、
香
り
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
ま

せ
ん
が
、
味
わ
い
の
あ
る
色
を
醸
し
出
し
て

ま
す
。

店
名
を
訳
す
と

「地
面
下
の
家
」
　

　

ま

さ
し
く

〃地
下
と
２
階
に
分
か
れ
る
〃
こ
と

に
地
下
は
秀
逸
、
丼
戸
の
存
在
が
和
み
を
与

え
て
く
ね
る
　
　
建
築
家
、
斉
藤
裕
氏
の
設

抗
菌
な
ど
の
効
果
も
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

食
事
の
際
の
住
環
境
に
も
少
し
気
を
配
り
た

い
で
す
ね
。

一９

月

一　

―
　

　

‐
　

　

‐
　

　

‐

２
階
特
設
会
場
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

毎
回
好
評
手
作
リ
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー

（し
角
～
レ
ク
ま
で
１２
～
‐８
時
）

●
手
う
ち
そ
ば
…
…
三
た
て
の
お
い
し
さ

Ｏ
Ｑ
う
ｏ
ｏ
ｏ
４Φ

（サ
ン
ク
・カ
フ
ェ
）

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
ス
イ
ー
ツ
と
飲

殷融
雛
燃

潮 応

言十

リマ東北沢店      T     .商 品情報●     |F~ 'T~「丁~=~~~― ――― ‐ ~~|     ェ…=_ . ■ =鳳
=Ⅲ
■ ・JI■オーサワのヘルシーカレー   タ大山交養 。■  ■ 丼蠅 り ■  | ~で

七 ご・孫 幸 )~´
 ～ ‐

    1物

サ_ク√ |1麗 訂恥 1薫:Ⅲ 3創
Og 34鋼 観 J

b物性 原 料 ・砂 糖 ― 切 不 使 用 の オ リジ  |

|な晉■ :「

:ll貫を編趙滓[|

|十圭士ず片:::炉:朧、籠、|

ヅ澁 盪lp r事讀離lず、



STNN0C 丁      E

9月号●目次

重

店
長
の
今
月
の
お
す
す
め
商
品

ｐ６
一
現
代
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
●
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

ｐ８
〓
］
『
［
ｒ

ツ
）
“
´
ン
碑
一
”
一
「

ク
の
玄
米
手
当
て
法
シ
リ
ー
ズ
●
原
文
¨
ア
レ
ッ
ク
ス

。
ジ
ャ
ツ
ク

著
作
で
た
ど
る
桜
沢
如

一
の
思
想
と
人
間
●
持
田
鋼
一
郎

林
語
堂

『人
生
を
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
』

リ
マ
・ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
試
作
会
レ
ポ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ

第
１
０
８
回
／
リ
マ
ｏ
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

２
０
０
７
年
夏
期
試
作
会
＆
修
了
式
レ
ポ
ー
ト

リ
マ

・
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
鹿
児
島
校

初
級
ク
ラ
ス
試
作
会
レ
ポ
ー
ト

p16 p13工
葉

”
宮

古

ビ

デ

ン

ス

・
ビ

ロ

ー

サ

意

安
全
な
健
昏

Ⅲ
の
異

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
ト
ー
タ
ル
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
●
細
川
順
讃

第
２
回
／
健
康
の
条
件

止
暫
鴎パ戸蒟
耗
暴
ず̈
死
歴
糀
”□茅
τ
ク暮３

工憫
蝠
雲
凩
中必
評
語

／
和
訳

美̈
上
み
つ
子
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NQ840
rJ t.
MIACrODrcnque

O September 2007

ｐ５６一腋』」融帷．．ァィッ々
ィ全門含一口田（レディース一一ツ

聖

全
国
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
友
の
店

壼

編
集
室
便
り

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
ご
案
内

「マクロJと は大きな視点、「ビオ」は生命、「ティック」は術 学の意味。「MacrObiOique」

(マ クロビオティック)は 中国の易の哲学からすべての食物を陰と陽に分け、穀物を中心

とした究極の食養法で、日本CI協 会の倉J設者、桜沢女‖―(1893年 ～1966年 )に よって提唱

され、世界に普及しています=マ クロビオテイックの食養法は、次の 3つ の原則に基づい

ています。

①身土不二(し んどふじ=国 産品で季節に合わせた旬の素材を用いる)

②一物全体 (い ちぶつぜんたい=食物の総合的な栄養を考え、野菜は皮をむかずに葉も茎

もひげ根も全体を調理する。穀物も精白せず九ごと調理する)

0陰陽調和 (い んようちょうわ=食物の陰陽バランスを考え、体調に合わせて選択 調理

する。精製糖や動物性食
`マ

:は 原則的に用いない)

p48

曇雪

言it

● ス タッフ

表紙 デザ イ ン :〔 イラス ト〕大羽 りゑ 〔デザ イン〕 ll村 古員J

本文 イラス ト :平井哲蔵 古川育子 室井 さと子

バ
イ
オ
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー

「プ
ハ
ン
」
体
験
レ
ポ
ー
ト

よ
ろ
ず
相
談
う
け
た
ま
わ
リ
ー
●
山
村
慎

一
郎

山
村
慎

一
郎
の

「
こ
ん
な
と
き
ど
―
す
る
烈
」
第
１１
回

”
排
泄

ガ
ン
が
治
っ
た
―
　
消
え
た
―
　
か
ら
だ
に
や
さ
し
い

「代
替
療
法
」
の
す
す
め
●
船
瀬
俊
介

「糖
鎖
」
の
チ
カ
ラ
…
…
で
ガ
ン
を
治
す

細
胞
″ア
ン
テ
ナ
″を
修
復
す
る
新
し
い

「栄
養
療
法
」

ぬ
Ш
圏
聞
〉
　

Ｚ
ｏ
汁
ｃ
「
塑

Λ
訂
０
コ
ｏ
コ

Ｏ
ｏ
「
Ｑ
Ｏ
コ

～
キ
ツ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
で
自
然
農
法
を
楽
し
む
～

醇
な
ワ
イ
ン
の
た
の
し
み
●
古
山
勝
康

ラ
イ

ン
ラ

ン
ト

ｏ
ヴ

ア
イ

ン
ラ

ン
ト

Ⅱ

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
す
く
す
く
子
育
て
日
記
●
倉
田
有
理

第
１２
回

“
お
母
さ
ん
は
誰
が

一
番
好
き
な
の
？

米

「
ひ

と

め

ば

れ

」
／
生
産
者

¨
宮
城
県
登
米
市

千
葉
清
重
さ
ん

型

新
商
品
情
報

5 o Macrobiotique 2007 .9



．　
　
　
一儡

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
、
穀
物
菜
食
を

中
心
と
し
た
食
養
法
で
、
１
９
３
０
年
以

降
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
創
設
者
で
あ
る
桜

沢
如

〓
１
８
９
３
～
１
９
６
６
年
）
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
、
世
界
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
中
国
５

千
年
の
陰
陽
の
理
念
を
基
礎
と
し
た
伝
承

療
法
で
、
食
事
に
よ
る
健
康
維
持
、
体
質

改
善
、
治
病
な
ど
を
日
的
と
し
て
い
ま
す
。

別
名

「食
養
法
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
ｃ

「食
養
法
」
は
伝
承
療
法
を
基
礎
と
し
て

い
る
た
め
、
基
本
理
念
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
手
法
に
つ
い
て
は
指
導
者
間
で
若
千
の

相
違
が
あ
り
、
ま
た
、
時
代
背
景
と
と
も
に

変
化
し
て
い
ま
す
。
（生
活
環
境
の
変
化
）

以
下
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
と
し
て

「現

代
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
の
概
念
を

説
明
し
た
も
の
で
す
ｃ

桜沢 如―

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
考
え
方
は
と
て

も
シ
ン
プ
ル
で
す
。
玄
米
莱
食
を
中
心
と

し
て
、
そ
の
土
地
で
穫
れ
た
も
の
を
、
そ
の

旬
に
食
べ
る
だ
け
で
す
。
化
学
的
で
不
自

然
な
加
工
や
精
製
を
せ
ず
、
自
然
の
忠
み

を
そ
の
ま
ま
摂
り
入
れ
る
、
日
本
が
古
く

か
ら
大
切
に
し
て
き
た
食
事
法
で
あ
り
、

そ
れ
が
心
と
体
の
健
康
を
作
り
、
維
持
で

き
る
と
い
２

」と
な
の
で
す
共^
＝
食
養
法
）

喜
び
あ
ふ
れ
る

一
生
を
送
る
た
め
に
必
要

な
健
康
と
、

′ヽし、
と
体
の
調
和
を
取
り
戻
し
、

継
続
す
る
こ
と
が
マ
ク
ロ
ビ
オ
・η

ツ
ク
の
考

え
方
で
す
．
従
っ
て
ア
ン
チ
エ
イ
一ン
ン
グ
対

策
を
特
に
重
視
し
ｔ́
い
ま
す
こ

健
康
と
幸
福
一■

，
大
議
■
●
●

以
下
に
述
べ
た

「健
康
と
幸
福
の
７
大

条
件
を
体
得
す
る
に
は
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
を
実
践
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
．

他
に
頼
ら
ず
、
生
命
の
健
康
と
幸
福
の
創

造
主
と
な
り
、
自
由
独
立
の
自
由
人
と
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
ｃ

①
疲
れ
な
い
こ
と

②
ご
飯
が
美
味
し
い
こ
と

Ｏ

よ
く
眠
れ
る
こ
と

④
物
忘
れ
を
し
な
い
こ
と

（０
い
つ
も
愉
快
で
た
ま
ら
な
い
こ
と

Ｏ
考
え
方
や
行
動
が
社
会
道
徳
的
な
こ
と

，
一ウ
ソ
を
つ
か
な
い
こ
と

食
品
の
選
択
苺
準
●
■
●
●
●

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
養
法
は
、

３
つ
の
原
則
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

Ｏ

身
土
不
二

Ｅ
ん
”
一ヽか
し

地
域
の
産
物
や
国
内
産
で
季
節
に
合
わ

せ
た
旬
の
素
材
を
用
い
ま
す
Ｇ
見
産
地
Ｕ

②

一
物
全
体

●
な
か
つ
ぜ
ん
た
し

食
物
の
総
合
的
な
栄
養
を
考
え
、
野
菜

は
皮
を
む
か
ず
に
葉
も
茎
も
ひ
げ
根
も

全
体
を
調
理
し
ま
す
［

③

陰
陽
調
和

二
ん
よ
つヽ
ち
ょ
つヽ
を

食
物
の
陰
陽
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
季
節

や
体
調
に
合
わ
せ
て
選
択

・
調
理
し
ま

す
．
ま
た
、
健
康
の
た
め
に
全
体
的
な

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
い
ま
す
．

一■
＝
０
■
■
‐基

‐準●
●
一
●
一

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
使
用
す
る
食

品
は
安
心
で
安
全
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
次
の
品
質
基
準
を
定
め
る

も
の
と
し
ま
す
。

①

無
農
薬

。
有
機
栽
培
農
産
物
優
先

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
法

，
―
ど

う

Ｚ

に
基
づ

い
た
農
産
物
を
基
本
と
し
ま
す
。

②

食
品
添
加
物
不
使
用

¨
安
全
性

・
機

能
性
が
明
確
で
有
益
な
添
加
物
は
認
め

て
い
ま
す
．

∩
）
Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｉ

Ｇ

Ｍ
Ｏ

（遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
不

使
用
ェ
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
は
使
用

し
ま
せ
ん
。

④

国
内
産
優
先

¨
身
上
不
二
の
考
え
か

ら
地
元
の
作
物
を
優
先
し
ま
す
ｃ

Ｏ

精
製
糖
不
使
用
一
白
砂
糖
、
グ
ラ
ニ
ュ

ー
糖
な
ど
の
精
製
糖
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

⑥

伝
統
製
法
優
先

一
味
噌
・醤
油
は
長
期

熟
成
法
、
油
は
圧
搾
法
を
優
先
し
ま
ｔ

，
■

一
一
■

■

奮

黒

一

健
康
で
幸
福
な
人
生
を
確
立
す
る
食
事

に
は
１０
段
階
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
先

ず
は

「
３
号
食
」
の
実
践
を
お
奨
め
し
ま

す
。
こ
の
食
事
方
法
は
、
体
調
を
中
庸
に

保

つ
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
摂
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
．

Macrobiotique
■  ‖
YOU AREヽ1[圧AT YOU EAT.
あなたのカラダは食べ物でできている。
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マクロビオシ ック食事法の10段階

食事NO. 穀物 野菜煮付 汁物 動物性 生野菜果物 デザー ト

7 100%

6 90% 10%
5 80% 20%
4 70% 20% 10%
3 60% 30% 10%
2 50% 30% 10% 10%
1 40% 30% 10% 20%

― ‐
1 30% 30% 10% 20% 10%

-2 20% 30% 10% 25% 10% 5%
-3 10% 30% 10% 30% 15% 5%

帥

基本食ができていて

体調次第でたまに

出脚艦珊麟四＝＝一撮罰一
・一・一・一一一
一
一一一一

一
口
ご
と
に
最
低
”
回
以
上
咀
鳴
す
る

こ

と

。

喫
煙
し
な
い
こ
と
。

酒
類
は
健
常
者
に
限
り
、
少
量
に
す
る

こ
と
。

食
事
の
量
を
腹
８
分
目
に
す
る
こ
と
。

問
食
は
健
常
者
に
は
許
容
さ
れ
る
が
、

糖
分
に
注
意
す
る
こ
と
。

農
薬
、
化
学
肥
料
で
栽
培
さ
れ
た
農
産

物
は
で
き
る
だ
け
摂
ら
な
い
こ
と
。

輸
入
食
品
は
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
に
注

意
す
る
こ
と
。

身
土
不
二
を
基
本
に
、
季
節
は
ず
れ
の

野
菜
を
摂
ら
な
い
こ
と
。

睡
眠
や
休
息
は
十
分
と
る
こ
と
。

毎
日
、
適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
。

動
物
性
食
品
は
新
鮮
な
魚
介
や
小
魚
に

と
ど
め
る
こ
と
。
（豚

・
牛
な
ど
の
肉

類
、
チ
ー
ズ

・
牛
乳
な
ど
の
乳
製
品
、

無
精
卵
な
ど
の
動
物
性
食
品
は
摂
ら
な

い
こ
と
）

化
学
調
味
料
を
使
わ
な
い
こ
と
。
調
味

料
は
、
自
然
海
塩
、
天
然
醸
造
の
味
噌

や
醤
油
を
使
う
こ
と
。

料
理
方
法
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料

理
方
法
に
基
づ
く
こ
と
。
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『夕
蟷

燒

鵬

原文 :ア レックス・ジャック氏      ‐ ||

(マ クロビオティック・ジャーナリスト) |
和訳 :美上みつ子氏             ‐

(リ マ・クッキングスクール師範科講師)

●
切千大根ライス

(Rice With Marinated Dried Daikon)

1。 大さじ2、 3杯の切干大根を細かく刻む。

2.し ょうゆを倍の水で薄めたものに1を浸し、1時間おく。

3.玄米と2を合わせて好みの炊き方で柔らかく炊く。

※切干大根は玄米の5～ 10%の分量でよい

蒙

アレッタス。ジャックの玄米手当て法

ア

皮膚がんを始めとする肌のトラブルに有効である。

大根は余分な油や他の過乗Jな栄養素を排泄す

る助けになるため、多くの薬膳や手当ての ドリ

ンクとして古 くから用いられている。

しかしながら、新鮮な大根は大変拡張的であ

り、場合によってはかえって症状を広げてしま

うこともある。

その点、切干大根はよリバランスの取れたも

のであり、多 くの皮膚の トラブルにおいて効果

を発揮することができる。

玄米と一緒に調理することにより更なる調和

と安定性を生み出すことができる。

Macrobiotittue 2007. 9 a 8
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に

私

を

月

つ

れ

て

て

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
大
晦

日
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
時

た
ま
た
ま

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

か
ら
来
た
夫
妻
と
隣
り
合
わ
せ
の

席
に
な

っ
た
。

彼
ら
と
打
ち
解
け
て
話
し
て
い

る
う
ち
に
私
が
関
わ

っ
て
い
る
研

究
、
ジ
ョ
ー
ジ

・
オ
ー
サ
ワ
の
理

論
に
基
づ
く
現
代

の
物
理
学
で
は

説
明
の
つ
か
な

い
原
子
転
換
の
こ

と
に
つ
い
て
話
が
及
ん
だ
。

エ
ド
ワ
ー
ド

・
ベ
ル
ブ
ル
ー
ノ

と

い
う
名
前
の
そ
の
男
性
は
プ
リ

ン
ス
ト
ン
大
学

の
数
学
の
教
授
で

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
宇
宙
研
究
所
顧
問
も

し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
衛
星

を
月
に
打
ち
上
げ
る
新
し
い
方
法

を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ

っ
た
。

話
は
１
９
９
０
年
始
め
に
さ
か

の
ぼ
る
。
当
時
彼
は
カ
リ
フ
オ
ル

ニ
ア
の
ジ

ェ
ッ
ト
推
進
研
究
所
に

勤
め
て
い
た
。
日
本
は
丁
度
打
ち

上
げ
た
ば
か
り
の
月

へ
の
衛
星
を

見
失

い
、
天
国
で
ダ
ン
ス
を
す
る

仏
教
の
天
子
ヒ
テ
ン
か
ら
名
前
を

取

っ
た
２
度
目
の
宇
宙
船
を
救
う

こ
と
に
必
死
に
な
っ
て
い
た
。

あ
る
日
彼
が
印
象
派
ヴ
ア
ン

・

ゴ

ッ
ホ

の
絵
Ｉ

Ｓ

ｔ

ａ
ｒ
ｒ
ｙ

Ｎ
ｉ

ｇ
ｈ

ｔ
“

（星

の
輝
く
夜
）

を
見
て
い
た
と
き
、
日
本
が
見
失

っ
た
衛
星
を
元
の
軌
道
に
取
り
戻

し
、
し
か
も
燃
料
消
費

の
劇
的
な

節
約
に
つ
な
が
る
方
法
は
螺
旋
の

軌
道
し
か
あ
り
得
な

い
こ
と
を
直

感
的
に
感
じ
取

っ
た
。

自
分
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
ゴ

ッ
ホ

を
真
似
て
日
本
の
墨
絵
風
に
月
と

星
を
描

い
て
み
て
、
彼
は
カ
オ
ス

の
論
理
か
ら
革
新
的
な
方
法
を
発

見
し
、
例
え
ば
木
の
葉
が
落
ち
る

こ
と
か
ら
株
価
の
上
昇
ま
で
そ
の

パ
タ
ー
ン
と
サ
イ
ク
ル
で
説
明
が

で
き
る
近
代
科
学
的
“
螺
旋

の
論

理
”
を
開
発
し
た
の
だ
っ
た
。

同
僚
の
間
で
は
も
は
や
救
出
不

可
能
と
思
わ
れ
て
い
た
ヒ
テ
ン
を

こ
の
論
理
で
無
事
取
り
戻
し
、
今

や
こ
の
論
理
は
世
界
中
の
衛
星
や

宇
宙
船
の
打
ち
上
げ
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
芸
術
と
科
学
の
統
合
と

も
言
う

べ
き

こ
の
驚
き

の
逸
話

は
”私
を
月
に
連
れ
て
っ
て
“
と
い

う
彼
の
新
し
い
本
の
中
で
魅
力
的

に
語
ら
れ
て
い
る
。
（プ
リ
ン
ス
ト

ン
大
学
出
版
、
＄
１９
・％
）

静
＝西
一一一・̈

●PROF:LE
アレックス・ジャック

過去25年間の講演、書籍、個人カウンセリングを通じて、アレックス ジャックは多くの個人や家族を健康と

幸せに導いてきた。これまで、ベトナム戦線でのレポーター、イーストウェストジャーナル編集長、クシ学園の

総支配人兼講師、ワンピースフルワールドのディレクターなどとして活躍。現在、プラネタリーヘルス代表、米

と主要食物を遺伝子組み換えから守るアンバーウェイブネットワーク代表として世界中で講演活動を行なう。
アレックスの書書
“ガンを防ぐ食事法"、 “マクロビオティンク健康法"、 (久司道夫共著)、 マクロビオティック料理法 (アベリーヌ・

久司共著)、 “モーツァルトの影響"(ド ン・キャンベル共著)ハムレット生誕400年記念新書をはじめとする数々

の本を世に送り出している。
アメリカ国内はもとより、日本、中国、ロシアほか多くのヨー回ッパの国 で々講演を行い、彼の本は何ヶ国語

にも翻訳されている。

現在、アメリカ、ニューイングランドのパークシャーの美しい山の中で家族とともに暮らす。

The NOAH Center,401 Stockb‖ dge Rd,Great Bar“ ngton MA 01230,USA (413)528-0297

9 o Macrobiotique 2007 .9



Macrobiotique 2007. 9 a l0

林
語
堂

『人
生
を
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
』

持
田
鋼

一
郎

●
歌
人

二
十
世
紀
の
中
国
を
代
表
す
る
文
学
者

と
い
え
ば
ま
ず
魯
迅
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。

日
本
で
も
魯
迅
の
文
章
は
ほ
ぼ
全
て
邦
訳

さ
れ
、
何
国
も
全
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
比
べ
て
同
時
代
の
中
国
人
の
作

家
、
林
語
堂
は
、
今
回
の
日
本
で
は
や
や

冷
遇
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。
戦
前
の
日
本
で
は
魯
迅
と
並

ぶ
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
中
国
の
共
産
党
政
権
に
対
し
て
批
判

的
で
あ
り
続
け
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
戦
後

日
本
の
左
翼
知
識
人
の
不
興
を
買

っ
た
こ

と
が
そ
の
大
き
な
原
因
で
あ
ろ
う
。
い
ま

だ
に
日
本
で
は
全
集
が
出
て
い
な
い
ｃ
今

日
の
よ
う
に
日
中
関
係
が
微
妙
な
時
期
に

林
語
堂
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
人
間
は
筆
者
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

そ
れ
で
も
林
語
堂
の
著
作
の
多
く
は
邦

訳
さ
れ
て
お
り
、
だ
れ
で
も
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
林
語
堂
を
桜
沢
は
、
東
洋
の
叡
智

を
以
て
西
洋
の
思
想
に
堂
々
と
対
峙
し
た

二
十
世
紀
中
国
の
、
と
い
う
よ
リ
ア
ジ
ア

を
代
表
す
る
思
想
家
と
し
て
高
く
評
価
し

て
い
る
．
『天
国
の
鍵
』

の
中
で
桜
沢
は

述
べ
て
い
る
。

「林
氏
は
東
洋
思
想
を
引
さ
げ
て
、
た

だ

．
人
西
洋
思
想
と
四
つ
に
組
ん
で
い
る

唯

一
の
現
代
人
で
あ
る
。
西
洋
に
も
東
洋

に
も
彼
ほ
ど
ユ
ー
モ
ア
と
皮
肉
と
博
学
を

も

っ
て
堂
々
と
西
洋
思
想
と
取
り
組
ん
だ

者
は
い
な
か
っ
た
し
又
今
も
い
な
い
。」

林
は

「孟
子
」
や

「老
子
」
を
自
在
に

引
用
し
、
彼
ら
の
思
想
が
い
か
に
現
代
世

界
の
行
き
詰
ま
り
を
打
破
す
る
た
め
に
役

立
つ
か
を
語
る
Ｌ
西
洋
思
想
の
限
界
を
超

え
る
も
の
と
し
て
東
洋
の
思
想
を
推
奨
す

る
の
で
あ
る
．
桜
沢
は
そ
う
し
た
林
の
考

え
方
に
共
鳴
し
、
賛
辞
を
呈
す
る
。

そ
し
て
、
林
の
思
想
を
要
約
し
、
引
用

す
る
．

「平
和
の
問
題
を
こ
め
て
、
す
べ
て
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
宇
宙
の
秩
序
、

陰
陽
の
原
理
、
易
の
哲
学
、
生
命
の
原
理

を
学
ぶ
べ
き
だ
。
そ
れ
は
礼
儀
と
音
楽
と

い
う
形
で
学
ぶ
の
で
あ
る
。
礼
儀
は
宇
宙

の
秩
序
を
我
々
の
日
常
生
活
の

一
一
の
行

動
、
言
論
の
指
導
原
理
と
し
て
映
し
出
す

方
法
で
あ
り
、
音
楽
と
は
宇
宙
の
万
物
の

統

一
と
調
和
の
リ
ズ
ム
を
音
に
写
し
出
し

て
楽
し
む
方
法
で
あ
る
．」
「
天
国
の
鍵
し

こ
れ
だ
け
の
引
用
か
ら
で
も
桜
沢
が
林

語
堂
か
ら
い
か
に
深
い
影
響
を
受
け
て
い

た
か
が
分
か
る
．
と
く
に
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
思
想
の
原
理
と
し
た

「宇
宙
の

法
則
と
大
自
然
の
秩
序
に
適

っ
た
生
活
」

と
い
う
考
え
方
は
林
語
堂
か
ら
大
い
に
影

響
を
受
け
て
い
る
と
断
言
で
き
る
。
桜
沢

自
身
、
自
分
は
西
洋
の
思
想
家
で
は
エ
ラ

ス
ム
ス
、
東
洋
の
思
想
家
で
は
林
語
堂
の

弟
子
で
あ
る
と
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。

桜
沢
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
理
論
を

理
解
す
る
た
め
の
文
献
と
し
て
林
語
堂
の

著
作
は
必
読
書
と
い
え
る
．

そ
の
林
語
堂
は
十
九
世
紀
の
末
に
中
国

の
福
建
省
に
牧
師
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、

聖
職
者
と
な
る
た
め
の
教
育
を
受
け
、
上

海
の
セ
ン
ト

・
ジ
ョ
ン
ズ
大
学
を
卒
業
し
、

北
京
の
清
華
大
学
で
英
語
を
教
え
た
。
そ

の
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
イ
エ
ナ
大
学



を
経
て
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
で
博
士
号

を
取
得
、
１
９
２
３
年
に
中
国
に
帰
り
、

北
京
大
学
の
英
文
科
の
教
授
に
な

っ
た
。

一
時
、
武
漢
の
国
民
党
政
府
の
外
交
秘
書

と
な

っ
た
が
，
「自
分
は
政
治
の
世
界
に

は
向
か
な
い
」
と
い
う
理
由
で
こ
の
仕
事

を
半
年
で
辞
め
て
し
ま

っ
た
。
以
後
は
、

文
筆
家
と
し
て
著
述
に
励
む
と
同
時
に
、

「論
語
」
、
「人
間
世
」
、
「宇
宙
風
」
な
ど

の
雑
誌
の
編
集
に
携
わ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
辣
腕
を
振
る
っ
た
。

１
９
３
５
年
に
英
語
で
書
い
た

『中
国

の
文
化
と
思
想
』
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ

ョ
ン

・
デ
イ
社
か
ら
刊
行
す
る
と
、
こ
れ

が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
林
は
ア
メ
リ

カ
移
住
を
決
意
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
『人

生
を
い
か
に
生
き
る
か
』
な
ど
の
エ
ッ
セ

イ
集
、
『北
京
好
日
』
、
『嵐
の
中
の
本
の

葉
』
、
『朱
塗
り
の
門
』
な
ど
の
小
説
を
発

表
、
い
ず
れ
も
版
を
重
ね
、
林
は

「世
界

の
リ
ン

・
ユ
ー
タ
ン
」
と
し
て
文
名
を
確

立
し
た
。

第
二
次
大
戦
後
、
１
９
６
６
年
に
台
湾

に
戻
り
、

７６
年
に
香
港
で
そ
の
生
涯
を
閉

じ
た
。
林
の
著
作
に

一
貫
し
て
流
れ
る
も

の
は
、
狂
信
を
排
し
、
自
由
を
愛
し
、
右

で
あ
れ
左
で
あ
れ
全
体
主
義
を
拒
む
態
度

で
あ
る
。
ま
た

「幽
黙
大
師
」
の
称
号
を

献
呈
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

ユ
ー
モ
ア
と
風
刺
の
精
神
の
横
溢
し
た
筆

致
を
終
生
失
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
林
の
著
作
に
対
し
て
桜
沢
は

「私
は
お
そ
ら
く
林
語
堂
氏
の
思
想
を
す

べ
て
自
ら
の
中
に
見
出
す
唯

一
の
人
間
だ

ろ
う
が
、
そ
の
ユ
ー
モ
ア
と
、
博
学
と
、

名
声
に
お

い
て
は
較
べ
も

の
に
な
ら
な

い
。」
「
天
国
の
鍵
Ｌ

と
、
絶
賛
を
惜
し

ま
な
い
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
原
点
が
易
の

哲
学
、
陰
陽
の
原
理
に
あ
る
こ
と
を
桜
沢

は
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
が
、
林
の
思
想

の
根
底
に
あ
る
の
も
道
教
の
考
え
方
で
あ

る
。
桜
沢
が
林
に
傾
倒
す
る
の
は
も

っ
と

も
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
生
命

現
象
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
も
二
人

は
道
教
に
深
く
学
ん
で
い
る
か
ら
共
通
点

が
多

い
。

た
と
え
ば
林
は
、
『人
生
を

い
か
に
生

き
る
か
』
の
中
で
、
ア
レ
キ
シ
ス

・
カ
レ

ル
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
賛
辞
を
呈
し
て

い
る
。

「生
理
学
者
が
、
人
体
生
理
の
生
物
生

理
学
的

（バ
イ
オ

・
フ
ィ
ジ
カ
ル
）
、
生

物
化
学
的

（バ
イ
オ

・
ケ
ミ
カ
ル
）
過
程

を
分
析
し
、
研
究
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ

の
驚
異
は
増
し
て
く
る
。
あ
ま
り
の
驚
異

に
打
た
れ
る
結
果
、
広
闊
な
精
神
を
持
つ

生
物
学
者
さ
え
、
と
き
に
は
生
命
神
秘
に

兜
を

ぬ
が
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
マ

と
の
と
∽
ｏ
”
「ヽの
一の
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
著

『人
間

。
こ
の
未
知
な
る
も
の
』

（〓
日
・
多
の
ｃ
詳
８
■
じ

の
な
か
の
博
士

の
意
見
に
対
す
る
賛
否
は
と
も
か
く
と
し

て
、
人
体
内
部
機
能
に
関
す
る
諸
事
実
は
、

か
つ
て
説
明
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
し
、
将

来
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
所

論
に
は
、
賛
意
を
表
さ
な
い
わ
け
に
は
ゆ

か
な
い
。」

桜
沢
が
ア
レ
キ
シ
ス

・
カ
レ
ル
の

『人

間

。
こ
の
未
知
な
る
も
の
』
に
啓
発
さ
れ
、

戦
前
に
岩
波
文
庫
の

一
冊
と
し
て
そ
の
邦

訳
を
刊
行
し
て
い
た
こ
と
は
改
め
て
こ
こ

で
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

人
体
生
理
に
つ
い
て
の
諸
科
学
は
、
近

代
自
然
科
学
の
礎
を
築
い
た
デ
カ
ル
ト
の

心
身
二
元
論
に
基
い
て
発
展
し
て
き
た
が
、

近
年
、
心
と
体
を
三
分
し
て
考
え
る
デ
カ

ル
ト
の
思
考
に
対
し
て
、
様
々
な
分
野
か

ら
疑
間
の
声
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の

一
つ
に
、
大
脳
生
理
学
者
の
ア
ン

も
っ
た
い
な
～
い
！
電
磁
波
を
カ
ッ
ト
す
る
な
ん
て

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
生
ん
だ
驚
愕
の
最
新
技
術

ア
ポ
翻
揮
祠
＝
働
Ｌ
」
コ
ン
セ
ツ
豪

口
Ｓ
Ｅ
ｎ
ｍ
Ｍ
薔
口
ｎ

新
登
場
‥

一
般
の
電
気
に
高
次
元
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
入
り
、発
生
す
る
電
磁
波
や

光
・熱
・音
を
媒
介
と
し
て
高
次
元
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
空
間
に
放
出
し
ま
す
。

電
化
製
品
や
電
子
機
器
が
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｓ
ｙ
ｎ
ｍ
コ
ン
セ
ン
ト
が
使
え
な
い

Ｉ
Ｈ
ク
ツ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
・大
型
エ
ア
コ
ン
・オ
ー
ル
電
化
住
宅
に
は
…

配電盤や電化製品本体に貼るだけ !

お問い合わせ、資料請求は

りすくこちらまで

自 然 食 品 の 店  ヒ ノ モ ト

〒
"00032福

丼県福丼市堀の宮1803
TEL0776(21)381l FAX0776(27)6888
http://www earth― design 」p/hinOmoto/

メールフト
｀
レス:hinomOtOOsky hokurlku ne jp

新
改
良
の
特
殊
触
媒
で
強
力
な

| | o Mucrohiotique 2007. 9
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ト
ニ
オ

・
Ｒ

・
ダ
マ
シ
オ
の

『デ
カ
ル
ト

の
誤
謬
』
（邦
題

「存
在
す
る
脳
し

が
あ

２一
。こ

の
著
書
の
中
で
ダ
マ
シ
オ
は
爆
発
事

故
に
よ
る
脳
損
傷
患
者
の
症
例
研
究
を
始

め
、
い
く
つ
か
の
脳
機
能
障
害
の
研
究
成

果
を
基
に
人
間
の
脳
と
肉
体
、
つ
ま
り
心

と
体
を
デ
カ
ル
ト
の
よ
う
に
三
分
し
て
扱

う
こ
と
が
誤
り
で
あ
り
、
脳
と
体
は
あ
く

ま
で

一
元
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
ソ

マ
テ
ィ
ッ
ク

・
マ
ー
カ
ー
仮
説
を
提
唱
し

て
い
る
。

今
日
、
脳
血
管
障
害
な
ど
に
よ
る
脳
機

能
障
害
の
研
究
者
の
間
で
は
、
ダ
マ
シ
オ

の
説
が
支
持
者
を
広
げ
つ
つ
あ
る
。

ア
レ
キ
シ
ス

・
カ
レ
ル
に
共
鳴
し
た
林

や
桜
沢
の
態
度
は
ダ
マ
シ
オ
の
立
場
に
近

い
。林

は
ま
た

『人
生
い
か
に
生
き
る
べ
き

か
』
の
中
で
中
国
人
は
あ
ら
ゆ
る
け
ん
か

や
口
論
を

「裁
判
所
で
は
な
く
、
食
卓
で

解
決
す
る
知
恵
」
を
持

つ
と
述
べ
、
人
間

生
活
の
す
べ
て
の
基
本
に
食
が
あ
る
こ
と

を
力
説
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
も
ま
た
桜

沢
に
と

っ
て
は
共
感
し
て
や
ま
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
林
は
筆
を
さ
ら
に

一
歩
進
め
て
、
人
類
が
食
人
の
習
慣
を
持

っ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
、
肉
食
の
習
慣
を

「う
ま

い
ビ
フ
テ
キ
は
好
き
な
ん
だ
が
」

と
言
い
な
が
ら
も
、
次
の
よ
う
に
厳
し
く

批
判
し
て
い
る
。

「人
類
の
真
の
進
歩
は
肉
食
動
物
的
な
種

類

の
人
間
に
対
し
て
、
革
食
動
物
的
な

工
ｏ
Ｂ
ｏ
Ｓ
ｏ
】９
∽
（人
類
）
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
当
分

は
な
お
肉
食
動
物
が
支
配
す
る
に
ち
が
い

な
い
。
強
健
な
筋
肉
を
信
本
す
る
世
界
で

は
、
さ
も
あ
り
な
ん
。」
近
代
の
世
界
史
は
、

肉
食
を
是
と
す
る
西
洋
文
明
が
圧
倒
的
に

優
位
で
あ

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
医
学

や
栄
養
学
も
ま
た
肉
食
動
物
的
論
理
に
貫

か
れ
て
い
た
。
近
代
の
日
本
も
こ
う
し
た

西
洋
文
明
を
見
習
わ
な
け
れ
ば
西
洋
列
強

に
伍
し
て
ゆ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ｃ

し
か
し
、
本
来
的
に
は
草
食
動
物
で
あ

っ

た
日
本
人
が
肉
食
動
物
の
真
似
を
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
日
本
近
代
の
悲
劇
も
生
ま

れ
た
。
そ
し
て
広
島
と
長
崎
に
落
と
さ
れ

た
二
つ
の
原
爆
は
軍
事
的
に
は
西
洋
文
明

の
勝
利
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
今
日
、

そ
れ
が
人
間
的
、
道
義
的
に
は
西
洋
文
明

の
敗
北
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
と
に
か
く

『人
生
を
い
か
に

生
き
る
か
』
は
読
め
ば
読
む
ほ
ど
奥
が
深

く
、
人
間
や
世
界
に
対
す
る
林
の
透
徹
し

た
認
識
の
力
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る

名
著
で
あ
る
。
桜
沢
が
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
思
想
の
形
成
に
あ
た

っ
て
、
こ
の
本

か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
桜
沢
は
陰
陽
と
い
う
も

っ

と
も
単
純
明
快
な
概
念
に
よ
っ
て
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
思
想
を
完
成
さ
せ
た
。

そ
の
是
非
を
問
う
前
に
林
の
次
の
言
葉
に

耳
を
貸
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「逆
説
的
に
見
え
る
が
、
単
純
さ
と

い

う
こ
と
は
、
思
想
の
深
み
の
外
的
証
拠
で

あ
り
、
象
徴
的
で
あ
る
。
学
問
や
著
作
で
、

こ
の
単
純
さ
に
到
達
す
る
こ
と
は
、
な
ん

と
困
難
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
思

想
が
明
徹
に
な
る
と
き
に
の
み
、
単
純
さ

は
可
能
な
の
だ
。
著
述
家
が
あ
る
概
念
に

苦
労
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
概
念
の
方

も
著
述
家
に
苦
労
し
て
い
る
に
ち
が
い
な

い
。」

桜
沢
は
石
塚
左
玄
の
食
養
の
理
論
が
ナ

ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム
の
関
係
に
よ

っ
て

成
り
立

っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
陰
と

陽
の
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ

の
理
論
を
発
展

・
深
化
さ
せ
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
の
理
論
を
生
み
出
し
た
。

食
物
を
陰
と
陽
に
分
類
し
、
そ
の
組
み

合
わ
せ
に
食
生
活
の
道
じ
る
べ
を
作
り
上

げ
た
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
の
原
理
は
大

変
わ
か
り
や
す
い
。

し
か
し
、
西
洋
の
自
然
科
学
の
影
響
に

よ

っ
て
易
を
迷
信
扱
い
す
る
風
潮
が

一
般

的
で
あ

っ
た
近
代
日
本
の
知
識
人
の
間
で

は
桜
沢
の
理
論
も
カ
ル
ト
の

一
種
と
み
な

さ
れ
て
し
ま

つ
た
。

だ
が
、
今
回
、
若
い
女
性
た
ち
の
間
で

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
理
論
が
関
心
を

引
い
て
い
る
。
出
産
と
い
う
種
の
保
存
の

使
命
を
負
わ
さ
れ
た
若
い
女
性
た
ち
の
本

能
の
赴
く
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

陰
と
陽
と
い
う
ま
こ
と
に
単
純
な
二
つ

の
概
念
に
よ

っ
て
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

の
理
論
を
生
み
出
し
た
桜
沢
の
功
績
は
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
広
く
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
ゆ
く
に
違
い
な
い
。



第108回

リマ・クッキングスクール
2007年夏期試作会&修了式レポート

L11可 A COOKINGSCHOOL SUNIA/1ER REPORT

‐■‐ |■ ■  1/~‐
―‐‐`

>‐ ■‐ | ■
‐■‐

｀
_ヽ1    ■■_多ン́

§

先生方と師範クラスのみなさん (ウィークデイ)

先生方と師範クラスのみなさん (ウィークエンド)

13 O Macrobiotique 2007 . 9



LIふlA CO()KIN(lSCHC)OL.=む IMIMERIREPORT

師範の審査風景 上級の審査風景

中級の審査風景 初級の審査風景

表彰風景

尾形先生(初級中級統括).■   .
みなさん|ま火が恐いのではないか。火を恐れず思|‐

ヽ

証斃葎顧難)|‐ | |
マクロビオティック料理は途中でその状況を観察す
ることが大切です。            |
川内先生(上級主任).|   ‐
夏の料理は陰陽バランスを取るのが難しい。思いを
料理に現してください。          ・

浮津先生 (顧間)           ●

夏

青

こヽ敢え

`|‐

米や
竹警

使
:F11理

力

γT嬉
田申愛子先生 (顧間)         ●

蹴 模 雑 雛 踏 物
量

ルを卒業したことに自信をもってこれからもマタロビオ

テイラタを広げて欲しい。|    ‐

摯脇 料理の轟

'ヾ

上が1liヽるあ」患じるよ
見た日も大切ですが、味が伴うよう1こ してください。
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丁●1~■■ …・   |

優秀作品1

近松裕子さん(上級)夏のおゃつ笹巻 優秀作品5(特房1費)岡美荼子さん(初級)ごま塩
特典:松本校長の4o年熟成梅干し

原口靖子さん(師範科)ヽ と`こ煮

優秀作品2新見淳子さん(師範科)夏のもちきび■種 優秀作品3小川減雄さん(■級)大根●―ルほか

| 5 O Mac'rcthiotitlue

※今回は優秀作品のみのご紹介とさせていただきます。ご了承下さい。



鹿
児
島
教
室
は
昨
年
１０
月
か
ら
初
級
１０
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
玄
米
の
い

ろ
い
ろ
な
炊
き
方
、
鍋
の
使
い
方
、
ゴ
マ
塩
作
り
の
基
本
、
野
菜
の
切
り
方

・
炒

め
方
な
ど
を
半
年
か
け
て
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
子
供
た
ち
の
ア
レ
ル
ギ

ー
が
改
善
さ
れ
た
り
、
拝
毒
が
で
き
て
体
が
す

っ
き
り
し
た
と
か
、
七
号
食
を
グ

ル
ー
プ
で
体
験
し
た
り
と
、
み
な
さ
ん
心
身
と
も
の
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
試
作
会
は
尾
形
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
員
緊
張
し
た
面
持

ち
で
し
た
が
、　
一
生
懸
命
作

っ
た
キ
ン
ピ
ラ
や
ひ
じ
き
蓮
根
、
切
り
干
し
大
根
、

お
い
な
り
さ
ん
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
試
食
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
尾
形
先
生
か

ら
は
、
「基
本
は
で
き
て
い
ま
す
が
、
ク
ッ
キ
ー
の
こ
ね
方
と
か
、
味
噌
汁
な
ど
、

そ
の
地
域
で
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
い
で
す
よ
」
と
、
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
修
了
証
授
与
が
あ
り
、
食
事
会
に
入
り
ま
し
た
。
私
も
お
料
理
の
指
導

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
の
熱
意
と
真
剣
さ
に
学
ば
せ
て
も
ら
い

な
が
ら
、
初
級
ク
ラ
ス
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
の

夢
＝
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
幼
稚
園
設
立
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
鹿
児
島
校
　
一講
師
　
川
上
祐
喜
子

尾形妃樺怜先生と

饉
一靡

一●

ｒ

●
は
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試

作

会

を

終

え

て
　

修
了
生
代
表

全
国

望

　^

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

我
が
子
の
病
弱
な
体
を
変
え
た
く
て
始
め
た
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
。
幼
稚
園

に
行
け
る
日
の
方
が
少
な
く
、
お
と
な
し
く
先
生
の
す
そ
を
持
ち
、
離
れ
な
か
つ

た
子
が
、　
一
年
で
喘
息
、
花
粉
症
も
お
さ
ま
り
、
明
る
く
、
活
発
な
子
に
変
わ
っ

て
い
き
、
今
で
は
学
校
を
休
む
こ
と
も
な
く
、
「た
だ
い
ま
―
」
と
帰

っ
て
く
る

笑
顔
が
絶
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

末
の
子
の
ア
ト
ピ
ー
、
喘
息
は
何
も
な
か
つ
た
よ
う
で
す
。
ワ
ン
パ
ク
で
、
裸

で
走
り
回
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
る
た
び
に
３
年
前
を
振
り
返
り
ま
す
。

子
ど
も
の
可
能
性
を
目

一
杯
引
き
出
し
て
く
れ
る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
、

出
会
う
人
々
に
話
し
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
自
分
自
身
が
も

っ
と
勉
強
し
た

く
な
っ
て
、
仲
間
と
真
剣
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

試
作
会
で
は
、
先
生
は
玄
米
を
ほ
ん
の
少
し
口
に
し
た
だ
け
で
、
水
に
浸
す
時

間
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
の
少
し
食
べ
た
だ
け
で
分
か
っ
て
し
ま
う
の
か
と

驚
き
ま
し
た
。
味
の
深
さ
も
分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
は
奥
が
深
く
、
も

っ
と
真
剣
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
や
母
親
た
ち
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
い
う
強
い

使
命
感
を
感
じ
ま
し
た
。

17 O Macrobiotique 2001 .9



安
心

・
安
全
な
健
康
食
品

の
開
発

赤塚 貴子

Mac′οら′ο′Jク″ι 2007 9● 18

鰊
犠
電
品の

近
年
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム

（生
活
習
慣
病
）
と
い
う
言
葉
が
頻

繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
健
康
食
品

へ
の

関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し

一
方
で
は
、
健
康
食
品
に
よ

る
被
害
も
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受

け
て
平
成
１８
年
１２
月
に
は
厚
生
労
働
省

が

「健
康
食
品
に
よ
る
健
康
被
害
事
例

検
討
会
」
を
設
置
す
る
な
ど
の
動
き
が

あ
り
ま
し
た
。

ブ
ー
ム
に
乗

っ
て
様
々
な
商
品
が
出

ま
わ
る
中
、
品
質
、
素
材
の
安
全
性
の

し

っ
か
り
し
た
商
品
を
選
ぶ
の
が
難
し

く
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
つヽ
か
。

「天
然
物
で
安
心
し
て
誰
で
も
使
用
で

き
る
健
康
食
品
を
作
り
た
い
」
と
い
う

強

い
思
い
が
、
あ
る
野
草
を
有
用
な
農

作
物
に
変
え
ま
し
た
。

タ
チ
ア
ワ
ユ
キ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
（学
名

”
ヽ
のも
こ

ま
毬
ｒ
ｋ
留

祖
詳

ｓ
Ｐ
Ｆ

き

は
キ
ク
科
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
属
コ
セ
ン
ダ

ン
グ
サ
類
の

一
変
種
植
物
で
、
宮
古
島

で
は
道
端
、
畑
、
海
岸
な
ど
、
い
た
る

と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
野
草
で
す
。
種
子

が
衣
服
に
く

っ
つ
く
、
繁
殖
力
が
強
い

な
ど
の
理
由
か
ら
駆
除
の
対
象
と
な

っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
は
コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
類

は
熱
帯
亜
熱
帯
に
広
く
分
布
し
、
中
南

米
や
ア
フ
リ
カ
大
陸
、
中
国

・
台
湾
等

で
は
炎
症
性
疾
患
、
糖
尿
病
、
肝
臓
病
、

消
化
性
潰
瘍
、
リ
ウ
マ
チ
、
感
染
症
等

の
症
状
に
対
す
る
民
間
薬

・
伝
承
薬
と

し
て
使
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。

ま
た
、
β
カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
な
の
で

若
い
茎
や
葉
を
洗

っ
て
炒
め
、
あ
る
い

は
茄
で
て
調
味
し
て
食
用
に
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

優
れ
た
天
然
物
を
探
し
て
い
た
蜘
武

蔵
野
免
疫
研
究
所
は
宮
古
島
で
こ
の
植

物
に
出
会
い
、
有
用
な
資
源
と
し
て
甦

ら
せ
た
の
で
す
。

ｉ
価
一

安
全
」
が
最
優
先

宮
古
島
は
農
薬
を
使
用
す
る
葉
た
ば

こ
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん

な
の
で
、
隣
の
畑
か
ら
農
薬
が
飛
来
す

ビデンス・
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る
可
能
性
の
少
な
い
畑
を
選
定
し
て
栽

培
を
行

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
タ
チ
ア
ワ
ユ
キ
セ
ン

ダ
ン
グ
サ
を
化
学
肥
料
や
堆
肥
、
農
薬

を

一
切
使
用
せ
ず
、
緑
肥
の
み
で
栽
培

し
た
も
の
を
刈
取
り
、
新
鮮
な
う
ち
に

独
自
の
方
法
で
加
工
し
た
も
の
を
、
学

名
か
ら

「宮
古
ビ
デ
ン
ス

・
ピ
ロ
ー
サ
」

と
名
付
け
、
健
康
食
品

・
健
康
茶

・
化

粧
品
の
原
料
と
し
て
商
品
化
し
ま
し
た
。

現
在
、
様
々
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
氾

濫
し
て
い
ま
す
が
、
厚
生
労
働
省
で
は

平
成
１７
年
に
、
そ
れ
を
製
造
す
る
工
場

に
対
し
、
衛
生
面

・
安
全
性
追
及
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
出
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
「
い
わ
ゆ
る
健
康
食
品
」

の
製
造
に
あ
た

っ
て
は
医
薬
品
に
準
じ

た
Ｇ
Ｍ
Ｐ
管
理
を
行
な
う
こ
と
が
要
求

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｍ
Ｐ
と
は
Ｑ
）ａ

マ
【営
亀
”
のご
『一●
¨

「
『”ａ
８
の
略
で
、
製
品
が
安
全
に
作
ら

れ
、
品
質
が

一
定
に
な
る
よ
う
に
定
め

ら
れ
た
規
則
と
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
．

日
本
健
康

・
栄
養
食
品
協
会
で
は
、

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受
け
て
、
健
康

補
助
食
品
Ｇ
Ｍ
Ｐ
工
場
の
認
定
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
宮
古
島
か
ら
出
荷
さ

れ
た
宮
古
ビ
デ
ン
ス

・
ピ

ロ
ー
サ
を
最

終
製
品
に
加
工
す
る
工
場
も
、
も
ち
ろ

ん
こ
の
健
康
補
助
食
品
Ｇ
Ｍ
Ｐ
工
場
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
コ
セ
ン
ダ
ン

グ
サ
類
は
民
間
薬
や
野
菜
と
し
て
の
食

歴
が
あ
る
の
で
、
安
全
性
は
極
め
て
高

い
と
言
え
ま
す
。

そ
れ
で
も
的
武
蔵
野
免
疫
研
究
所
は

宮
古
ビ
デ
ン
ス
・
ピ
ロ
ー
サ
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
動
物
を
使

っ
て
の
急
性
毒
性
試

験
、
∞
日
間
反
復
投
与
試
験
、
催
奇
形

性
試
験
、
ヒ
ト
ヘ
の
皮
膚
パ
ッ
チ
試
験
、

過
剰
摂
取
試
験
、
ア
レ
ル
ギ
ー
試
験
等
、

そ
の
他
に
も
変
異
原
性
試
験
等
、
医
薬

品
に
近
い
レ
ベ
ル
の
安
全
性
試
験
を
実

施
し
ま
し
た
。

醐鰺舗臓げ胴卸に基づく

株
式
会
社
武
蔵
野
免
疫
研
究
所
で
は
、

安
全
性
は
も
ち
ろ
ん
、
「科
学
的
な
デ
ー

タ
に
基
づ
く
健
康
食
品
」
を
開
発
す
る

た
め
に
、
創
業
以
来
”
年
以
上
も
様
々

な
大
学
や
医
療
機
関
と
連
携
し
て
研
究

を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
宮
古
ビ
デ
ン
ス

・
ピ

ロ
ー

サ
に
つ
い
て
は
そ
の
実
績
が
認
め
ら
れ

て
、
平
成
１６
年
度
、
平
成
１７
年
度
の
沖

縄
県
産
学
官
共
同
研
究
推
進
事
業
や
平

成
１８
～
‐９
年
度
地
域
新
生

コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
研
究
開
発
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
ｃこ

の
よ
う
な
国
や
県
の
援
助
も
受
け

て
、
現
在
も
様
々
な
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

硼世一ボリ
ック効果

高
血
糖
の
方
に
宮
古
ビ
デ
ン
ス

・
ピ

ロ
ー
サ
エ
キ
ス
を
飲
ん
で
も
ら

つ
た
と

こ
ろ
、
血
糖
値
が
下
が
る
傾
向
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
を
伴

っ

た
糖
尿
病
の
方
に
宮
古
ビ
デ
ン
ス

・
ピ

ロ
ー
サ
を
主
原
料
と
す
る
お
茶
を
飲
ん

で
も
ら

つ
て
検
査
し
た
と
こ
ろ
、
ア
デ

ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
を

有
意
に
増
加
さ
せ
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
ｌ

α
と
い

う
タ
ン
パ
ク
質
を
減
少
さ
せ
ま
し
た
。

ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
に
は
イ
ン
ス
リ

ン
抵
抗
性
の
改
善
、
動
脈
硬
化
抑
制
な

ど
、
様
々
な
作
用
が
あ
り
、
引
い
て
は

脂
肪
蓄
積
の
抑
制
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗

塞
の
抑
制
な
ど
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム

（生
活
習
慣
病
）
と
密
接
に

関
わ

っ
て
い
る
の
で
健
康

へ
の
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

反
対
に
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
を
減

弱
さ
せ
、
血
管
壁
に
障
害
を
起
こ
し
て

動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
Ｔ
Ｎ
Ｆ
ｌ

α

を
抑
え
る
こ
と
も
分
か
つ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
動
物
実
験
で
は
イ
ン
ス
リ
ン

を
分
泌
す
る
β
細
胞
を
保
護
す
る
作
用

が
あ
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
こ

沖縄県宮古島 上空撮影写真
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植え付け作業

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
糖
尿
病
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
生
活
習
慣
病

へ
の
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

靡躙鍮ギーマーチヘの効果

今
か
ら
∞
年
前
に
は
日
本
で
は

「
ア

レ
ル
ギ
ー
」
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
現
在
で
は
国
民
の
３
人

に
１
人
が
何
ら
か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
乳
児
期
に
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
、
次
い
で
幼
児
期
に
気
管
支
ぜ
ん

そ
く
や
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
大
人
に

な
る
と
花
粉
症
が
出
現
す
る
と

い
う
、

年
齢
に
よ

っ
て
違
う
症
状
が
現
れ
る

「
ア
レ
ル
ギ
ー
マ
ー
チ

（行
進
こ

と
呼

ば
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し
た
ｃ

こ
れ
ら
の
症
状
の

一
因
と
し
て
は
ア

レ
ル
ゲ
ン
（抗
原
）に
よ
る
炎
症
、
ま
た

は
血
行
障
害
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

花
粉
症
な
ど
の
Ｉ
型
ア
レ
ル
ギ
ー
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
体
内
に
入

っ
て
き
た

抗
原
に
免
疫
細
胞
が
反
応
し
て
抗
体
を

作
り
、
そ
れ
が
肥
満
細
胞
と
結
合
し
て

ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
遊
離
し
、
様
々
な
炎
症

を
起
こ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
細
胞
や
動
物
を
用
い
た
実
験

で
、
宮
古
ビ
デ
ン
ス

・
ピ
ロ
ー
サ
の
花

粉
症
に
対
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
し

た
と
こ
ろ
、

①
‐ｇＥ
抗
体
の
生
成
を
抑
制
す
る
。

②
肥
満
細
胞
か
ら
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
の
遊

離
を
抑
制
す
る
。

③
受
容
体
へ
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
の
結
合
を

抑
制
す
る
。

と
い
っ
た
三
段
階
で
ア
レ
ル
ギ
ー
を

抑
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
作
用
を
持

っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
つ
て
き
ま
し
た
。

実
際
、
花
粉
症
の
方
に
宮
古
ビ
デ
ン

ス

・
ピ

ロ
ー
サ
エ
キ
ス
を
飲
ん
で
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
プ
ラ
セ
ボ

（偽
薬
）
を

飲
ん
だ
グ
ル
ー
プ
に
比
較
し
、
一尚
率
で

花
粉
症
の
症
状
の
緩
和
が
み
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
動
物
実
験
や
細
胞
実
験
に
よ

り
宮
古
ビ
デ
ン
ス

・
ピ

ロ
ー
サ
に
は
強

い
抗
炎
症
作
用
、
創
傷
治
癒
促
進
作
用

等
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
宮
古
ビ
デ
ン

ス

・
ピ
ロ
ー
サ
を
主
原
料
と
す
る
お
茶

に
つ
い
て
は
血
液
レ
オ
ロ
ジ
ー
検
査
に

よ
り
、
血
行
改
善
効
果
が
あ
る
こ
と
も

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
現
代
社
会
に
増

加
す
る

「
ア
レ
ル
ギ
ー
マ
ー
チ
」
に
対

す
る
宮
古
ビ
デ
ン
ス

・
ピ
ロ
ー
サ
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
茶
に
つ
い
て
は
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
を
は
じ
め
、
生
活
習
慣
病
の
症
状
改

善
作
用
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

複
数
の
病
院
で
試
し
に
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。一４Ⅷ生命力を取り入れる

生
体
内
で
は
、
呼
吸
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
絶
え
ず
少
量
の
活
性
酸
素
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
性
酸
素
は
糖
尿

病
や
炎
症
、
動
脈
硬
化
な
ど
、
様
々
な

症
状
に
関
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

宮
古
ビ
デ
ン
ス

・
ピ
ロ
ー
サ
に
は
こ

の
活
性
酸
素
を
打
ち
消
す
作
用
を
も

つ

フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
や
カ
フ
ェ
酸
、
ポ
リ
ア

セ
チ
レ
ン
化
合
物
な
ど
の
抗
酸
化
物
質

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
抗
酸
化

作
用
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
強
い
抗
酸

化
活
性
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

前
述
し
た
様
々
な
症
状

へ
の
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
は
紫
外
線
に
対

ビデンス・
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ビデンス・ピローサの畑

し
て
安
定
で
あ
り
、
ま
た
、
植
物
の
表

皮
組
織
に
多
量
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

植
物
が
紫
外
線
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

造

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
カ
ラ
フ
ル
で

美
し
い
熱
帯
魚
の
赤
～
黄
色
も
、
実
は

主
に
抗
酸
化
作
用
を
持

つ
カ
ロ
テ
ノ
イ

ド
の
色
で
、
熱
帯
地
方
の
透
明
度
の
高

い
海
の
魚
た
ち
は
抗
酸
化
物
質
を
持

つ

こ
と
で
紫
外
線
対
策
を
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
、
過
酷
な
環
境

に
あ
る
生
物
ほ
ど
強
い
生
命
力
を
身
に

つ
け
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

東
京
か
ら
南
西
へ
２
０
４
０
肺
離
れ

た
宮
古
島
に
は
東
京
の
約
埓
倍
も
強
い

紫
外
線
が
降
り
注
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
台
風
の
通
り
道
に
あ
る
こ
と

か
ら
年
に
数
回
台
風
が
接
近
し
、
強
風

や
潮
風
に
さ
ら
さ
れ
る
な
ど
、
植
物
に

と
っ
て
過
酷
な
生
息
環
境
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
過
酷
な
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、

生
き
物
た
ち
は
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し

て
強
い
生
命
力
を
獲
得
す
る
の
で
し
ょ

つヽノ。宮
古
島
の
青

い
空
、
き
れ
い
な
海
に

育
ま
れ
た
こ
の
宮
古
ビ
デ
ン
ス

・
ピ

ロ

ー
サ
の
遅
し
い
生
命
力
が
、
役
に
立

つ

力
の
源
な
の
で
す
。

本
格
的
に
ビ
デ
ン
ス

・
ピ
ロ
ー
サ
の

栽
培
を
始
め
た
１
９
９
６
年
当
初
、
周

囲
か
ら
は

「
厄
介
な
雑
草
を
畑
に
植
え

る
な
ん
て
何
を
考
え
て
い
る
ん
だ
け
」

と

い
う
冷
や
や
か
な
目
で
見
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

コ
ツ
コ
ツ
と
研
究
を
重
ね
た
結
果
、

そ
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
国
や

県
か
ら

の
援
助
も
あ

っ
て
、
ビ
デ
ン

ス

・
ピ

ロ
ー
サ
は
野
草
か
ら
薬
草

へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
、
今
で
は
宮
古
島
の
大

き
な
島
興
し
事
業
の

一
つ
と
し
て
根
付

き
は
じ
め
て
い
ま
す
。

::忌案二||||サ星轟
‐

|=古ビデシス|■ビローサを主原料|するJ
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膀
騰
炎
と
ア
ト
ピ
■
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た

（会
社
役
員
　
七

一
歳
　
女
性
）

不
規
則
な
生
活
の
無
理
が
崇
っ
て
か
、

更
年
期
を
過
ぎ
て
か
ら
膀
洸
炎
と
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
■
●

毎
週
の
よ
う
に
膀
洸
炎
に
な
り
、
油

断
す
る
と
腎
孟
炎
に
な
っ
て
入
院
す
る

こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
い
つ
も
抗
生
物
質
を
や
め

ら
れ
ず
ご
」ん
な
状
態
を
続
け
て
い
る
と

ょ
く
な
い
し
、
年
齢
的
な
健
康
不
安
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
生
活
習

慣
の
改
善
と
温
か
い
『宮
古
ビ
デ
ン
ス
・

ピ
ロ
ー
サ
の
お
茶
（以
下
官
古
Ｂ
Ｐ
茶
こ

を
飲
む
こ
と
を
始
め
て
み
た
と
こ
ろ
、

徐
々
に
膀
脱

‐‐
炎
ヽ
出
な
く
な
り
、
一二
年

ほ
ど
の
間
に
れ
生
物
質
と
も
縁
が
切
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

そ
の
後
二
年
に
な
り
ま
す
が
だ
ん
だ

ん
肌
の
状
態
も
よ
く
な
り
、
以
前
は
ア

ト
ピ
ー
‐で
顔
や
耳
な
ど
か
ら
の
痛
々
し

い
出
血
が
消
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

に
、
最
近
は
嬉
し
で

」と
に
「年
齢
よ
り

も
若
く
見
え
る
よ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
喜
ん
で
い
ま
す
。

※
『宮
古
Ｂ
Ｐ
茶
』は
商
品
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ト
ピ
ー
が
落
ち
着
き
ま
し
た

（会
社
員
　
一二
四
歳

女
性
）

会
社
で
『官
古
Ｂ
Ｐ
茶
』
の
取
扱
い
を

検
討
す
る
と
き
、
病
院
の
皮
膚
科
で
も

患
者
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
て
い
る
と
な
つ

の
で

一ヽモ
ニ
タ
ー
を
希
望
し
サ
ン
プ
ル
を

飲
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
一
、
一
一週
間
た
っ

た
こ
ろ
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
が
落
ち

着
い
て
い
る
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
る
ア
ロ
イ
ド
軟
膏

を
使
い
な
が
ら
『宮
古
Ｂ
Ｐ
茶
』
を
飲
み

始
め
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
前
と
比
べ

る
と
炎
症
が
出
て
も
軽
い
し
、
症
状
の

落
ち
着
く
の
が
早
く
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

あ
る
日
、
子
供
と

一
緒
に
お
風
呂
に

入
っ
た
と
き
に
、
「
マ
マ
、
背
中
が
き
れ
い

に
な
っ
て
い
る
１
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

驚
く
と
と
も
に
嬉
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
い
同

じ
ア
ト
ピ
ー
で
悩
む
友
達
に
も
勧
め
た

と
こ
ろ
、
そ
の
友
達
も
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
が
目
立
っ
て
沈
静
化
し
た
と
喜
ん

で
い
ま
す
。

頭
痛
薬
を
使
用
し
な
く
な
っ
た

（自
営
業
　
五
七
歳
　
女
性
）

若
い
こ
ろ
か
ら
頭
痛
持
ち
で
、
い
つ
も

頭
痛
薬
を
持
ち
歩
い
て
い
ま
し
た
。
同
じ

薬
で
は
だ
ん
だ
ん
量
を
増
や
さ
な
い
と
効

か
な
く
な
り
０
次
々
と
薬
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
悩
み
の
種
で
し
た
。

『官
古
Ｂ
Ｐ
茶
』
を
前
職
の
取
引
先
に

教
え
て
も
ら
つ
て
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま

に
生
活
習
慣
を
正
し
、
毎
日
温
か
い

『宮
古
Ｂ
Ｐ
茶
』
を
飲
む
よ
う
に
し
た
と

こ
ろ
、
い
つ
の
間
に
か
頭
痛
を
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
『宮
古
Ｂ
Ｐ
茶
』

を
飲
み
始
め
て
か
ら
八
年
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
間
、
薬
を
使
っ
た
の
は
た
っ
た

の
二
回
、
今
で
は
外
出
す
る
と
き
に
頭

痛
薬
を
持
っ
て
い
く
こ
と
も
忘
れ
る
ほ

ど
で
す
。

ま
た
、
頭
痛
が
続
い
て
い
た
こ
ろ
と
比

べ
る
と
、
肌
の
色
も
良
く
な
り
し
っ
と

り
し
て
、
見
違
え
る
よ
う
に
元
気
に
な

つ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

．す
っ
か
り
『宮
古
Ｂ
Ｐ
茶
』
の
虜
に
な

り
、
出
か
け
る
時
も
ペ
ツ
ト
ボ
ト
ル
の
お

茶
を
買
わ
ず
に
『官
古
Ｂ
Ｐ
茶
』
を
保
温

ポ
ツ
ト
に
入
れ
て
持
ち
歩
く
の
が
習
慣

に
な
り
ま
し
た
。
友
だ
ち
か
ら
は
ポ
ッ

ト
教
だ
ね
、
と
冷
や
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
の
ひ
ら
の
黄
色
さ
が
薄
く
な
っ
た

（会
社
員
　
一壬
二
歳
　
女
性
）

子
供
の
こ
ろ
か
ら
冷
え
性
の
体
質
で

い
つ
も
手
足
が
冷
た
く
、
手
の
ひ
ら
は

黄
色
が
か
っ
て
い
ま
し
た
が
『宮
古
Ｂ
Ｐ

茶
』
を
飲
み
始
め
て
し
ば
ら

‐
く
ｔ
て
か

ら
、
手
足
が
冷
え
な
く
な
り
、
手
の
ひ

ら
の
黄
色
さ
が
日
立
っ
て
薄
く
な
り
ま

し
た
。

●
ま
た
、
い
つ
の
間
に
か
オ
フ
ィ
ス
内
で

も
少
し
暑
い
日
に
は
他
の
人
と
同
じ
よ

う
に
汗
ば
む
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。

全
く
抵
抗
な
く
飲
み
や
す
い
味
な
の

で
、
今
で
は
社
内
に
居
る
時
は
、
い
つ
も

『宮
古
Ｂ
Ｐ
茶
』
を
沸
か
し
て
飲
ん
で
い

ま
す
。
　
　
　
■
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マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
で

ト
ー
タ
ル
７
４
フ
デ
ザ
イ

ン
■
Ｔ

，
Ｄ
ヽ

健
康
の
条
件

層
―
夕為
リーー‐‐懸

山

健
康
は
生
活
の
反
映

人
の
健
康
レ
ベ
ル
を
決
定
す
る
の
は
、

生
活
の
内
容
で
あ
る
．
生
活
の
あ
り
方
が
、

即
健
康
に
反
映
す
る
ｃ
生
活
の
要
素
の
う

ち
、
食
と
心
が
最
も
重
要
な
条
件
で
あ
る
。

占
来
云
わ
れ
て
き
た

『気
血
の
調
和
』
で

あ
る
。
現
代
人
は
、
こ
れ
に

『動
一
を
加

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
現
代
は
便
利
な

時
代
に
な

っ
て
、
多
く
の
人
は
運
動
不
足

で
あ
る
。
昔
は
、
運
動
不
足
の
人
が
い
な

か

っ
た
の
で
、
『動
』
を
入
れ
る
必
要
は

な
か

っ
た
の
で
あ
る
．

現
代
人
の
健
康
の
条
件
は
、
多
岐
に
わ

た
る
。
か
な
め
は
、
「気
血
動
』
で
あ
る
．Ｌ
そ

れ
に
加
え
て
、
様
々
な
生
活
要
素
で
あ
る
。

健
康
の
条
件

（１
）
遺
伝

親

の
形
質

・
特
質

・
体
質
な
ど
は
、
遺

伝
子

の
情
報

に
よ

っ
て
子

に
伝
え
ら
れ

る
．
親
の
体
質
が
良

い
場
合
は
、
子
の
体

質
も
良
く
な
る
．
親

の
体
質
が
悪

い
と
、

子
は
生
涯

ハ
ン
デ
ィ
を
背
負

っ
て
生
き
る

こ
と
に
な
る

こ
れ
か
ら
母
親

に
な
ろ
う
と
す

る
人

は
、
■
の
十
せ
を
本
当
に
願
う
な
ら
、
妊

娠
前
か
ら
ベ
ス
ト
の
体
質
を
造

っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
悪

い
体
質
で
生
ま
れ
た
子

を
体
質
改
善
す
る
た
め
に
は
、
産
む
前

の

努
力
よ
り
は
る
か
に
多
く

の
時
間
と

エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
る
．

（２
）
胎
生
期
の
環
境

Ｏ
妊
娠
中
の
母
親
の
食
生
活

妊
娠
中
の
母
親
が
食
べ
た
食
物
が
血
液

に
な
り
、
胎
児
は
、
母
親
の
血
液
を
素
材

に
し
て
身
体
を
形
成
し
て
い
く
　
し
た
が

つ
て
、
母
親
の
血
液
の
質
が
胎
児
の
体
質

を
決
定
す
る
‐〓‐
母
親
の
血
液
の
質
は
、
イ

コ
ー
ル
食
物
の
質
で
あ
る
．

妊
娠
中
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
食
物
は

．
明

日
に
し
な
い
心
構
え
が
必
要
で
あ
る
〓
た

と
え

一
日
で
も
、　
一
日
で
も
、
胎
児
に
は

人
き
く
影
響
す
る
。

０
妊
娠
中
の
母
親
の
精
神
生
活

妊
娠
中
の
母
親
の
思
い
、
イ
メ
ー
ジ
、
心

情
な
ど
は
、
す
べ
て
胎
児
の
脳
に
記
録
さ

れ
る
。
そ
の
膨
大
な
情
報
が
、
子
の
「人
と

な
り
」
の
礎
に
な
る
ｃ
子
の

一
生
に
計
り

知
れ
な
い
大
き
な
影
響
を
与
え
る
．

０
妊
娠
中
の
母
親
の
生
活
ス
タ
イ
ル

妊
娠
中
の
母
親
の
生
活
の
仕
方
は
胎
児

の
脳
に
イ
ン
ブ
ッ
ト
さ
れ
、
胎
児
の

「人

と
な
り
」
や
体
質
を
大
き
く
左
右
す
る
．

妊
娠
中
は
、
生
活
全
体
を
幣
え
て
調
和

さ
れ
た
条
件
で
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
ｃ

（３
）
生
活
環
境

◎
住
居

誰
で
も
１
日
の
３
分
の
１
以
Ｌ
は
、
家

の
中
で
生
活
し
て
い
る
，
そ
の
生
活
の
場

か
ら
は
、

′ヽし、
身
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
ｃ

家
が
建

っ
て
い
る
土
地
の
状
態
は
、
人

に
も
家
に
も
大
き
く
影
響
す
る
´̈
山
、
林
、

髯

在は生活改善指導の講演会や健康セミナーで活躍中.
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畑
な
ど
の
土
地
で
、
南
向
き
。
風
通
し
が

よ
く
、
沼
や
池
な
ど
滞

っ
た
水
な
ど
の
な

い
場
所
が
適
す
る
。
埋
め
立
て
地
や
工
場

跡
地
な
ど
は
、
大
地
電
流
の
流
れ
を
妨
げ

る
た
め
、
地
上
の
環
境
が
悪
く
な
る
。
近

く
に
高
圧
線
が
あ
る
場
所
は
、
電
磁
波
に

常
時
被
爆
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
適
さ

な
い
。

家
の
構
造
は
、
本
、
竹
、
土
な
ど
の
自

然
素
材
を
使
用
す
る
の
が
良
い
。
自
然
素

材
は
、
温
度
、
湿
度
な
ど
が
自
然
に
調
整

さ
れ
、
空
気
も
浄
化
さ
れ
て
人
が
住
み
や

す
い
住
環
境
を
造
る
。
さ
ら
に
、
床
下
や

各
部
屋
の
換
気
を
良
く
し
て
お
け
ば
、
自

蟻
、
ダ
ニ
、
病
原
菌
、
カ
ビ
な
ど
に
悩
ま

さ
れ
る
こ
と
は
無

い
。
室
内
の
植
物
は
、

育
ち
が
良
く
な
る
。

外
壁
は
、
通
気
性
、
断
熱
性
、
電
子
伝

導
性
を
考
え
る
と
、
本
、
竹
、
上
な
ど
が

最
良
と
い
え
る
。
外
装
材
の
質
よ

っ
て
は
、

空
調
の
効
率
に
も
大
差
が
出
る
。

内
装
は
、
無
垢
の
本
、
布
、
上
、
紙
な

ど
が
適
し
て
い
る
。
合
板
や
ビ
ニ
ー
ル
ク

ロ
ス
は
、
室
内
の
空
気
を
不
自
然
な
状
態

に
す
る
。
物
に
よ
っ
て
は
、
有
毒
物
質
が

遊
離
し
て
く
る
の
人
目
的
な
内
装
材
を
使

っ
た
新
築
の
家
の
室
内
に
は
、
１
０
０
～

２
０
０
種
類
の
化
学
物
質
が
浮
遊
し
て
い

る
と
い
わ
れ
る
。

地
上
か
ら
の
距
離
は
、
近
い
ほ
ど
良
い
。

階
層
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
室
内
環
境
が
悪

く
な
る
。
１
階
に
住
む
の
が
も

っ
と
も
良

い
。
４
階
以
上
は
、
健
康
に
と

っ
て
マ
イ

ナ
ス
要
素
が
多
く
な
る
。

大
地
に
は
電
子
が
充
満
し
て
い
る
。
あ

ら
ゆ
る
生
物
は
、
電
子
が
豊
富
な
場
所
で

育
つ
と
元
気
が
良
い
。
電
子
が
豊
富
な
ほ

ど
、
代
謝
が
高
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
大
地

か
ら
遠
く
離
れ
る
ほ
ど
、
絶
縁
状
態
が
強

く
な
り
、
電
子
が
少
な
く
な
る
。
そ
の
た

め
代
謝
が
低
下
し
、
自
律
神
経
が
不
安
定

に
な
り
や
す
い
。

（４
）
衣
類

身
に
つ
け
る
も
の
は
、
健
康
に
深
く
関

わ

っ
て
い
る
。
と
く
に
、
下
着
は
大
切
で

あ
る
。
下
着
の
素
材
は
、
絹
、
綿
、
ウ
ー

ル
、
竹
繊
維
な
ど
が
良
い
。
通
気
性
、
伝

導
性
の
良
い
物
が
適
し
て
い
る
。

化
学
繊
維
は
、
皮
膚
か
ら
の
水
分
や
不

要
物
質
の
蒸
散
を
妨
げ
、
皮
膚
表
面
の
イ

オ
ン
状
態
を
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
す
る
た

め
、
無
意
識
に
肉
体
的
ス
ト
レ
ス
を
受
け

る
。
こ
れ
が
自
律
神
経
を
不
安
定
に
す
る
。

（５
）
靴

構
造
の
良
く
な

い
靴
を
は

い
て
い
る

と
、
脚
の
骨
格
を
は
じ
め
脊
柱
全
体
の
歪

み
を
発
生
し
、
や
が
て
身
体
全
体
の
障
害

を
引
き
お
こ
す
こ
と
に
な
る
。
身
体
の
上

台
で
あ
る
足
が
、
不
安
定
な
場
に
あ
れ
ば

全
体
が
歪
ん
で
く
る
の
は
必
定
で
あ
る
。

踵
に
ｌ
ｃｍ
位
の
余
裕
が
あ
る
ゆ
っ
た
り

サ
イ
ズ
で
、
５
本
の
指
が
無
理
な
く
開
く

も
の
が
良
い
。
ソ
ー
ル
は
、
足
裏
に
ぴ
っ

た
り
合
う
物
。
素
材
は
、
綿
、
皮
な
ど
が

適
し
て
い
る
。

（６
）
姿
勢

日
常
の
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
姿
勢
を
正
し

て
い
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
。
姿
勢
が

悪
い
と
、
循
環
系
、
自
律
神
経
系
、
呼
吸

系
の
機
能
を
は
じ
め
、
全
身
の
機
能
低
下

を
招
く
。

首
を
わ
ず
か
２０
度
前
に
倒
す
だ
け
で
、

頭
部
の
血
流
は
”
～
∞
％
減
少
す
る
。
血

流
の
減
少
は
、
日
や
脳
の
機
能
低
下
を
招

く
。
背
中
を
少
し
九
め
た
前
か
が
み
の
姿

勢
に
な
る
と
、
脊
髄
を
通
る
神
経
系
の
信

号
の
流
れ
や
血
流
が
低
下
す
る
。
」ヽ
れ
は
、

全
身
の
器
官
の
機
能
低
下
を
き
た
す
。

就
寝
中
の
姿
勢
は
、
布
団
に
真

っ
直
ぐ

が
良
い
。
固
め
の
布
団
に
低
い
枕
、
ま
た

は
枕
な
し
で
横
臥
す
る
の
が
良
い
。
柔
ら

か
い
マ
ッ
ト
レ
ス
の
上
に
横
に
な
る
と
、

脊
柱
が
不
自
然
に
曲
が
っ
て
し
ま
う
。

普
段
か
ら
無
理
の
な
い
自
然
な
姿
勢
を

保
つ
よ
う
習
慣
化
す
る
。

（７
）
呼
吸

深
く
ゆ
っ
た
り
し
た
呼
吸
は
、
自
律
神

経
系
を
安
定
し
、
臓
器

・
器
官
の
機
能
を

上
げ
、
心
を
安
工定
さ
せ
る
。

乳
幼
児
の
こ
ろ
は
腹
式
呼
吸
を
し
て
い

る
が
、
大
人
に
な
る
と
大
半
の
人
が
肺
呼

吸
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
も
う

一
度
０
歳

児
の
こ
ろ
の
呼
吸
に
戻

っ
て
、
こ
れ
を
習

慣
化
す
る
と
健
康
レ
ベ
ル
が
上
が
る
。

腹
を
使
う
呼
吸
を
す
る
こ
と
で
横
隔
膜

が
大
き
く
上
下
し
、
肺
を
十
分
に
伸
縮
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
二

酸
化
炭
素
を
は
じ
め
排
泄
す
べ
き
老
廃
成

分
が
効
率
よ
く
排
出
さ
れ
る
。　
一
方
、
酸

素
が
効
率
よ
く
摂
り
こ
ま
れ
て
、
代
謝
が

高
上
す
る
。

ま
た
、
内
臓
を
勢
い
よ
く
内
部
か
ら
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
体
の
機
能

が
上
が
る
。
血
流
・神
経
系
の
機
能
も
、
一昌

ま
る
。
精
神
安
定
作
用
も
大
き
く
な
る
。

（８
）
入
浴

入
浴
は
、
心
身
の
疲
労
を
取
り
、
血
流

を
盛
ん
に
し
て
健
康
増
進
に
効
果
的
で
あ

る
。
し
か
し
、
適
切
な
入
浴
で
な
け
れ
ば
、

逆
効
果
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

湯
温
は
、
”
～
Ю
℃
位
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
て
効
果
的
で
あ
る
。
頭
と
身
体
を
適

度
に
刺
激
し
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
れ
ば
、

４‐
～
４３
℃
位
が
適

し
て
い
る
。

湯
か
ら
あ
が
る
と
き
、
水
の
シ
ャ
ワ
ー

靡
隋
境

胚
=||.‐
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胚

を
か
け
て
出
る
よ
う
に
す
る
と
、
保
温
効

果
が
数
倍
高
ま
る
。
ま
た
、
免
疫
力
が
高

上
し
、
自
律
神
経
の
調
整
能
力
が
高
ま
る
。

食
事
の
直
後
、
発
熱
時
、
呼
吸
器
障
害

時
、
化
膿
性
疾
患
、
出
血
性
疾
患
、
極
度

の
疲
労
時
な
ど
は
、
入
浴
を
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

半
身
浴
が
普
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

有
害
で
あ
る
。
腹
部
を
長
時
間
温
め
て
腸

内
温
度
が
上
が
る
と
、
腸
内
容
物
が
、
腐

敗
し
は
じ
め
る
。
肉
や
魚
な
ど
動
物
性
食

物
が
腐
敗
す
る
と
、
強
い
毒
性
物
質
を
発

生
す
る
。
こ
の
物
質
は
吸
収
さ
れ
、
全
身

に
運
ば
れ
て
い
た
る
と
こ
ろ
で
障
害
を
お

こ
す
。
腸
内
は
、

３７
・２
℃
を
超
え
て
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

水
道
水
を
加
熱
す
る
と
、
塩
素
を
は
じ

め
様
々
な
物
質
が
気
化
し
て
浴
室
に
充
満

す
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
浴
槽
に
湯
を

入
れ
る
と
き
は
、
窓
を
開
け
放

っ
て
お
く

と
良
い
。
給
湯
の
前
に
、
果
物
の
皮
や
野

菜
く
ず
な
ど
を
ネ
ツ
ト
に
入
れ
、
浴
槽
に

沈
め
て
お
く
と
、
塩
素
な
ど
は
無
害
な
物

質
に
変
化
す
る
。

有
効
な
浴
剤

湯
中
に
有
効
成
分
を
入
れ
る
と
、
血
流

促
進
、
代
謝
促
進
、
精
神
安
定
な
ど
の
効

果
が
よ
り
高
ま
る
。

◎
ミ
ネ
ラ
ル
、
塩

体
内
の
老
廃
物
を
排
出
し
、
血
液
浄
化

に
効
果

◎
重
曹

（炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
）

血
流
促
進
効
果

◎
ハ
ー
ブ
、
果
物
の
皮
、
野
草
、
本
の
葉

（ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
ロ
ー
リ
エ
、
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
、
カ

モ
ミ
ー
ル
、
セ
ー
ジ
、
ミ
カ
ン
、
ユ
ズ
、
ス
ダ

ス

カ
ボ
ス
、
リ
ン
ゴ
、
ヨ
モ
ギ
、
葛
葉
、
ユ

キ
ノ
シ
久
、
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
）

血
流
促
進
、
精
神
安
二定
、
皮
膚
機
能
高
上

◎
茶
…
…
緑
茶
、
紅
茶

※
ぬ
る
め
の
湯
に
、
ゆ
っ
く
り
入
る

…
…
…
”
～
Ю
℃

（１０
～
１５
分
程
度
）

（９
）
睡
眠

人
は
睡
眠
中
に
心
身
の
疲
れ
を
取
り
、

身
体
の
歪
み
を
修
正
し
、
翌
日
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
積
し
、
代
謝
に
必
要
な
物
質
を

生
成
し
、
翌
日
の
活
動
に
備
え
る
の
で
あ

る
。
そ
の
調
整
が
不
完
全
だ
と
、
翌
日
に

ト
ラ
ブ
ル
を
お
こ
す
こ
と
に
な
る
。

睡
眠
は
時
間
の
長
さ
で
は
な
く
、
質
が

重
要
で
あ
る
。
質
の
良
い
睡
眠
は
、
心
身

が
安
定
し
て
い
る
ほ
ど
条
件
が
良
く
な

る
。
睡
眠
の
質
と
健
康
レ
ベ
ル
は
、
相
関

関
係
に
あ
る
。

寝
具
は
、
畳
の
上
に
綿
の
布
団
が
ベ
ス

ト
。
掛
け
布
団
な
ど
は
、
絹
、
ウ
ー
ル
、

真
綿
、
羽
毛
な
ど
が
熟
睡
を
促
す
。
夜
着

も
自
然
素
材
が
良
い
。

脳

・
神
経
系
に
作
用
し
て
鎮
静
効
果
が

あ
る
ハ
ー
ブ
を
、
寝
室
に
置
く
と
安
眠
効

果
が
あ
る
。
嗅
覚
は
、
神
経
系
に
強
く
作

用
す
る
．

◎
精
神
安
定
効
果
が
あ
る
ハ
ー
ブ

ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
、
イ
ラ
ン

イ
ラ
ン
、
ネ
ロ
リ
、
ロ
ー
ズ
、
レ
モ
ン

バ
ー
ム
、
カ
モ
ミ
ー
ル

◎
音
楽

音
の
刺
激
は
、
脳
に
大
き
く
作
用
す
る
。

良

い
音
楽
は
、
精
神
を
安
定
さ
せ
、
自

律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
代
謝
を

高
上
す
る
。

◎
眠
り
を
誘
う
音
楽

◆
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
…
…
ビ
ア
ノ
協
奏
曲

第
”
番
二
短
調

「
ロ
マ
ン
ツ
ェ
」
、

ビ
ア
ノ
協
奏
曲
　
第
２
番

ハ
短
調

第
２
楽
章
、
子
守
歌

◆
バ
ッ
ハ
…
・・壼

―
ル
ド
ベ
ル
ク
変
奏
曲

◆

ンヽ
ュ
ー
ベ
ル
ト
…
…
子
守
歌
、
ア
ヴ
子
マ
リ
ア

◆
シ
ョ
パ
ン
…
…
ノ
ク
タ
ー
ン

・
ホ
短
調

作
品
７２
‐
１

◆
ブ
ラ
ー
ム
ス
…
…
子
守
歌
、
眠
り
の
精

◆
一ス
ヴ
エ
ル
…
‥
組
曲
「了
メ
ー
ル
・
ロ
ワ
」、

眠
り
の
森
の
美
女

「
パ
ヴ
ァ
ー
ヌ
」

◆
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
…
…
ピ
ア
ノ

・
ソ
ナ
タ

「夢
」
、
ピ
ア
ノ

・
ソ
ナ
タ

「雨
の
庭
」
、

牧
神
の
午
後

へ
の
前
奏
曲

人にやさいヽ
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一〓
＝
ヨ
ー
ク
に
は
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
が

一ぁ
り

―
ま
す
。
一昌
騰
す
る
家
賃
を
払
い
・

・
な
が

―
ら
、
舌
の
越
え
た
一三
ト
ヨ
ト
カ

・
―
た
ち
を
満
足
さ
せ
、
飲
食
産
業
で
．

生
き

‐残
っ
て
い
く
の
は
と
て
も
大
変

な
こ
と
。
多
く
の
店
が
オ
ー
プ
ン
し

て
か
ら
数
年
で
閉
店
し
た
り
、
家
賃
‐

の
安
い
郊
外
へ
移
転
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
中
で
１

‐
９
７
６
年
に
オ
ー
プ

ン
し
て
以
来
い
常
に
根
強
い
人
気
を

保
ち
続
け
て
い
る
の
が
イ
ー
ス
ト
ビ
レ

ッ
ジ
に
あ
る
「
ア
ン
ジ
エ
リ
カ
・キ
ッ
チ

ン
≒
・雑
誌
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
ベ
ス
ト

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
■
ラ
ン
に
選
ば
れ

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
‐、
ベ
ガ
ン
の
知
人

も

一
押
し
し
た
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
、

今
回
は
２
歳
の
息
子
連
れ
で
行
つ
て

．来
ま
し
た
。

一　
レ
ス
ト
ラ
ン
の
こ
だ
わ
り

ア
ン
ジ

エ
リ
カ

・
キ
ツ
チ
ン
は
エ
ス

ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
や
古
着
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
個
性
豊
か
な
店
の
多

い
イ
ー
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
り
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン

の
人
り
日
は
車
や
人
の
多

い
大
通
り
か

ら

一
歩
横
道
に
入

っ
た
樹
々
の
多

い
閑

静
な
住
宅
街
に
面
し
て
い
ま
す
。
ア
パ

一舅
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―
ト
ビ
ル
ー
階
を
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
外

か
ら
店
内
が
見
え
る
オ
ー
プ
ン
ス
タ
イ

ル
。
店
の
前
を
通
る
だ
け
で
、
テ
ー
ブ

ル
に
置
か
れ
て
い
る
美
し
く
お
い
し
そ

う
な
料
理
の
数
々
が
目
に
入

っ
て
き
ま

す
。入

り
回
の
ド
ア
に
は
”ヨ
①】８
８
Ｐ

と

書
か
れ
た
サ
イ
ン
が
張
ら
れ
て
い
て
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
、
つ

ま
り
こ
だ
わ
り
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

◎
ア
ン
ジ

ェ
リ
カ

。
キ
ッ
チ
ン
で
は
持

続
可
能
な
農
業
や
責
任
あ
る
ビ
ジ
ネ

ス
業
務
が
主
材
料
と
な
る
よ
う
な
美

味
し
い
食
べ
物
を
提
供
し
ま
す
。

◎
こ
の
二
つ
は
私
た
ち
の
環
境
へ
の
深

い
敬
意
と
献
身
的
な
生
産
者
へ
の
感

謝
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

◎
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
の
食
べ
物
は
、
鮮
度

の
よ
い
も
の
を
毎
日
こ
の
調
理
場
で

調
理
し
て
い
ま
す
。
季
節
、
天
候
、

材
料
の
入
手
状
況
、
そ
し
て
シ
ェ
フ

の
創
造
力
に
よ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
は
日

に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

◎
私
た
ち
は
最
高
の
品
質
の
有
機
材
料

を
使
用
し
、
多
く
の
場
合
収
穫
後
“

時
間
以
内
の
提
供
し
て
い
ま
す
。
精

製
さ
れ
た
砂
糖
、
防
腐
剤
、
乳
製
品
、

卵
、
動
物
性
製
品
は

一
切
使
用
し
て

い
ま
せ
ん
。

◎
最
低
で
も
％
％
の
食
材
が
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
に
育
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
保
証
し
ま
す
。

ま
た
、
ア
ン
ジ

エ
リ
カ

・
キ
ツ
チ
ン

は
栄
養
面
を
重
視
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

農
家
や
生
産
者
か
ら
直
接
材
料
を
仕
入

れ
る
こ
と
で
鮮
度
や
品
質
を
保
つ
こ
と
、

海
藻
や
豆
類
な
ど
健
康
に
よ
い
が
身
近

で
な
い
食
品
を
紹
介
し
て
ゆ
く
こ
と
な

ど
も
店
の
目
標
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
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ヘ
ル
シ
ー
＆
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

だ
け
で
な
く
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
フ̈
で

美
し
く
、
美
味
し
い
料
理

店
内
に
入
り
、
テ
ー
ブ
ル
に
案
内
さ

れ
る
と
息
子
に
幼
児
用
の
椅
子
を
持

っ

て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
子
供
は
駄
目
と

い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多

い
中
で
、
幼
児

用
の
椅
子
が
あ
る
の
は
う
れ
し
い
も
の
。

よ
く
見
る
と
隣
の
テ
ー
ブ
ル
も
子
連
れ

で
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
に
は
お
い
し
そ
う
な
料
理

名
が
ず
ら
り
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ひ

と
ま
ず
前
菜
に
は
息
子
に
は
好
き
そ
う

な
汁
物
の
中
か
ら
ミ
ソ
ス
ー
プ
と
、
豆

好
き
の
私
用
に
く
る
み
と
レ
ン
ズ
豆
の

パ
テ
を
頼
み
ま
し
た
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
味

や
見
た
目
を
期
待
で
き
な
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
の
料

理
は
い
い
意
味
で
期
待
を
た
く
さ
ん
裏

切
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

ま
ず
び

っ
く
り
し
た
の
は
、
ミ
ソ
ス

ー
プ
も
具
が
た
く
さ
ん
入

っ
て
い
た
こ

と
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

ミ
ソ
ス
ー
プ
と
い
う
と
、
具
が
入

っ
て

い
な
い
た
だ
の
薄

い
味
噌
味
の
汁
が

一

般
的
で
す
。
し
か
し
ア
ン
ジ

エ
リ
カ

・

キ

ツ
チ
ン
の
ミ
ソ
ス
ー
プ
は
、
昆
布
、

玉
ね
ぎ
、
人
参
、
ネ
ギ
、

い
ん
げ
ん
、

豆
腐
と
具
沢
山
。

野
菜
の
甘
み
が
お
つ
ゆ
に
溶
け
込
ん

で
い
て
、
お
味
噌
の
味
も
し

っ
か
り
し

ま
す
。
あ
ま
り
の
美
味
し
さ
に
、
私
は

ほ
と
ん
ど
飲
む
こ
と
が
で
き
ず
、
息
子

が
あ

っ
と
い
う
間
に
平
ら
げ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
前
莱
、
く
る
み
と
レ

ン
ズ
豆
の
パ
テ
は
お
豆
腐
の
サ
ワ
ー
ク

リ
ー
ム
が
か
か

っ
て
い
ま
し
た
。
ク
リ

ー
ミ
ー
な
の
に
し
つ
こ
く
な
く
、
素
材

の
甘
み
が
ほ
ん
の
り
。　
一
緒
に
つ
い
て

き
た
野
菜
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
や
あ
ぶ

っ
た

玄
米
煎
餅
に
つ
け
て
食
べ
る
と
、
食
感

の
違
い
も
楽
し
め
、
食
べ
出
し
た
ら
止

ま
ら
な
い
お
い
し
さ
で
し
た
。
デ
イ
ッ

プ
と
し
て
使
う
の
も
よ
し
、
パ
ン
に
塗

る
の
も
よ
し
、
葉
野
菜
に
包
む
の
も
よ

さ
そ
う
な
の
で
、
ぜ
ひ
自
分
で
も
真
似

し
て
作

っ
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
は
日
替
わ
リ
ス
ペ
シ
ャ
ル
か

ら
ギ
リ
シ
ヤ
風
キ
ャ
セ
ロ
ー
ル
を
頼
み

ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
料
理
が
運
ば
れ
て

び

つ
く
り
。

１０

ｃｍ
四
方
は
あ
ろ
う
か
と

い
う
重
量
感
あ
る
キ
ャ
セ
ロ
ー
ル
で
し

た
。
中
身
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン
ラ
イ
ス
、
赤

ビ
ー
ツ
の
マ
リ
ネ
、
ほ
う
れ
ん
草
、
オ

ニ
オ
ン
ソ
テ
ー
、
リ
ー
ク

今
不
ギ
）
、
ニ

ン
ニ
ク
の
茎
、

ロ
ー
ス
ト
し
た
人
参
、

ズ

ッ
キ
ー
ニ
、

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、
そ

し
て
デ
ィ
ル
の
豆
腐
チ
ー
ズ
と
、
畑
の

栄
養
が
ま
る
ご
と
詰
ま

っ
て
い
る
よ
う

な
種
類
の
多
さ
で
す
。
そ
れ
を
フ
ィ
ロ

燻轟梅晰J晩躍 洵 山 .

ニューヨークでのマ知 ビオティック暮L

熙

くるみとレンズ豆のパテ。

ギリシャ風キャセロール。待ちきれない息子が手を出していま蔦
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と
呼
ば
れ
る
薄

い
パ
イ
生
地
で
包
み
、

蒸
し
焼
き
し
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
野
菜
の
味
と
下
に
敷
か
れ
た
白
豆

ソ
ー
ス
の
甘
み
、
そ
し
て
デ
イ
ル
の
風

味
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な

っ
て
、
こ
れ
も

後
を
ひ
く
お
い
し
さ
で
し
た
。
付
け
合

わ
せ
の
野
菜
は
ア
ル
グ
ラ
、
フ
リ
ゼ
、

ソ
レ
ル
、
水
菜
な
ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
珍
し
い
も
の
ば
か
り
。
青
菜
の
ほ
ん

の
り
し
た
苦
み
が
シ
ン
プ
ル
な
レ
モ
ン

マ
ス
タ
ー
ド
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
く

合
い
ま
し
た
。

最
後
は
デ
ザ
ー
ト
で
す
。
前
莱
で
す

で
に
お
腹
い
っ
ぱ
い
の
私
は
、
キ
ャ
セ

ロ
ー
ル
は
少
し
だ
け
食
べ
て
残
り
は
お

土
産
に
し
て
も
ら
い
、
メ
ニ
ュ
ー
を
見

た
時
か
ら
気
に
な

っ
て
い
た
桃
と
カ
モ

ミ
ー
ル
の
寒
天
を
デ
ザ
ー
ト
に
注
文
し

ま
し
た
。
そ
し
て
メ
ニ
ュ
ー
が
運
ば
れ
、

３
度
目
の
び

っ
く
り
で
す
。
普
通
の
寒

天
を
予
想
し
て
い
た
ら
、
登
場
し
た
の

は
レ
イ
ヤ
ー
状
の
ク
リ
ー
ム
パ
フ
ェ
。

ス
プ
ー
ン
で
中
を
探

っ
て
み
る
と
、
刻

ん
だ
桃
、
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
の
ク
リ
ー

ム
、
グ
ラ
ノ
ラ
、
そ
し
て
桃
と
カ
モ
ミ

ー
ル
テ
ィ
で
作

っ
た
葛
あ
ん
。
そ
れ
が

幾
重
に
も
重
な

っ
て
い
ま
す
。
口
に
入

れ
る
と
カ
モ
ミ
ー
ル
の
優
し
い
甘
さ
と

桃
の
ほ
ん
の
り
し
た
風
味
が
絶
妙
の
組

み
合
わ
せ
で
し
た
。
冷
た
さ
で
デ
リ
ケ

ー
ト
な
味
が
消
え
な
い
よ
う
に
で
し
ょ

う
か
、
普
通
の
冷
た
い
デ
ザ
ー
ト
よ
り

も
常
温
に
近
い
感
じ
に
な

っ
て
い
ま
し

た
。
食
感
も
日
の
中
で
と
ろ
り
と
す
る

も
の
、
カ
リ
ッ
と
歯
ご
た
え
の
あ
る
も

の
、
さ
ま
ざ
ま
で
、
ス
プ
ー
ン
で
口
に

入
れ
る
の
が
楽
し
い
デ
ザ
ー
ト
で
し
た
。

ア
ン
ジ

エ
リ
カ

・
キ
ツ
チ
ン
で
料
理

を
食
べ
て
み
て
感
じ
た
の
は
、
素
材
そ

の
も
の
の
味
を
生
か
し
な
が
ら
、
こ
こ

ま
で
ク
リ
エ
イ
テ
イ
ブ
で
美
味
し
い
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
料
理
が
作
れ
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
。
味
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
組

み
合
わ
せ
の
新
鮮
さ
や
見
た
日
、
香
り
、

食
感
な
ど
料
理
が
運
ば
れ
て
来
る
度
に

驚
き
、
感
動
し
ま
し
た
。

生
産
者
と
消
費
者
、
環
境
と
健
康
を

考
え
た
徹
底
し
た
こ
だ
わ
り
、
そ
し
て

食
材
を
研
究
し
美
し
く
美
味
し
い
料
理

を

つ
く
る
姿
勢
は
、
競
争
の
激
し
い
外

食
業
界
の
中
で
∞
年
以
上
も
の
間
、
高

水
準
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
と

し
て
常
に
比
較
さ
れ
る
側
に
立
つ
ト
ッ

プ
の
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
う
な

ず
け
る
も
の
で
し
た
。

最
後
に
、
カ
モ
ミ
ー
ル
と
葛
と
い
う

組
み
合
わ
せ
が
と
て
も
新
鮮
で
気
に
入

っ
た
の
で
、
今
回
は
こ
れ
を
使

っ
て
自

然
化
粧
品
を
ひ
と
つ
紹
介
し
ま
す
。

一
壕
■
■
１
、
夕
傷

割
奮
彙

・鰺
卿
彗
桑
■
■
，一

アンジェリカ・キッチン

の料理本。お店の料理

のレシピが出ています。

《本文中※のついた商品は、オーサワジャバン取扱商品です。巻末友の店でお買い求めください》

オーサワの本葛 (100g/472円 。500g/1,995円 。l kg/3,675円 )

珈

桃とカモミールの寒天。
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～
二
千
五
百
年
前
か
ら
未
来
へ
続
く
「プ
ハ
ン
」
物
語
～

■
心

の

コ
ツ

プ
ハ
ン
講
座
な
の
に
、
今
回
は
心
の
お

話
で
す
。
実
は
最
近
、
生
命
を
躍
動
さ
せ

る

「心
の
コ
ツ
」
が
分
か
つ
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の
コ
ツ

が
、
世
間
で
は
余
り
い
わ
れ
て
い
な
い
事

な
の
で
、
み
な
さ
ん
の
役
に
立
つ
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
、
書
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
ち
ょ

っ
と
個
人
的
な
こ
と
も
書
き
ま
す
が
、
少

し
だ
け
お
付
き
合
い
下
さ
い
ｏ
　
　
　
　
・

い
馨

げ
畔
諄

嘲
岬
紛

¨
儡

詩

ん
１０
歳
く
ら
い
の
と
き
で
す
。
も
う
す
ぐ

４
歳
で
す
か
ら
、
も
う
鋒
年
近
く
こ
の
背

骨
の
曲
が

っ
た
状
態
と
付
き
合

っ
て
き
ま

し
た
。
た
か
が
背
骨
、
さ
れ
ど
背
骨
。
背

骨
が
曲
が

っ
て
い
る
だ
け
と
言

っ
て
も
、

「
へ
そ
曲
が
り
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
し
、

事
実
自
分
の
へ
そ
は
曲
が
っ
て
付
い
て
い

る
し
、
自
分
が
コ
ン
プ
レ
ツ
ク
ス
を
感
じ

る
場
面
は
、
そ
こ
か
し
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

気
に
な
れ
ば
気
に
な
る
程
、
す
べ
て
が
コ

ン
プ
レ
ツ
ク
ス
を
刺
激
す
る
よ
う
に
な

っ

て
い
ま
し
て
、
悩
み
つ
つ
、
『ど
う
し
た

ら
こ
の
曲
が

っ
た
背
骨
が
楽
に
な
る
の

か
』
と
い
う
こ
と
に
ず

っ
と
取
り
組
み
、・

現
在
に
至
り
ま
す
。

■
プ

ハ
ン
は
、
人
生

を
明

る
く
す

る

さ
て
、
こ
の
背
骨
の
つ
ら
さ
に
取
り
組

ん
で
い
て
、
大
き
な
心
の
転
換
が
２
回
あ

り
ま
し
た

（背
骨
の
お
蔭
で
色
々
学
ん
で

い
ま
す
）。

一
つ
日
は
、
プ

ハ
ン
に
よ

っ
て
で
す
。

最
初
に
プ
ハ
ン
を
知

っ
た
と
き
、
も
う
８
、

９
年
程
前
に
な
り
ま
す
。
韓
国
の
音
浚
成

（キ

・
ジ

ュ
ン
ソ
ン
）
先
生
の
講
演
を
聞

き
に
い
っ
た
ら

「お
の
お
の
が
生
命
の
力

を
増
進
さ
せ
れ
ば
、
心
が
健
や
か
に
な
り
、

憎
し
み
も
消
え
て
い
く
。
皆
が
そ
う
す
れ

ば
、
自
ず
と
世
界
平
和
も
成
る
」
と
い
う

の
を
聞
い
て
、
大
変
感
動
し
ま
し
て
…
…

音
先
生
が
薦
め
る
な
ら
、
と
プ

ハ
ン
が
ど

う
い
う
効
果
効
能
が
あ
る
な
ん
て
知
ら
ず

に
、
何
か
良

い
も
の
だ
と
い
う
直
感
を
信

じ
て
買

っ
て
帰
り
、
す
ぐ
に
母
に
教
え
て

吸

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

５
～
７
分
プ
ハ
ン
を
つ
け
て
、
取
り
外

し
て
み
た
ら
、
背
骨
の
曲
が
り
方
が
、
広

告
で
使
わ
れ
る

「使
用
前
」
「
使
用
後
」

の
写
真
の
よ
う
に
違

っ
て
い
た
ん
で
す
。

そ
れ
も
、
い
か
に
も
嘘

っ
ぱ
い
や
ら
せ
の

広
告
で
な
く

（笑
）
、
信
憑
性
を
感
じ
さ

せ
る
に
足

‐‐る

・だ
け
、
背
骨
の
曲
が
り
方
が

少
腑
だ
訪
で
す
が
、
明
ら
か
に
改
善
し
た

瘍
仁
す
。̈
そ
れ
ま
で
は
、
自
分
の
未
来
を

想
う
と
魯
に
い
悲
劇
的
な
感
じ
、
あ
る
い

は
前
途
＝
明
る
く
な
い
と
い
う
感
じ
が
し

て
い
た
の
で
す
が

『プ
ハ
ン
で
、
こ
ん
な

に
改
善
す
る
な
ら
ば
』
と
、
本
当
に
人
生

が
明
る
く
感
じ
ら
れ
、
生
き
て
い
く
の
が

楽
に
な

っ
た
の
で
し
た

（だ
か
ら
私
は
プ

ハ
ン
の
良
さ
を
み
な
さ
ん
に
伝
え
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
の
で
す
）。

■
あ
な
た
に
と
っ
て
の

「本
当
の
現
実
」
と
は
？

二
つ
目
は
、
つ
い
最
近
起
こ
り
ま
し
た
。

バ
イ
オ
ヘ
ル
ス

（生
命
の
躍
動
）
の
講
座

の
と
き
に
、
「ま

っ
た
く
疲
れ
な
い
身
体
、

ま

っ
た
く
病
気
を
し
な
い
身
体
は
作
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
」
と
井
上
ア
ト
ム
さ

ん
が
言

っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
も
最
近
、

心
に
お
い
て
、
そ
れ
に
近
い
感
じ
。プ
ハ
ン

を
し
た
直
後
の
よ
う
な
幸
福
感
と
ス
ッ
キ

リ
感
を
、
ず

っ
と
ブ
レ
な
い
で
持
つ
心
の

持
ち
方
の
コ
ツ
が
、
分
か
っ
た
の
で
す
―

さ
て
、
そ
の
方
法
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と

「世
の
中

っ
て
ど
う

い
う
も
の
だ
と
想

っ

て
る
？
」
と
い
う
質
問
を
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
質
問
に
対
す
る
貴
方
の
答
え

は
ど
ん
な
で
し
た
か
？
　
実
は
私
の
最
初

難

飩

魏
饉

勲

な

い
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て
い

る
世
の
中

だ
」
と
か
。
被
害
者
意
識
丸
出
し
で
、
世

の
中
を
嘆
い
て
い
る
感
じ
。
体
の
調
子
が

悪
い
と
、
ま
す
ま
す
答
え
が
ひ
ど
く
な
り

ま
す

（笑
）
。

ま
ず
、
感
情
か
ら
出
て
き
た
こ
の
自
分

の
答
え
を
脇
に
置
き
、
感
情
か
ら
で
な
く

理
性
を
使

っ
て
明
ら
か
な
事
実
の
答
え
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
、
少
し
で
も
理
性
的
な
答
え
に
近

く
な
る
よ
う
に
、
意
志
の
力
を
使

っ
て
考

え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

参
考
ま
で
に
私
に
と

っ
て
の
本
当
の
現

房
簾
は猛
３

プ
ハ
ン
暇
い
玉
教
室

講
師

望
青
月
箪
復
加
型
千

，
　
有
限
会
社
デ
ポ
ル
（プ
ハ
ン
普
及
会
）代
表
取
締
役

現
代
に
よ
み
が
え
る
、
最
強
の
デ
ド
ッ
ク
ス
法
。

|〕

1001

(.l〕
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蜀
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実
と
は
、
『世
界
の
全
て
の
生
命
体
に
は
、

そ
れ
こ
そ
地
球
が
誕
生
す
る
“
億
年
ま
え

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
連
綿
と
続
い
て
き

た
パ
ワ
ー
が
宿

っ
て
い
る
。
今
生
き
て
い

る
人
た
ち
は
、　
一
代
も
途
絶
え
な
い
位
の

生
命
力
と
、
運
の
強
さ
を
持

っ
て
い
る
。

そ
の
力
は
今
で
も
私
の
中
で

「最
善
」
を

尽
く
し
て
い
て
、
す
べ
て
う
ま
く
行
く
よ

う
に
成

っ
て
い
る
』
と
い
う
具
合
で
す
。

生
命
を
信
頼
す
れ
ば
信
顧
り
／
程
、
面

白
い
こ
と
に
、

泊
分
に

″麒
制
が
な
い
け

ど
自
信
が
あ
る
″
と
い
う
状
態
が
生
じ
て

く
る
の
を
感
じ
ま
す
よ
。

で
は
、
ま
た
講
座
で
会
い
ま
し
ょ
う
―

今
年
Ю
月
く
ら
い
か
ら
２
カ
月
間
、
ア

ト
ム
さ
ん
が
来
日
さ
れ
る
の
で
、
ア
ト
ム

さ
ん
講
座
情
報
が
欲
し
い
方
は
、
左
記
に

メ
ー
ル
下
さ
い
。

ｃ
①
ｏ
２
⑤
Ｂ
”
庁
①
一一つ
ｏ
脇
オ
一①
・ピ

【参
加
者
の
生
声
】

◎
今
日
は
、
朝
か
ら
体
調
が
悪
く
仕
事
を

休
ん
で
い
ま
し
た
。
息
子
を
保
育
園
に

連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、　
一
緒
に

来
ま
し
た
。
プ
ハ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
、

背
中
の
重
み
が
と
れ
楽
に
な
っ
た
の
と
、

一肩
が
凝

っ
て
重

い
の
が

（そ
こ
を
や
っ

て
い
な
い
の
に
）
軽
く
な
り
ま
し
た
。

◎
プ

ハ
ン
を
受
け
た
後
、
身
体
も
そ
う
な

ん
で
す
け
ど
、
精
神
的
に
楽
に
な

っ
た

の
を
感
じ
て
い
ま
す
。
（望
月

¨
プ
ハ
ン

で
憑
き
物
も
取
れ
ち
ゃ
う
か
ら
ね
―
。

笑
）
は
い
！
　
本
当
に
そ
ん
な
感
じ
が

し
て
い
ま
す
。
何
回
受
け
て
も
た
め
に

な
り
、
興
味
深
く
、
楽
し
い
セ
ミ
ナ
ー

で
、
身
体
も
心
も
ほ
か
ほ
か
に
な
り
ま

し
た
。

◎
プ

ハ
ン
の
こ
と
、
お
灸
の
こ
と
を
詳
し

く
知
れ
た
の
と
、
以
外
に
手
軽
に
出
来

る
こ
と
が
知
れ
た
の
が
良
か
っ
た
。
今

す
ぐ
欲
し
く
な
り
ま
し
た
。

◎
出
し
惜
し
み
を
し
な

い
、
分
か
り
や
す

い
指
導
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
言
葉
の

一
つ

一
つ
に
優
し
さ
、
さ
わ
や
か
さ
が

感
じ
ら
れ
、
プ

ハ
ン
の
指
導
以
外
に
、

心
に
爽
快
感
が
し
み
わ
た
る
ル
ミ
ナ
ー

で
し
た
。
お
話
‐を
計
け
旭
ど
と
お
お
会

い
出
来
た
こ
と
、
と
て
も
檬
難
卜
こ
一と

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◎
バ
イ
オ
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
、
全
体
の
流

れ
か
ら
、
プ

ハ
ン
に
至
る
ま
で
、
大
変

詳
し
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
生
の
明
る
い
人
柄
で
楽
し
か
っ
た
で

す
。
実
際
の
体
験
な
ど
の
生
活
に
密
着

し
た
話
し
が
聞
け
て
（
七
て
も
良
か
っ

◎ツ部ヵた一一一一̈牢楊一鋼一」す一つ力全

き
り
し
た
感
じ
が
し
ま
し
た
‐
ヽ
Ｐ
な
ん
だ

か
楽
し
い
感
じ
。

◎
な
ん
だ
か
と
っ
て
も
気
持
が
良
く
っ
て

温
泉
か
ら
上
が
っ
た
よ
う
で
す
よ
ね
―
。

（み
な
さ
ん

¨
あ
―
、
ほ
っ
ぺ
た
が
ピ
ン

ク
よ
―
　
な
ん
か
顔
色
が
変
わ
っ
て
綺

麗
―
）
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
気
持
よ
い
と
い
う
感
覚
が
、
い
ま
い
ち

よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
最
初
の

一
個

が
ち
ょ
っ
と
痛
か
っ
た
で
す
ね
。
（望

月

中
も
う
少
し
弱
く
吸
っ
て
も
良
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
）

●PROF:LE
もちづき・さちこ
1963年生まれ。思春期より原因不明
の脊柱側彎症に悩まされる。OLも経
験したが、その間ずつと心と身体に
ついて学び続けた。学習熱が高じて
鍼灸指圧マッサージ師免許取得。再
評価カウンセリング歴10年 のティー

チャーでもある。プハンを含めた世
界の民衆健康運動を支え、世界の医
療を変えるのが今後10年の目標。
http:〃make■possib!e.ip/

生
命
が
躍
動
し
て

い
る
痕
跡
が
っ
！
」

プハン体験とバイオヘルス講座
(薬や医療に頼らず、生命を躍動させる方法)

プハン体験も含めた「バイオヘルス(生命の躍動 )」 をお伝えし

ます。慢性病に悩む方とその家族、健康指導に携わる方、お待

ちしております。             .ュ

][鸞闇箱開也
各二

1回 完結。何回でも参加可。

許しくは巻末「健康セミナー」の7ページロをご覧下さい。
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カチッ!ポンッ!キュー!でデトックス

先月の官足法に続き、今回はプハンセミナーの

体験をレポートしま九

2500年 も続く最強デトックス法というキャッチコ

ピーに偽りはありません !

見てください! この吸い付きl

今回はバイオヘルス講師の望月先生に、着火

式のプハンをしていただきました。

着火式は陶器のプハン(吸い玉 :カッピング)に

アルコールを染み込ませ、火をつけるもので魂 カ

チッ! と火をつけ、ポンッ! と背中に置きま丸

最初に一個置き、少し空気を入れ、背中全体

をプハンでマッサース これが気持ちいいで魂

続いて、カチッ! ポンッ| カチッ! ポンッ!・ …

…・と6個連続で背中に置かれました。背中に置

かれた瞬間に火は消えるので火傷の′い配は全く

ありません。

熱くはなく、温かい感じで魂 その後、キューッ

とプハンに皮膚が引っ張られていく感じ。自分で

は背 中は見えま

せんが、周りの人

たちは、「お― !

すごい盛り上がっ

ているね!」 という

吉 。

3分くらい後で

プハンを外しま九

私の場合は紫色の九い痕が6個くっきり出ました。

身体全体が温かく(ホ ヤーっとして、いつでも気

持ちよく眠れる状態になりました。また、身体が軽

くなった感じがしました。

プハンの良いところは、ツボを気にしないでポ

ンと置くだけで、効果が出ることで丸 吸り1式を

使えば一人でも手軽にできま魂

ちなみに私の背中の紫色の痕は ^週間くらい

で消えました。

みなさんも是非体験してください。

曇
評
嚢
が
く
っ
き
り
楊

■‐■1鰤じじ“一）
“
）

講師をつとめる望月先生
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山
職
慎
一飾
０

月
一
れ
‘
こ
な

● PROFILE
やまむら。しんいちろう

1949年 、岩手県盛岡市生まれ。77年に岩手山麓

雫石町で自然食品店「い一は。と一ぶ」を始める。
80年盛岡市に移転 し、マクロビオティックの普

及に専念。99年渡米 しクシインスティチュー ト
MCTを 卒業。帰国後、盛岡市の大沢神経内科に

おいてコーシュ研究所を設立。盛岡を拠点に全国

各地で食事指導のほか、講演会、勉強会などを中

心に活動。

-

雑
誌
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、「

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
っ
て
ひ
と
く

ち
に
言
う
と
す
る
と
何
で
す
か
？
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

７
・う
―
ん
、
ひ
と
く
ち
で
で
す
か
…
」

と
ず
い
ぶ
ん
悩
ん
だ
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
は
何
と
答
え
ま
す
か
？
　
身

土
不
二
、　
一
物
全
体
か
な
あ
…
…
す
る
と

こ
う
聞
か
れ
ま
す
。

「身
土
不
二
っ
て
何
で
す
か
？
」

「え
え
―

っ
と
、
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、

体
と
土
地
は
分
け
ら
れ
な
い
、
つ
ま
り
で

す
ね
…
」

と
、
長
い
長
い
説
明
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

時
に
は
自
然
農
法
、
環
境
問
題
に
ま
で
話

が
及
び
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
目
を
自
黒

さ
せ
ま
す
。

一
物
全
体
も
同
じ
。
お
互
い
顔
を
見
あ

わ
せ
て
何
度

「は
あ
…
…
」
と
た
め
息
を

つ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

生

き

る
と

は

禅
寺
の
あ
る
ご
老
師
は

「
人
間
と
は

一
本
の
管
だ
。
喰

っ
て
ク

ソ
を
ひ
ね
り
出
す
だ
け
だ
！
」

と
看
破
し
ま
し
た
。
た
し
か
に
、
あ
ら
ゆ

る
で
き
ご
と
を
捨
て
て
思
い
切

っ
て
人
生

を
単
純
化
す
る
と
、
喰

っ
て
出
す
し
か
あ

り
ま
せ
ん
ね
。

食
べ
る
と
糞
、
平
た
く
言
え
ば
ク
ソ
が

出
る
わ
け
で
す
が
、
糞
は
私
た
ち
に
と

っ

て
は
不
要
な
も
の
で
す
。
で
も
自
分
以
外

の
生
き
物
に
と

っ
て
も
不
要
か
と
い
う
と

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
エ
や
ウ
ジ
虫
、

微
生
物
に
と

っ
て
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
に

も
ま
さ
る
大
ご
馳
走
に
な
る
わ
け
で
す
。

考
え
て
み
れ
ば
呼
吸
だ

っ
て
そ
う
で
す
ね
。

私
た
ち
に
と

っ
て
は
い
ら
な
く
な

っ
た
二

酸
化
炭
素
は
、
植
物
に
と

っ
て
は
呼
吸
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
し
、
反
対
に
植
物

に
と

っ
て
は
い
ら
な
く
な

っ
た
酸
素
は
、

私
た
ち
に
と

っ
て
は
大
切
な
も
の
。

対
立
す
る
も
の
、
反
対
の
も
の
が
互
い

に
補
い
合
う
、
相
補
す
る
…
…
こ
れ
が
命

の
循
環
と
い
う
も
の
な
の
で
す
ね
。
仏
教

で
は
こ
の
世
の
実
相
を
丸
で
あ
ら
わ
し
ま

す
が
、
私
は
こ
れ
を
実
感
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

私
に
は
別
名

「野
グ
ソ
の
慎
ち
ゃ
ん
」

と
い
う
、
大
変

「名
誉
」
な
あ
だ
名
が
あ

り
ま
す
。
慎
ち
ゃ
ん
は
小
さ
い
こ
ろ
、
野

を
走
り
、
山
を
駆
け
ま
わ

っ
て
遊
ん
で
い

ま
し
た
か
ら
…
…
今
で
も
木
や
草
の
あ
る

と
こ
ろ
に
行
く
と
、
急
に
便
意
を
も
よ
お

し
て
き
て

一
発
ひ
ね
り
出
し
た
く
な
る
の

で
す
。
そ
う
そ
う
、
本
屋
で
立
ち
読
み
し

て
い
て
も
、
何
と
な
く
も
よ
お
し
て
き
ま

せ
ん
か
？
　
そ
う
か
、
そ
う
か
。
本
の
も

と
、
つ
ま
り
紙
は
木
だ
か
ら
な
ぁ
、
ふ
む

ふ
む
、
な
る
ほ
ど
…
…
。

ベ
ト
ナ
ム
の
僧
侶
テ
ィ
ク
ナ
ッ
ト

・
ハ

ン
は
確
か

「雲
を
見
て
紙
を
思
い
浮
か
ベ

る
の
は
詩
人
で
あ
る
」
と
言

っ
た
…
…
と

思
い
ま
す
が
、
本
屋
に
行

っ
て
便
意
を
も

よ
お
す
の
も
詩
人
か
な

（笑
）
。

毎
年
恒
例
の
砂
浴
で
こ
ん
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
参
加
者
を
埋
め
る
穴
を

掘
り
な
が
ら
、
真
夏
の
灼
熱
の
砂
浜
を
右

に
行

っ
た
り
左
に
行

っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
午
後
に
な
る
と
砂
が
し

っ
く
り
落
ち

着
い
て
み
な
静
か
に
な
り
ま
す
。
見
わ
た

す
限
り
の
青

い
海
、
白

い
雲
。
「
あ
あ
、

や

っ
ぱ
り
自
然
は
良

い
な
あ
」
。
と
、
良

く
動
い
た
せ
い
か
便
意
が
―
　
海
水
浴
場

の
ト
イ
レ
も
あ
る
け
ど
、
臭

い
し
汚

い

…
…
そ
こ
で

「そ
う
だ
―
　
海
で
や
っ
て

見
よ
う
―
」

と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
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「
や
～
ま
む
ら
さ
～
ん
、
ど
こ
行
く
の

～
？
」

「う
う
ん
、
ち
ょ
っ
と
暑
く
な

っ
た
か

ら
さ
。
気
に
し
な
い
で
」

そ
う
い
っ
て
海
に
向
か
い
ま
し
た
。

水
が
胸
よ
り
ち
ょ
っ
と
下
ぐ
ら
い
の
と

こ
ろ
ま
で
行
き
、
「
よ
う
し
、
ち
ょ
う
ど

良
い
深
さ
だ
」
と
、
ま
わ
り
に
誰
も
い
な

い
こ
と
を
た
し
か
め
て

「え
い
っ
―
」
思

い
切

っ
て
パ
ン
ツ
を
ず
り
下
げ
て
…
…
．

「あ
あ
、
ス
ッ
キ
リ
し
た
」
と
思

っ
た
瞬
間
、

日
の
前
に
巨
大
な
茶
色
い
も
の
が
…
…
。

「え
～
～

っ
―
」
。
そ
う
、
誰
の
で
も
な
く

正
真
正
銘
私
の
ウ
ン
コ
。
悪
い
ウ
ン
コ
は

沈
む
け
ど
、
良
い
ウ
ン
コ
は
浮
く
の
だ
！

「あ
り
ゃ
り
ゃ
～
、
参

っ
た
な
…
…
ど
う

し
よ
う
」
。
目
の
前
に
ぷ
か
り
ぷ
か
り
と

漂
う
私
の
分
身
。
ど
う
し
た
ら
証
拠
隠
減

が
で
き
る
か
と
懸
命
に
考
え
て
い
る
と
、

小
さ
い
お
魚
が
た
く
さ
ん
集
ま

っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
な
―
ん
と
＝
　
私
の
物
的

証
拠
を

つ
つ
き
始
め
た
で
は
な
い
か
Ｈ

大
き
い
魚
も
や
っ
て
き
た
Ｈ
　
あ
れ
よ
あ

れ
よ
と
い
う
間
に
、
私
の
ウ
ン
コ
は
目
の

前
か
ら
消
え
て
し
ま

っ
た
の
で
し
た
。

「
い
や
あ
、
す
ご
い
な
。
魚

っ
て
ウ
ン

コ
も
食
べ
る
ん
だ
！
」
。
お
な
か
も
ス
ッ

キ
リ
し
た
の
で
、
私
は

「何
食
わ
ぬ
顔
」

で
み
ん
な
の
も
と
に
帰
り
ま
し
た
。

さ
て
、
次
の
日
の
早
朝
。
砂
浴
が
始
ま

る
ま
で
だ
い
ぶ
時
間
が
あ
る
の
で
、
私
は

釣
り
竿
を
持

っ
て
磯
に
出
ま
し
た
．
こ
れ

が
楽
し
み
な
の
で
す
〓
「
山
村
さ
ん
、
朝

食
の
お
か
ず
頼
み
ま
す
よ
」
「ま
か
し
と

い
て
！
」
。
小

一
時
間
釣
り
を
楽
し
み
、

釣
果
は
３
匹
ほ
ど
ｃ
「
み
ん
な
の
分
に
は

全
然
足
り
な
い
け
ど
、
ま

っ
い
い
か
。
焼

い
て
も
ら
お
う
」
。
と
釣
れ
た
魚
を
見
て

い
る
内
に
ふ
と
昨
日
の
こ
と
を
思
い
出
し

た
。
「ち
ょ
っ
と
待
て
よ
。
ま
さ
か
こ
い
つ
、

海
の
中
で
い
た
し
た
ウ
ン
コ
を
食

っ
た
魚

じ
ゃ
な

い
よ
な
…
…
」
「俺
の
体
か
ら
出

た
も
の
を
喰

っ
た
魚
を
、
俺
が
食
う
。
あ

は
は
～
、
こ
れ
ぞ
生
命
の
循
環
だ
―
　
面

白

い
、
面
白

い
」
。
命
の
な
ん
た
る
か
を

悟

っ
た
私
は
、私
の
ウ
ン
コ
を
喰

っ
た
（か

も
し
れ
な
い
）
魚
を
、
独
り
占
め
す
る
こ

と
な
く
感
謝
を
こ
め
て
み
ん
な
に
振
る
舞

っ
た
の
で
し
た
…
…
っ
ど
ん
ど
晴
れ
！

多
生
の
縁

生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
命
を
取

り
込
ん
で
私
の
命
に
か
え
る
こ
と
で
す
ｃ

言
い
か
え
れ
ば
、
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は

命
を
頂
く
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
ね
．

命
と
い
う
も
の
を
よ
く
見
て
み
る
と
、

そ
の
も
の
だ
け
で
生
き
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
畑
の
作
物
を
見

る
と
、
根
を
下
ろ
し
て
い
る
土
に
は
数
え

切
れ
な
い
ほ
ど
の
微
生
物
が
生
き
て
い
て
、

玄米はいい 1

黒米の玄米はもら―とぃしッ′
黒米玄米の素

こくようちや

果があるといわれています。

黒 米玄 米 パ ワーでミネラルや ビタミンを効率 良 く吸収 !

黒米玄米は玄米に比べ、遥かに滋養と強壮効果を有し、食物繊維、

〒183-0026東京都府中市南町3‐18

TEL042-364‐ 1017 FAX042‐ 364‐ 1025

MACROB10「ICF00DS

Oh“Pa

儡

蜀 為
讐・

鴨

30袋入り29×30袋
¥2,520(税 込 )

黒陽茶は、お茶感覚で楽しめる、
古くて新しい健康飲料です!

〒335‐0021埼玉県戸田市新曽424

フリーダイヤル:0120‐ 667‐440/FAX0120‐588‐038

鐘
ｆ
ξ
ト
ト
ｉ
＃
”
■
■

葬f銭錫醸柳 慇運菱鏃 7爺姦霜ζ町

各種ビタミン、栄養素を豊富に含んでいます=『黒陽茶はJこ の黒米玄  黒陽茶1袋 (29)ま たはティースプーン1杯を、お

米のパワーを損なわず長期保存に耐えられるよう特殊製法により超微  湯または水に溶いてお召し上がり下さい。緑茶や

粉末化.吸収効率を飛躍的に高めましたG ウーロン茶などにまぜても、おいしくいただけます。

mニ ューサンライフ食糧販売(株)(販売者)71-リワジャ)ゝ株ゴ会社
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¨¨ よろず相談うけたまわり! 山村慎―郎のこんなときど―する!?…

こんな時どうしたらいいの? というご質問や日

頃感じている疑間があればできる限りお答えします。

どうぞ編集部にドンドンお便りをお寄せ下さい。

〒151‐0065

東京都渋谷区大山町11‐5

日本CI協会 編集部

「山村慎一郎のこんなときど―するF」係 まで

作
物
は
そ
の
生
命
活
動
の
お
か
げ
で
養
分

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
上
で
は
ク

モ
や
蝶
な
ど
受
粉
な
ど
に
役
立
つ
益
虫
や

葉
や
茎
を
た
べ
る
害
虫
を
含
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
き
物
が
取
り
ま
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
作
物
が
生
き
る
上
で
欠
か
せ
な
い
空

気
は
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
あ
る
よ
う
に
思

え
ま
す
が
、
空
気
中
に
含
ま
れ
る
酸
素
や

炭
酸
ガ
ス
な
ど
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
は
、

海
や
山
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
命
活
動
の
結

果
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
く
る
も
の
で
す
。

他
に
も
、
太
陽
光
線
や
無
限
の
字
宙
か
ら

降
り
注
ぐ
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
に
見
え
な
い

電
磁
波
な
ど
の
波
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
ね
。

食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
い
は
生

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
…
…
数
え
切
れ

な
い
こ
れ
ら
の
働
き
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ

を

「多
生
の
縁
」
と
い
い
ま
す
。

執
着
を
す
て
る

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
で
は
、
肉
や
卵
、

乳
製
品
な
ど
、
動
物
性
を
食
べ
な
い
よ
う

に
し
ま
す
ね
。
こ
の
考
え
は
仏
教
の
教
え

で
あ
る
殺
生
戒
が
下
敷
き
に
な

っ
て
い
ま

す
。私

た
ち
が
命
を
つ
な
ぐ
根
と
す
る
食
べ

も
の
は
、
植
物
性
に
頼
る
べ
き
だ
と
い
う

わ
け
で
す
。
植
物
に
よ

っ
て
生
か
さ
れ
、

私
た
ち
の
存
在
は
植
物
に
役
立

つ
、
対
立

す
る
も
の
が
相
補
す
る
と
い
う
原
則
か
ら

で
す
。

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
完
全
菜
食
を
実
行

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

私
は
∞
歳
の
時
か
ら
数
年
の
間
、
完
全
穀

物
菜
食
を
実
行
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
わ
か
っ
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。

一
つ
は

〃肉
や
魚
を
食
べ
な
く
て
も
生

き
て
い
け
る
″
と
い
う
こ
と
。
栄
養
学
で

ア
レ
が
必
要
、
コ
レ
が
必
要
と
い
う
こ
と

が
こ
と
ご
と
く
ウ
ソ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
子
供
は
十
二
歳
ま
で
や
り
ま

し
た
が
、
骨
が
太
く
と
て
も
丈
夫
に
育
ち

ま
し
た
。

二
つ
目
は
食
べ
る
た
め
に
働
く
必
要
が

な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か

つ
た
こ
と
。
Ｈ
・

Ｄ

・
ソ
ロ
ー
の
名
著

『森
の
生
活
』
に
も

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
の
必
ず
読
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
本
に
な

っ
て
い
ま
す
。
お
す

す
め
し
ま
す
。

三
つ
目
は
、
不
安
が
消
え
た
こ
と
。
莱

食
に
す
る
と
精
神
的
に
ピ

ュ
ア
に
な
る
よ

う
で
す
。
体
は
軽
く
、
風
邪
も
引
か
な
い

よ
う
に
な
り
、
頭
の
霧
が
晴
れ
た
よ
う
に

ス
ッ
キ
リ
し
て
し
ま
し
た
。
糸
が
こ
ん
が

ら
か

つ
た
よ
う
な
出
日
の
な
い
も
ど
か
し

さ
、
苦
し
さ
か
ら
逃
れ
た
こ
と
で
運
命
も

変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

思
考
回
路
が
変
わ
る
こ
と
で
、
会
う
人

が
変
わ
り
、
ま
た
そ
れ
が
刺
激
に
な

っ
て

人
生
が
変
わ

っ
て
い
く
こ
と
を
実
感
し
た

ん
で
す
。
頭
で
考
え
る
こ
と
と
実
際
に
体

感
す
る
の
で
は
雲
泥
の
差
が
あ
り
ま
す
。

若
い
人
に
限
ら
ず
ぜ
ひ

一
度
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
　
一
定
期
間
、
そ
う
で
す
ね

１
年
間
。
で
き
れ
ば
３
年
。

こ
こ
で
注
意
点
が
ひ
と
つ
。
完
全
菜
食

を
実
行
す
る
と
き
に
は
米
飴
や
メ
イ
プ
ル

な
ど
の
甘
い
も
の
も

一
切
止
め
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
米
飴
、
メ
イ
プ
ル
、

甘
酒
な
ど
は
強
い
陰
性
で
す
か
ら
、
菜
食

に
し
て
こ
れ
ら
を
食
べ
て
い
る
と
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
な
く
て
体
調
を
崩
し
ま
す
か
ら

ね
。
そ
れ
と
良
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
大

事
で
す
。

私
は
今
で
は
お
魚
を
食
べ
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
前
は
ま

っ
た
く
飲
め
な
か

っ

た
お
酒
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら

で
す
。
甘
い
も
の
を
す

っ
か
り
や
め
た
ら

飲
め
る
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
。
普
通
と

反
対
で
す
ね
。

甘
い
も
の
も
と
き
ど
き
楽
し
み
ま
す
が

甘
い
物
が
過
ぎ
る
と
身
も
心
も
重
く
な

っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
点
お
酒
の
方
が
害

が
な
さ
そ
う
で
す
。
人
と
人
と
の
潤
滑
油

に
も
な
り
ま
す
し
ね
。
た
だ
、
執
着
し
な

い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
執
着
す
る

心
は

「不
幸
」
を
生
み
出
し
ま
す
か
ら
。

た
っ
た

一
度
の
人
生
だ
も
の
、
執
着
す

る
心
な
ん
か
捨
て
て
、
幸
せ
を
体
い
つ
ぱ

い
感
じ
て
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
抜
き

ま
Ｆ
し
ょ
つヽ
よ
―
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藤
磋
麗
出
や
さ
』
鯵

「糖
鎖
」
の
チ
カ
ラ
…
…
で
ガ
ン
を
治
す

細
胞
”ア
ン
テ
ナ
“
を

修
復
す
る
「栄
養
療
法
」

■
細
胞
間
の
”第
三
情
報
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
“　
　
■
通
常

一
細
胞
七
万
本
が
現
代
人
は
四
万
本

■
現
代
人
は
全
員

「糖
鎖
」
欠
乏
症
？
　
　
　
■
ガ
ン
細
胞
は
自
ら
の
糖
鎖
を
破
壊
す
る

■
原
材
料
の
八
つ
の
単
糖
類
を
と
ろ
う
！
　
　
■
自
殺
レ
セ
プ
タ
Ｉ
Ａ
ｌ
Ｆ
で
ガ
ン
自
滅

「糖
鎖
」
＝
細
胞
膜
表
面
の
各
種

，
ア
ン
テ
ナ
“

最
近
、
ガ
ン
治
療
の
世
界
で
新
し
い
発

見
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

そ
れ
が

「糖
鎖
」
で
あ
る
。
代
替
医
療

を
行
う
医
者
た
ち
の
日
か
ら
も
、
よ
く
聞

か
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

「
船
瀬
さ
ん
”
ト
ー
サ
想

」
存
じ
で
す

か
？
」

最
初
に
聞
か
れ
た
と
き
は
面
く
ら

つ

た
。
「̈
ト
ー
サ
‘‘
・‥

い
」
。

調
べ
て
み
た
。
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば

「糖
鎖
」
と
は
細
胞
膜
表
面
の
”ア
ン
テ
ナ
”

で
あ
る
。

『医
学
大
辞
典
』
（南
山
堂
）
に
は
こ
う

あ
る
。

〓
（基

ｓ
ｕ
ｇ
ａ
ｒ
　
ｃ
ｈ

０
１
凸
、

多
糖
類
、
糖
タ
ン
パ
ク
質
、
糖
脂
質
な
ど

生
体
高
分
子
に
含
有
さ
れ
る
多
糖
構
造
」

「
…
…
と
く
に
膜
タ
ン
パ
ク
質
で
は
細
胞

消費者 。環境問題評論家

船瀬俊介

●

疇
奮
†
鼈

¨



の
相
互
認
識
に
重
要
な
働
き
を
担
っ
て
い

る
」
「糖
脂
質
は
連
鎖
構
造
の
違
い
に
よ

っ
て
二
〇
〇
種
類
以
上
の
存
在
が
知
ら
れ

て
い
る
」

【図
Ａ
】
を
見
る
と

「糖
鎖
」
の
正
体

が
は
っ
き
見
え
て
く
る
。
つ
ま
り
”
ア
ン

テ
ナ
“
は
二
〇
〇
種
類
以
上
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。

「糖
脂
質
の

『糖
鎖
』
も
、
細
胞
相
互

認
識
に
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
。

い
っ
ぽ
う
で

「情
報
伝
達
で
受
容
体
に
な

り
う
る
可
能
性
」
も
あ
る
と
い
う
。
そ
れ

ら
細
胞
膜
外
層
に
存
在
す
る

「糖
鎖
」
は

「細
胞
分
化
や
ガ
ン
の
マ
ー
カ
ー
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
特
定
の
ガ
ン
細
胞

に
対
す
る
抗
体
―
”
ミ
サヽ
イ
ル
療
法
“
の

標
的
と
し
て
も
着
目
さ
れ
て
い
る
」
（同

辞
典
）。

細
胞
間
の
”第
二
の
情
報
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
“

「
マ
ー
カ
ー
」
と
は

「
ｍ
ａ
ｒ
ｋ

（印
と

か
ら
き
た
言
葉
。
つ
ま
り

「糖
鎖
」
は
ガ

ン
細
胞
の

「
マ
ー
ク

（じ
る
し
こ

と
し

て
も
機
能
し
て
い
る
。

人
体
は
約
六
〇
兆
の
細
胞
で
で
き
て
い

る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
細
胞
は
、
各
々

か
っ
て
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
細
胞

同
士
が
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
い
る
。
さ
も
な
い
と
複
雑
な
生
命

活
動
な
ど
営
め
る
は
ず
が
無
い
。
そ
の
細

胞
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
持
つ

媒
体
が

「糖
鎖
」
な
の
だ
。
さ
ら
に
タ
ン

パ
ク
質
や
脂
肪
に
も
結
合
し
緊
密
な
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
紡
い
で
い
る
の
だ
。
近

年
、
そ
の
謎
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
解
き
明
か
さ

れ
、
が
ぜ
ん
医
学
界
か
ら
注
目
を
浴
び
て

き
た
。

「
糖
鎖
」
は

「
核
酸

（
Ｄ
Ｎ
Ａ
等
こ

「タ
ン
パ
ク
質
」
に
つ
い
で
”第
三
の
生
命

鎖
“
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
意
味
で

「糖
鎖
」

は
”第
三
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
“
と
も

呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

糖
鎖
と
は
約
数
万
個
も
の
糖
が
鎖
状
に

結
合
し
て
、
そ
の
鎖
が
無
数
の
ウ
エ
の
刺

（ト
ゲ
）
の
よ
う
に
細
胞
を
覆

っ
て
い
る
。

糖
鎖
の
正
体
が
判
明
し
た
の
は

一
九
八
〇

年
代
中
頃
。
こ
れ
ら
糖
鎖
は
細
胞
間
の
情

報
交
換
の
受
容
体

（ア
ン
テ
ナ
）
の
役
目

を
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。

そ
れ
は
Ａ

¨
ウ
イ
ル
ス
、
Ｃ

¨
ホ
ル
モ

ン
、
Ｄ

¨
細
胞
、
Ｅ

量
母
素
、
Ｆ

¨
細
菌

…
…
と
、
外
部
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
物
を
キ

ャ
ッ
チ
す
る
。
【図
Ｃ
】
※
出
典

『糖
鎖

の
チ
カ
ラ
』
（前
出
）

難
病
の
早
期
発
兄
、
治
療
も
可
能
に
？

こ
の
ミ
ク
ロ
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

政
府
も
着
目
。
約

一
〇
年
前
か
ら
旧
文
部

省
、
厚
労
省
な
ど
が
国
立
大
学
を
中
心
に

大
量
の
研
究
資
金
を
投
入
し
て
、
解
明
を

行

っ
て
き
た
。
そ
の
中
心
に
位
置
し
た
の

が
（独
）産
業
技
術
総
合
研
究
所
（産
総
研
）
。

そ
の
国
家
的
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
と
は
？

「
…
…
こ
れ
ま
で
、
解
明
で
き
な
か

っ

た

『糖
鎖
』
の
構
造
や
合
成
が
実
現
さ
れ

れ
ば
、
『ガ
ン
や
エ
イ
ズ
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
リ
ウ
マ
チ

な
ど
の
難
病
が
早
期
発
見
で
き
、
治
療
も

可
能
』
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
」
亀
健
康

産
業
新
聞
』
２
０
０
７
／
３
／
１８
）

図A 細胞膜上の糖たんぱく質・沐副旨質と糖鎖

糖鎖
r、、

-:' t' "f -

スフ|ン ゴ

、 糖脂質分子 精たんぼく質分子
|     ｀

、`、 糖たんばく貿分子

親水性領域

の
面

膜
表

、ヽ融
醐

細胞膜の外側表面

リン脂質分子  ■

形質膜

出典 :『糖鎖のチカラ』より
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糖たんぼく質

＼

図C 細胞の表面と糖鎖

細 胞

出典 :『糖鎖のチカラ』より

＼

＼、  ホ
,ヽセ

モ
＼ン

Φ

納

そ
こ
ま
で
、
う
ま
く
い
く
の
か
は
疑
問

だ
が
、
「糖
鎖
」
の
解
明
は
、
生
命
活
動

の
あ
ら
た
な
解
明

へ
と
つ
な
が
る
。
ガ
ン

治
療
な
ど
の
方
向
性
も
、
さ
ら
に
ク
ッ
キ

リ
見
え
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

「
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
す
べ
て
の
細

胞
に
結
合
し
て
い
る
糖
鎖
は
、
細
胞
間
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
お
り
、
免
疫

系
や
ホ
ル
モ
ン
系
、
酵
素
系
な
ど
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
生
命
維
持
に
欠
か
せ
な
い

働
き
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
た
」

（同
紙
）。

大地の恵みと食卓を

むすび続けて

0
40年

Macrobiotic Faciltato「 ／
／

／

／

社

部

部

Ｌ

業

業

営

営

Ｒ

本

本

日

日

本

東

西

∪

大 阪 市 中 央 区 大 手 通 2-2-7
埼玉県さいたま市見沼区卸町 2-6-10
大 阪府堺 市 西 区鶴 田町 28-7
http://www muso coip
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糖
鎖
な
し
で
生
命
活
動
は
あ
り
え
な
い

具
体
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
例

▼
卵
子
と
精
子

¨
そ
の
典
型
的
な
例
が
、

精
子
と
卵
子
の
出
会
い
だ
。
精
子
が
卵
子

と
合
体
し
て
受
精
す
る
場
合
も
、
精
子
の

先
端
の

「糖
鎖
」
が
、
卵
子
の
細
胞
膜
か

ら
突
き
出
た

「糖
鎖
」
と
結
合
し
な
い
か

ぎ
り
受
精
さ
れ
な
い
こ
と
が
実
験
で
証
明

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
精
子
の
ア
ン
テ
ナ

と
卵
子
の
ア
ン
テ
ナ
が
、
結
合
し
た
瞬
間
、

卵
子
を
覆
う
保
護
層
が
解
除
さ
れ
、
選
ば

れ
た
精
子

一
匹
の
み
が
、
卵
子
の
細
胞
内

に
侵
入
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
の
だ
。
つ

ま
り

「糖
鎖
」
は
ホ
テ
ル
の
ロ
ッ
ク
キ
ー

の
よ
う
な
も
の
。

▼
免
疫
細
胞

一
白
血
球
な
ど
の
各
種
免
疫

細
胞
が
体
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
こ

と
は
、
よ
く
し
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
は

体
内
に
侵
入
し
た
外
敵
す
な
わ
ち
バ
ク
テ

リ
ア
、
ウ
イ
ル
ス
、
抗
原
や
、
体
内
で
発

生
し
た
ガ
ン
細
胞
な
ど
の
異
常
を
、
つ
ね

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
そ
の
点
検
に
も

「糖
鎖
」
が
役
立

っ
て
い
る
。
白
血
球
は

血
管
の
中
を
グ
ル
グ
ル
回
り
な
が
ら
、
血

管
壁
の
表
面
に
突
き
出
た

「糖
鎖
」
が
正

常
か
ど
う
か
を
監
視
し
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
。
極
微
の
世
界
で
、
そ
れ
ほ

ど
細
や
か
な
作
業
が
日
々
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
感
嘆
す
る
。

▼
脳
神
経

¨
神
経
細
胞
と
神
経
細
胞
と
の

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
神
経
伝
達

物
質
が
担

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
神
経
細
胞
間
の
情
報
伝
達

は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
神
経
細
胞
膜
の

表
面
に
あ
る

「糖
鎖
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

大
き
な
働
き
を
し
て
い
た
の
だ
。
「糖
鎖
」

が
異
常
に
な
る
と
脳
内
の
情
報
伝
達
が
う

ま
く
機
能
し
な
く
な
り
、
認
知
症
な
ど
を

発
症
す
る
と
い
う
。

「穂
鎖
」
七
分
の
四
！

現
代
人
は
欠
損
症

生
命
活
動
は
、
言
い
替
え
れ
ば
、
情
報

活
動
―
―
そ
の
生
命
情
報
を
に
な
う

「糖

鎖
」
が
乱
さ
れ
た
り
、
欠
損
し
た
り
、
異

常
が
起
こ
れ
ば
、
生
命
活
動
に
異
常

（病

変
）
が
起
こ
る
の
も
当
然
だ
。

す
で
に

「糖
鎖
」
を
つ
く
る
酵
素
の
遺

伝
子
が
欠
損
し
た
マ
ウ
ス
を

つ
く
る
と
、

様
々
な
病
気
が
現
れ
る
こ
と
が
実
験
で
証

明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
特
定

の

「糖
鎖
」
が
欠
損
す
る
と
肺
気
腫
が
起
き

る
と
い
う
。
つ
ま
り
様
々
な
病
気
の

一
因

に

「糖
鎖
」
の
欠
損
が
あ
る
、
と
い
う
見

方
も
で
き
る
。

つ
ま
り
細
胞
表
面
の
”
ア

ン
テ
ナ
“
が
壊
れ
て
い
る
か
ら
、
病
気
に

な
る
…
…
と
い
う
発
想
だ
。

細
胞
表
面
の
”
ア
ン
テ
ナ
“
が
折
れ
た

り
、
千
切
れ
た
り
、
取
れ
て
い
た
ら
、
健

全
な
生
命
活
動
な
ど
の
ぞ
め
な
い
。

「糖
鎖
が
健
康
と
長
寿
の
カ
ギ
を
握

っ
て

い
る
！
」
と
主
張
す
る
の
は
安
藤
幸
来
医

師
。
彼
は

「糖
鎖
栄
養
療
法
研
究
会
」
の

議
長
を
務
め
る
。
彼
の
著
書

『糖
鎖
の
チ

カ
）こ

（四
海
書
房
）
は
糖
鎖
を
理
解
す

る
好
著
だ
。

健
康
な
長
寿
者
の
ば
あ
い
一
個
の
細
胞

表
面
に
は
、
な
ん
と
七
万
本
前
後
の

「糖

鎖
」
”
ア
ン
テ
ナ
“
が
林
立
し
て
い
る
と
い

う
。
と
こ
ろ
が
現
代
人
は
平
均
四
万
本
く

ら
い
し
か
な
い
。
現
代
人
は
お
し
な
べ
て

「糖
鎖
欠
損
症
」
な
の
だ
。

「
…
…
情
報
の
担

い
手
で
あ
る
糖
鎖
が

不
完
全
な
ら
、
恒
常
性
維
持
機
能
も
正
常

に
働
け
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

免
疫
機
能
も
万
全
で
な
い
な
ら
、
自
然
治

癒
力
も
発
揮
で
き
な
い
で
し
ょ
う
」

（安

藤
医
師
）
。

”
ア
ン
テ
ナ
“
が
七
分
の
四
し
か
な
け

れ
ば
、
細
胞
間
あ
る
い
は
細
胞
―
組
織
間

の
情
報
伝
達
が
速
や
か
に
い
か
ず
、
様
々

な
滞
り
＝
病
気
が
現
れ
て
く
る
。

原
材
料
と
な
る
の
は
人
つ
の
単
糖
類

健
康
維
持
と
は
、
細
胞
表
面
に
健
全

な
”
ア
ン
テ
ナ
“
群
を
築
く
こ
と
か
ら
始

ま
る
。

立
派
な
”
ア
ン
テ
ナ
“
が
で
き
な
い
理

由
の

一
つ
が
、
”
ア
ン
テ
ナ
“
建
設
原
料
の

不
足
だ
。

00が治つた!敗
:

からだにやさしい のすすめ
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「糖
鎖
」
の
原
材
料
と
な
る
の
は
八
つ

の
単
糖
類
だ
。
【表
Ｂ
】

こ
れ
ら
が
不
足
す
る
と
、
立
派
な
”
ア

ン
テ
ナ
“
が
で
き
な
い
。
す
る
と
特
定
の

疾
患
が
出
現
し
て
く
る
。
そ
の
働
き
と
生

理
活
性

（括
弧
内
）
を
見
て
み
よ
う
。

①
グ
ル
コ
ー
ス

一
主
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に

な
る
。
（免
疫
賦
活
作
用
が
あ
る
）。

②
ガ
ラ
ク
ト
ー
ス

¨
免
疫
系
に
重
要
。

（ガ
ン
の
成
長
と
転
移
を
阻
害
）、
細
菌

感
染
阻
害

（カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
促
進
）。

③
フ
コ
ー
ス

一
免
疫
系
に
重
要
。
（ガ
ン

の
成
長
と
転
移
を
阻
害
）
（気
道
感
染

症
治
療
）

④
キ
シ
ロ
ー
ス

¨
殺
菌
作
用
。
（病
原
体
、

ア
レ
ル
ゲ
ン
の
結
合
阻
生
こ

⑤
Ｎ
‐ア
セ
チ
ル
グ
ル
コ
サ
ミ
ン

¨

（変

形
性
関
節
炎
治
療
）
（ガ
ン
抑
制
）

⑥
Ｎ
‐ア
セ
チ
ル
ガ
ラ
ク
ト
サ
ミ
ン

¨
ガ

ン
増
殖

。
転
移
に
関
与
。

②
Ｎ
‐ア
セ
チ
ル
ノ
イ
ラ
ミ
ン
酸

¨
脳
発

育
に
必
要
。
免
疫
系
に
関
与
。
粘
膜
の

粘
度
調
節

（細
菌
感
染
防
止
）

こ
れ
ら
糖
類
は
、
こ
れ
ま
で
栄
養
源
と

み
な
さ
れ
て
き
た
。
「糖
鎖
」
の
研
究
で
、

さ
ら
に

「糖
鎖
」
の
原
材
料
で
あ
る
側
面

も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
カ
ロ
リ
ー
な
ど
熱

源
と
し
て
糖
類
は
消
費
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
細
胞
表
面
の

「糖
鎖
」
と
い
う
精
緻

な
ミ
ク
ロ
の
”
ア
ン
テ
ナ
“
建
設
に
も
使

わ
れ
て
い
た
の
だ
。

「糖
鎖
」を
健
全
に
す
る
「栄
養
療
法
」

食
品
に
も

「糖
鎖
」
原
料
と
し
て
優
れ

て
い
る
食
品
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

フ０
。た

と
え
ば

「黒
酵
母
」
「熊
笹
エ
キ
ス
」

「
ア
ロ
エ
」
「
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
」
「キ
ノ

コ
類
」
「海
藻

（フ
コ
イ
ダ
ン
等
と

…
…
・

な
ど
が

「糖
鎖
」
の
原
料
と
な
る
タ
ン
パ

ク
多
糖
体
を
多
く
含
む
。

こ
れ
ら
は
、
古
く
か
ら
健
康
食
品
と
し

て
認
知
さ
れ
て
き
た
も
の
ば
か
り
。
そ
の

卓
抜
し
た
効
用
は
、
古
来
よ
り
伝
承
さ
れ

て
き
た
が
、
そ
の
生
理
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム

の

一
端
が
、
「糖
鎖
」
研
究
で
明
ら
か
に

な

っ
て
き
た
。

安
藤
幸
来
医
師
も
強
調
す
る
。
「受
容

体
を
構
成
す
る
た
め
に
必
要
な
糖
鎖
の
材

料
が
十
分
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
健
康
を
維
持
し
、
健
康
を
回
復
し
、

病
気

の
治
療
を
効
果
的
に
す
る
た
め
に

は
、
糖
質
栄
養
素
が
不
可
欠
な
の
で
す
」

そ
の
意
味
で
、
細
胞
表
面
の

「糖
鎖
」

を
健
全
に
す
る

「糖
鎖
療
法
」
は
、
新
し

い
観
点
か
ら
の

「栄
養
療
法
」
な
の
だ
。

『健
康
情
報
新
聞
』

（前
出
）
は
、
「糖

鎖
」
の
観
点
か
ら
こ
れ
ら
栄
養
食
品
を
追

跡
取
材
し
て
い
る
。
「ガ
ン
か
ら
糖
尿
病
、

ア
ト
ピ
ー
、
ぜ
ん
そ
く
、
リ
ウ
マ
チ
、
膠

原
病
、
う
つ
病
に
い
た
る
ま
で
幅
広
い
疾

患
の
改
善
例
を
取
材
し
て
い
る
」
「
日
本

人
が
世
界
的
に
長
寿
な
の
も
こ
う
し
た
糖

鎖
の
な
る
多
糖
体
や
酵
素
食
品
を
多
く
摂

っ
て
い
る
か
ら
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」

（同
紙
）

「糖
鎖
」
を
”新
薬
“
と
し
て
開
発

「糖
鎖
」
研
究
者
は

「酵
母
か
ら

『糖

鎖
』
を
生
成
で
き
る
」
と

い
う
。
そ
の

「糖
鎖
」
の
長
さ
が
適
正
で
あ
れ
ば

「免

疫
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
」
「活
性
の

高
い
糖
鎖
を
見
つ
け
れ
ば
、
ガ
ン
や
エ
イ

が治つた!消えた !

からだにやさしい(C資彗減ヨ産)のすすめ

■表B 糖鎖の形成に必要な8つの糖と生理活性 提供:糖鎖栄養療法研究会

グルコース 主にエネルーギー源 免疫賦活性作用

ガラクトーク
免疫系に重要   ガンの成長・転移を阻害
腸内細菌維持   カルシウム吸収増加

マンノース
免疫系に重要   マクロファージ活性化

細菌感染阻害   カルシウム吸収増加

フコース
免疫系に重要   ガンの成長・転移を阻害
気道感染症治療

キシロース 殺菌作用 病原体・アレルゲンの結合阻害

N‐アセチルグルコサミン
変形性関節症治療 グルコサミノグリカン形成
ガン抑制 (グルコサミンとしての評価)

N‐アセチルガラクトサミン ガンの増殖・転移に関与

N‐アセチルノイラミン酸
脳の発育に必要  免疫系に関与

粘膜の年度調節 (細菌感染防止)

出典:『健康情報新聞』より
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ズ
に
な
ど
の
特
効
薬
開
発
の
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
」
と
い
う
。

こ
れ
は

「糖
鎖
」
を
”新
薬
“
と
し
て

開
発
し
よ
う
―
―
と
い
う
試
み
。
し
か
し
、

経
口
剤
で

「糖
鎖
」
を
飲
ん
で
も
、
消
化

器
系
で
分
解
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
、
と

素
人
考
え
で
思

っ
て
し
ま
う
。
注
射
な
ど

で
体
内
に
投
与
し
て
も
、
そ
れ
が
狙

っ
た

よ
う
に
細
胞
膜
表
面
に
”
ア
ン
テ
ナ
“
と

し
て
定
着
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
疑
間

だ
。
生
命
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
だ

ろ
つヽ
。

や
は
り
、
「糖
鎖
」
原
料
の
栄
養
食
品

を
毎
日
、
摂

っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
生
活
を
心
掛
け
る
こ
と
が
、
「糖
鎖
療

法
」
の
原
点
と
思
え
る
。

ガ
ン
細
胞
は
自
ら
の
糖
鎖
を
破
壊
す
る

さ
て
、
い
ま
や
日
本
人
の
男
性
は
二
人

に

一
人
、
女
性
は
三
人
に

一
人
が
ガ
ン
に

か
か
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ガ
ン
も
糖

鎖
の
欠
損
と
大
き
な
関
係
が
あ
る
。

「
…
…

一
般
に
ガ
ン
は
三
つ
の
段
階
を

経
て
発
生
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま

す
。
①
イ
ニ
シ
ェ
ー
シ
ョ
ン

（発
生
）
、

②
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（促
進
）
、
③
プ
ロ

グ
レ
ツ
シ
ョ
ン

（発
達
）
の
三
段
階
で
す
」

「ガ
ン
細
胞
で
は
、
こ
の
”
ア
ン
テ
ナ

（糖

鎖
γ

が
ガ
ン
細
胞
自
体
の
糖
鎖
遺
伝
子

の
し
わ
ざ
で
折
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が

わ
か

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
活
性
酸
素

の
”
し
わ
ざ
“
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
②
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

当
た
る
の
で
す
。
ま
た
③
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ

ョ
ン
段
階
で
は
”細
胞
骨
格
“
や
”
ア
ン
テ

ナ
“
す
な
わ
ち
糖
鎖
が
破
壊
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
も
活
性
酸
素
が
原
因
の

一
つ
…
…
」

（
糖
鎖
の
チ
カ
ラ
』
前
出
）

な
ん
と
ガ
ン
細
胞
は
、
自
ら
の
細
胞
膜

表
面
の
”
ア
ン
テ
ナ

（糖
鎖
γ
を
破
壊
し

て
し
ま
う
。

つ
ま
り
、
外
部
か
ら
の
連
絡
を

一
切
断

つ
の
だ
。
こ
れ
は
、
言
い
換
え
る
と
テ
ロ

リ
ス
ト
が
建
物
に
立
て
こ
も
っ
て
電
話
線

を
切
断
す
る
の
と
同
じ
。
外
部
か
ら
の
救

援
、
命
令
な
ど
の
手
段
を

一
切
断

っ
て
、

自
爆
テ
ロ
に
向
か
う
よ
う
な
も
の
。

ガ
ン
を
自
殺
さ
せ
る
”ア
ポ
ト
ー
シ
ス
療
法
“

さ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
は
、
ガ
ン
細
胞
を

攻
撃
す
る
頼
も
し
い
兵
隊
、
Ｎ
Ｋ

（ナ
チ

ュ
ラ
ル
・
キ
ラ
ー
）
細
胞
が
備
わ
っ
て
い

る
。
現
代
人
は
健
康
な
人
で
も
毎
日
三
〇

〇
〇
～
六
〇
〇
〇
個
程
度
の
ガ
ン
細
胞
が

毎
日
生
ま
れ
て
い
て
、
六
〇
〇
万
個
か
ら

数
億
個
の
ガ
ン
細
胞
が
体
内
に
存
在
し
て

い
る
。
あ
な
た
も
わ
た
し
も
”
ガ
ン
患

者
“
な
の
だ
。
こ
れ
ら
ガ
ン
が
悪
性
化
し

な
い
の
は
、
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
兵
隊
た
ち
が
セ

ッ
セ
と
攻
撃
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
。
と

三育 大豆たんぱく大綱
大豆と小麦粉のたんぱく質で大きいサイズにしました。
カツ風やステーキ風 野菜を巻いたり等に好評です

三育 4ヽ麦たんぱく厚切り
小麦粉のグルテンを厚切リプロック
にしました。やわらかな食感が好評です

90g 315円 (税込)

90g 367円 (税込 )

三育大豆たんぱく綱切リ
大豆と小麦粉のたんぱく質で細切りにし

ました。使いやすくお肉代わりに使えます

90g 315円

趙 三育フイズ株式会社
〒2990265 千葉県袖ケ浦市長浦拓1-1-65
TEL 0438-62-2921    httpl//wwW San-lku co jp

調理例
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こ
ろ
が
、
こ
の
体
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
る
Ｎ
Ｋ
細
胞
が
、
ガ
ン
細
胞
を
ガ
ン
と

認
識
す
る
の
も
霜
網
ア
」
い
つ
”ア
ン
テ
ナ
“
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
か
ら
だ
。

ガ
ン
細
胞
表
面
の
糖
鎖
は
、
ガ
ン
が
自

ら
破
壊
し
て
い
る
た
め
、
通
常
の
形
態
で

は
な
い
。
こ
の
ガ
ン
細
胞
の
糖
鎖
を
利
用

し
た
療
法
の

一
つ
が
”
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
療

法
‘‘
。”
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
“
と
は
細
胞
の
”自

殺
“
の
意
味
。

細
井
睦
敬
医
師

（ク
リ
ニ
ッ
ク
細
井
院

長
）
は
黒
酵
母
を
主
と
し
た
カ
ク
テ
ル
栄

養
療
法
で
ガ
ン
治
療
に
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
細
井
医
師
は
長
髪
に
穏
や
か

な
笑
顔
。

黒
酵
母
菌
を
ミ
ネ
ラ
ル
水
や
米
麹
で
培

養
し
た
液
を
使
用
。
主
成
分
は
免
疫
力
を

向
上
さ
せ
る
イ
ノ
シ
ト
ー
ル
、
グ
ル
カ
ン

…
な
ど
な
ど
、
糖
鎖
を
改
善
す
る
種
々
成

分
が
多
数
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
沖
縄
モ

ズ
ク
由
来
の
フ
コ
イ
ダ
ン
。
こ
れ
ら
に
は

腸
壁
浄
化
、
自
然
治
癒
力
を
高
め
る
な
ど

の
作
用
。

「黒
酵
母
エ
キ
ス
」
に
は
圧
倒
的
な
薬

理
作
用
が
あ
る
。
▼
糖
鎖
の
正
常
化
作
用
。

▼
細
胞
賦
活
作
用
、
▼
抗
腫
瘍
作
用
、
▼

抗
放
射
線
防
御
機
能
、
▼
腸
内
細
菌
叢
の

改
善
、
▼
血
液
浄
化
作
用
、
▼
腎
臓

・
肝

臓
の
機
能
向
上
、
▼
便
秘
の
改
善
作
用
、

▼
自
然
治
癒
力
の
向
上
作
用
。
（徳
島
大

医
療
衛
生
学
部
他
、
動
物
実
験
で
検
証
）

そ
の
他
、
ガ
ン
細
胞
の
自
殺

（ア
ポ
ト
ー

シ
ス
）
を
促
進
さ
せ
る
。　
一
日
三
～
四
包

を
飲
ん
だ
患
者
さ
ん
た
ち
の
体
験
。

①

「
肺
ガ
ン
が

一
か
月
で
消
失
し
た
」

（大
河
原
精
平
さ
ん
／
７５
歳
）

②

「
マ
ラ
リ
ア
を
克
服
し
た
」
（池
部
良

さ
ん
／
お
歳
）

③

「
一
〇
年
来
の
Ｃ
型
肝
炎
を
克
服
」

（山
口
高
志
さ
ん
／
２
歳
）

④

「
二
か
月
で
ア
ト
ピ
ー
の
痒
味
が
止
ま

っ
た
」
（磯
部
真
代
さ
ん
／
３２
歳
）

⑤

「糖
尿
病

・
脳
梗
塞
で
半
身
不
随
が
回

復
し
た
」
（千
葉
明
夫
さ
ん
／
７５
歳
）

⑥

「
エ
イ
ズ
と
共
存
、
働
け
る
よ
う
に
な

っ
た
」
（Ａ
さ
ん
／
％
歳
）

こ
れ
ら
は

「黒
酵
母
エ
キ
ス
」
に
大
量

に
含
ま
れ
る
糖
鎖
原
料
に
よ
り
患
者
の
全

身
細
胞
の
糖
鎖
改
善
が
行
わ
れ
た
か
ら
と

思
え
る
。

ガ
ン
の
自
減
レ
セ
プ
タ
ー

⌒Ａ
ｌ
Ｆ
）

さ
ら
に
海
藻
由
来
成
分
フ
コ
イ
ダ
ン
に

は
、
ガ
ン
細
胞
を
”自
殺

（ア
ポ
ト
ー
シ

ス
ド
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
、
と
い
う
か
ら

面
白
い
。

「
ガ
ン
細
胞
に
は
表
面
に
特
殊
な
受
容

体
の
糖
鎖
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
Ａ

Ｉ
Ｆ

（
ア
ポ
ト
ー
シ
ス

・
イ
ン
デ
ツ
ク

ス

・
フ
ァ
ク
タ
ー
）
。
フ
コ
イ
ダ
ン
成
分

が
、
こ
の
レ
セ
プ
タ
ー
と
結
合
す
る
と
ス

イ
ツ
チ

。
オ
ン
Ｉ
　
Ｄ
Ｎ
Ａ
設
計
図
が
破

壊
さ
れ
、
ガ
ン
は
自
滅
し
ま
す
」
と
細
井

医
師
は
ニ
ッ
コ
リ
。

「生
命
三
〇
億
年
の
歴
史
で
、
体
内
の

ガ
ン
細
胞
な
ど

の

『
”
邪
魔
者

“
は
消

せ
―
』
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
ガ
ン
細
胞
は

『自
分
を
や
つ
つ

け
て
く
れ
―
』
と
レ
セ
プ
タ
ー
を
出
し
て

い
る
。
自
滅
レ
セ
プ
タ
ー
で
す
ね
。
だ
か

ら
、
ガ
ン
細
胞
を
自
殺
さ
せ
て
あ
げ
る
」
。

何
人
も
の
末
期
ガ
ン
を
治
し
て
来
ら
れ

た
そ
の
笑
顔
は
自
信
に
満
ち
て
い
る
。
ガ

ン
は
”自
殺
し
た
が

っ
て
い
る
“
と
は
ユ

ニ
ー
ク
で
面
白
い
見
方
だ
。

「余
命
二
週
間
と
言
わ
れ
た
患
者
さ
ん

が
来

て
も

『
な
ん
と
か
な
る
で
し
ょ
』

『来
た
と
き
が
最
悪
」
と
励
ま
す
。
そ
れ

は
根
拠
が
あ
る
か
ら
。
ガ
ン
細
胞
は
ア
ポ

ト
ー
シ
ス
す
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
絶

対
的
に
ガ
ン
細
胞
は
減

っ
て
い
き
ま
す
」

「
ガ
ン
は
自
殺
す
る
た
め
の
糖
鎖

（Ａ

Ｉ
Ｆ
）
を
出
し
て
い
る
」
と
い
う
発
想
は

う
な
づ
け
る
。
自
死
を
の
ぞ
む
テ
ロ
リ
ス

ト
の
心
境
か
…
…
。

字
宙
の
理

（こ
と
わ
り
）
は
生
命
を
生

か
し
続
け
る
こ
と
に
あ
る
。

●PROFILE
ふなせ・じゅんすけ
1950年 、福岡県に生まれる。69年、九州大学理学部に入学。70年 に同大学を中退して71年 、早稲田大学第一文学部に入学。同大学在学中は、
早大生協の消費者担当の組織部員として活躍。学生常務理事として生協経営にも参加した。約2年半の生協活動ののち、日米学生会議の日本代
表として訪米。ラルフネーダー氏のグループや米消費者同盟(CU)と交流。75年、同学部社会学科卒業。日本消費者連盟に出版・編集スタッフと
して参加。86年 8月 の独立後は消費者・環境問題を中心に評論・執筆・講演活動を行い現在に至る。この間、90年 3月 と12月 にラルフ・ネーダー

氏の招待で渡米。多彩な市民・環境団体と交流を深める。温暖化などの地球環境問題、シックハウスなどの健康問題、さらに文明論的視点から
鋭い建築・医療・食品批評を展開している。また、市民運動の立場から(株 )屋上緑化をスタートさせた。
主な著書に『抗ガン剤で殺される』『笑いの免疫学』『ガンにならないゾ!宣言PART!① ②』(花伝社 )『あぶない電磁波』(三―書房)、 F早く肉をや
めないか? 狂牛病と台所革命』『やつぱりあぶない、IH調 理器』『ケータイで脳しゅよう』(二 五館)、『あなたもできる自然住宅』(築地書館)など多
数。ほかに訳書として『まだ、肉をたべているのですか』(ハ ワード・F・ ライマン グレン・マーザー著 二交社)、 連盟名で『あぶない化粧品』(三
―書房)な ど、多数の本を執筆している。
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月刊『マクロビオティック』2008年 1月 号に

年 賀 広 告をどうぞH

新しい年が近づきました。

躍進の月刊『マクロビオティック』に新年をあいさつを掲載して下さい。

各ページ上段に「謹賀新年」の文字が入 ります。

ひとことメッセージにもご利用下さい。

冊  慕   再
邑
~め

島‖
~品

嗅76語 孫
~11ま

“

6角
|イ

,品可:||_侵午勢 ?吝ダ仝ツ_手 千
C (3ffi) 50 x 1 40 m m 30,0008 7

1999甲 _|スペ_スに応じて、宣伝文、イラス

*原稿は、原寸の枠どりをして、その中に楷書で正確にご記入下さい。(郵便番号をお忘れな く

匝 左渉 1  原稿を下記 に郵送またはFAX、 もしくは下記の

メールア ドレスまでこ送付下 さい。

今年の新年号 に掲載 して頂 いた方へは、別途

こ連絡 させて頂きます。(会 員の方 も名刺がわ

りにこ利用下 さい)

堕塾 理劉   日本 C:協 会年賀広 告 係

〒151-0065 渋谷区大 山町 11-5

電話03-3469-7631  FAX03-3469-7635
h―tanto1 0ci― kyokal.ip

10月 15日 (月 )必着

12月 末 に請求書を送付 させて頂 きます。

E
回

(A)「 ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―
―

 |

「申返締¬

回

(8)

選
び
ぬ
い
た

本
物
の
水
を
皆
様
に

純
正
食
品
製
造

・
販
売

○
○
実
業
（株
）

渋

谷

太

郎

価

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町
十

一
―
五

郁
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両
叫
壁

　
一

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
研
究

大

山

陽

子

価

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町
十

一
―
五
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電
話
０

１
　

．
四
六
九
　
Ｌ
六

二
一

一Ｔ

‐■・ . :込

蘊

Ⅲ
‐
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将
集
富
古
ビ
デ
ン
ス
・ピ
ロ
ー
サ
　
　
一

，摯
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■

●
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「rcJ.ehこ
ｒ
ｉ
魔鰐

聾
一鵜
襲

尚
詩

轄
鰈
錦耗
城
務
卦

∵
認
鍵
越
諄
際
ダ
鷲
毅

謂
特許
難
牡
［ダ
ビ
ユ
う

識
解
摯証
』
だ
弓
ぜ
軒

紺
諮
特
諄
け襲
Ⅵ
轟嗜
撚

』
鎗
夢
軒
魏
だ躍

却潮「協れ，一〉封デ輔噌〔嘲剌一な【ら‐き

）縦
づ
雑
鮮
鎌
膊
鋤
餞

“ｒば≦ボ詳列牌脚獅聾嗽嗜“』彙・最

が

踊

跨

燃
致

間
の

端

作
ず

言

・』
打球
包
誕
展
貯
い鯖
晰

無
串一鑢
響雪
‐を共

琴町31露
れに対応した土

(●販の不

=‐
=でも可 )、 草質

饒蹴 t

ケツ。

入れる量1ま人差

■輝の帯
=閾

甲
あたりまであれ
ば十分です。

まず、水はけを

良く|す るために
プランターの底

に事澤
=を

ネ4
ます:   ・

次に土を60%

」Fツ腎
'す
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最後に 10%の
鹿沼土をカロえま

す。

撹拌中にこのよ

うな動 があ
れば取 tD 8‐しま

す。

パケツで撹拌し

た土をプランタ

ーに移 します。

もしプランター

が一杯にならな

ければ①からの

攣 ●績けて下
さしヽ8

これから、この

上を使‐つて様々

績冨購 勇
ζ

仄

続い―IttIBを
30%入れます。

バケツの中で,
つくりと樹拌|
ます。    |

卿 軽く申

幅悪

くする必要はあ

りません。また

石の場合 Iま 取り

除きましよう。

ここまでプラン

ターに土が入れ

|ぎ、表画を■■
して完成です:■

私たちは、健康なこころと身体を育むためには、

自然に即 した生活を送ることが大切と考え、

季節の素材を工夫して用いる伝統的な製法や、

自然の豊かな恵みがくれる味わいを

大切にした商品提供をはじめ、

農業体験、料理教室、栄養士による食事指導、

岡田式食事法の食セミナーなどを通して

健やかな人や家庭、

地域づ くりに貢献することをめざしています.

炒「
乳
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農
薬
１０
年
以
上
不
使
用

千
葉
さ
ん
の

「
ひ
と
め
ぼ
れ
」

田
植
え
が
一
段
落
し
た
６
月
下
旬
に
、

昨
年
カ
ム
カ
ム
ク
ラ
ブ
で
新
登
場
の
千
葉

さ
ん
の
田
ん
ぼ
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

千
葉
さ
ん
は
、
Ю
年
以
上
も
農
薬
を
使

わ
ず
、
安
全
で
お
い
し
い
米
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
は
、
こ
し
ひ
か
り
の

直
系
の
子
孫
で
、
ツ
ヤ
と
甘
味
が
あ
り
、

香
り
も
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

千
葉
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
を
聞
き
ま
し

た
。

【そ
の

一
】

苗

苗
の
内
か
ら
農
薬
や
化
学
薬
品
に
よ
る

消
毒
、
殺
菌
が
多
い
で
す
が
、
千
葉
さ
ん

の
苗
は
自
然
の
ま
ま
の

「温
湯
消
毒
」
を

し
て
い
ま
す
。
苗
か
ら
安
全
で
す
ね
。

【そ
の
二
】

植
物
性
有
機
肥
料

有
機
農
業
で
は
動
物
性
の
肥
料
を
使
う

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
千
葉
さ
ん
は
自

家
有
機
栽
培
の
大
豆
や
米
ヌ
カ
を
肥
料
に

し
て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
の
中
を
よ
く
見
る

ｒｒ・

ノ
　
．
′́

′
ノ
′
・
プ

リ″″　一」Ψ

と
、
黒
い
塊
が
あ
ち
こ
ち
に
…
…
。
大
豆

の
か
た
ま
り
が
発
酵
し
て
い
た
の
で
す
。

肥
料
も
自
分
で
作
る
と
い
う
の
も
す
ご
い

で
す
ね
。

【そ
の
三
】

田
植
え

千
葉
さ
ん
は
少
し
田
植
え
の
時
期
を
遅

ら
せ
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
大
豆
を
肥
料

に
し
て
い
る
の
で
、
空
中
の
チ
ッ
ソ
分
が

安
定
す
る
時
期
を
み
て
い
る
ん
だ
と
か

…
。
周
り
が
田
植
え
す
る
時
期
よ
り
少
し

遅
く
し
た
方
が
、
気
温
が
暖
か
く
な
っ
て

く
る
の
で
、
苗
の
成
長
が
安
定
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
苗
の
植
え
る
間
隔

（畝
巾
）
も
少
し
広
め
に
と
り
ま
す
。
元

気
に
大
き
く
育
っ
て
欲
し
い
か
ら
で
す
。

星饉碁甘冒薔藁ξ繁キ
千葉清重さん
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【そ
の
四
】

雑
草

農
薬
や
除
草
剤
を
使

っ
て
い
な

い
の

で
、
田
ん
ぼ
の
周
り
の
雑
草
も
元
気
で
す
。

今
の
時
期
は
毎
日
が
雑
草
取
り
で
す
。

【そ
の
五
一　
虫
対
策

ど
こ
の
農
家
も
虫
が
い
る
の
で
農
薬
を

使
い
ま
す
が
、
千
葉
さ
ん
は

「俺
は
そ
の

点
、
恵
ま
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
こ
の
辺

に
は
虫
は
あ
ま
り

い
な
い
か
ら
ね
。
」
と

い
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
登
米
市
特
有

の
風
が
強
い
こ
と
。
風
が
強
い
の
で
、
害

虫
対
策
も
あ
ま
り
必
要
な
い
と
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
活
か
す
た
め
に
も
、
畝
間
を

広
く
と
り
、
風
通
し
を
よ
く
す
る
ん
だ
そ

う
で
す
。

【そ
の
六
】

人
と
違
う
こ
と
を
す
る

何
故
、
有
機
栽
培
を
し
た
の
で
す
か
？

と
い
う
問
い
に
、
「人
と
同
じ
で
は
ダ
メ

な
ん
だ
ｃ
違

っ
た
こ
と
を
や
ら
な

い
と

ね
。
」
確
か
に
、
周
り
の
田
ん
ぼ
は
慣
行

栽
培
で
農
薬
、
化
学
肥
料
を
使

っ
て
い
る

と
こ
ろ
ば
か
り
。
そ
ん
な
環
境
の
中
、
千

葉
さ
ん
は
約
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
ん
ぼ
で

有
機
玄
米

「
ひ
と
め
ば
れ
」
を
育
て
て
い

ま
す
。

宮
城
県
登
米
市
は
昔
か
ら

「サ
サ
ニ
シ

キ
」
の
産
地
で
有
名
で
し
た
。
近
く
に
は
、

野
鳥
の
楽
園
と
し
て
知
ら
れ
る
「蕪
栗
沼
」

が
あ
り
、
国
内
で
も
貴
重
な
自
然
環
境
が

残
る
地
域
で
す
。
そ
ん
な
環
境
で
作
ら
れ

た
千
葉
さ
ん
の
玄
米
を
ど
う
ぞ
お
試
し
く

だ
さ
い
。

千
葉
さ
ん
の

「
ひ
と
め
ば
れ
」

。有

機

玄

米

１０
ｋｇ
ｌ
６
，
８
０
０
円

（税
込
）

・有

機

玄

米

Ю
ｋｇ
　
８
，
９
２
５
円
（税
込
）

・有
機
胚
芽
米

Ю
峰
　
９
，
７
６
５
円
（税
込
）

騨響γノタ肇.ク.″い資ば.…■二●1鳳
産者指定の玄米の年間予約がスタートし魂

琴」慨経則鐵l彗撃11
「

ii:i:i::::::1::'7::F′iri

『顆 ‰ 基■
●毎月でも、一回だけの注文でもOKです。 ■|

●平成19年度産の新玄米で魂 11月 からお屈|け●た

千葉さんの「ひとめばれ」

します。
押

宮城県登米市産 農薬不使用10年以上

嶋貫さんの「アキタコマチ」

秋田県大仙市産 農薬不使用35年以上

加藤さんの「コシヒカリJ

栃木県大田原市 農薬不使用10年以上

佐藤さんカレープの「ササニシキ」

山形県酒田市 農薬不使用15年以上
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第
１２
回

ラ

イ

ン

ラ

ン

ト

・
ヴ

ア
イ

ン

ラ

ン

ト

Ⅱ

ふ
る
や
ま

ｏ
か
つ
や
す

フ
ー
ド

・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

（食
養
管
理
士
）
協
会
実
行
委

員
長
。
リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
師
範
科
特
別
講
師
。

第
二
十
九
次
南
極
地
域
観
測
隊
あ
す
か
基
地
越
冬
隊
員
。

た
。
わ
づ
か
に
日
果

（
ニ
ッ
カ
の
前
身
）

が
北
海
道
余
市
の
林
檎
で
造

っ
て
い
た
ブ

ラ
ン
デ
ィ
に
よ
っ
て
、
ド
ー
バ
ー
海
峡
か

ら
吹
き
寄
せ
る
北
國
の
夏
の
風
を
想

っ
た
。

ち
ょ
う
ど
や
ま
の
ぼ
り
に
ふ
か
い
り
し
は

じ
め
た
こ
ろ
で
も
あ
り
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の

か
わ
り
に
、
こ
の
カ
ル
バ
ド
ス
的
ロ
マ
ン

チ
シ
ズ
ム
を
山
に
携
え
て
い
っ
た
も
の
だ

っ
た
。

閑
話
休
題
。
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
で

「天
の

雫
」
と
呼
び
倣
わ
す
、
こ
れ
ら
天
然
純
粋

の
ワ
イ
ン
の
神
髄
が
、
酸
味
と
甘
味
の
ス

リ
リ
ン
グ
な
バ
ラ
ン
ス
に
あ
る
こ
と
は
、

い
ぜ
ん
お
は
な
し
し
た
と
う
り
だ
。

北
國
の
ひ
く
い
太
陽
の
恵
み
を
あ
ま
さ

ず
取
り
こ
む
た
め
に
、
ド
イ
ツ
の
葡
萄
農

民
は

「鋤
の
は
い
る
畑
に
よ
い
葡
萄
は
育

た
な
い
」
と
い
わ
れ
、
「耕
し
て
天
に
至
る
」

『太
陽
な
の
で
す
よ
。
秋
に
そ
れ
を
熟
ら

せ
る
太
陽
な
ん
で
す
。
そ
の
太
陽
が
ま

た
そ
の
中
か
ら
輝
き
出
す
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ラ
イ
ン
ラ
イ
ト
で
は
こ
う
い
う

ワ
イ
ン
を
聖
体
顕
示
台
と
申
し
て
お
り

ま
す
』

Ｅ
。
Ｍ
レ
マ
ル
ク
作

「愛
す
る
時
と
死
す
る
時
」
よ
り

ぐ
う
ぜ
ん
手
に
し
た
こ
の
小
説
に
よ
っ

て
、
ゲ
ー

・
ハ
ー

・
フ
オ
ン

・
ム
ー
ム
と

い
う
酒
蔵
の
な
ま
え
や
、
ヨ
ハ
ニ
ス
ベ
ル

ガ
ー

・
コ
ツ
ホ
ス
ベ
ル
ク
、
ヨ
ハ
ニ
ス
ベ

ル
ガ
ー

・
カ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
と
い
う
ワ
イ

ン
を
識

っ
た
。

小
説
の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
、
こ
れ
ら
の

ワ
イ
ン
を
、
と
う
じ
旧
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
ワ

イ
ン
部
に
お
ら
れ
た
、
い
ま
は
亡
き
古
賀

守
さ
ん
に
ド
イ
ツ
か
ら
取
り
寄
せ
て
も
ら

っ
て
飲
ん
だ
の
は
、　
一
九
六
〇
年
代
の
な

か
ご
ろ
、
正
確
に
い
え
ば
も
う
四
十
年
よ

り
む
か
し
、
ま
だ
十
七
歳
の
こ
ろ
の
こ
と

だ

っ
た
…

‥

憶
い
出
ふ
か
い
國
立
ワ
イ
ン
大
学
の
あ

る
ガ
イ
ゼ
ン
ハ
イ
ム
の
ま
ち
か
ら
北

へ
。

ま
も
な
く
ゆ
く
て
に
は
タ
ウ
ヌ
ス
の
ひ
く

い
山
脈
の

一
部
が
み
え
は
じ
め
る
。
標
高

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
そ
の
連
山
の
山

裾
に
ヨ
ハ
ニ
ス
ベ
ル
ク
の
岡
が
あ
る
。
ゆ

う
め
い
な
シ
ュ
ロ
ス

・
ョ
ハ
ニ
ス
ベ
ル
ク

と
お
な
じ
そ
の
岡
の
斜
面
に
、
コ
ッ
ホ
ス

ベ
ル
ク
や
カ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
の
畑
が
あ

っ

た
。
し
か
し
、
六
九
年
法
の
畑
の
統
合
に

よ
つ
て
、
こ
れ
ら
珠
玉
の
よ
う
な
畑
も
消

え
て
し
ま

っ
た
。
「絞

っ
た
日
光
」
の
よ

う
に
輝
か
し
い
ワ
イ
ン
の
穫
れ
た
畑
よ
―

よ
だ
ん
に
な
る
が
、
お
な
じ
こ
ろ
、
お

な
じ
作
家
レ
マ
ル
ク
の
筆
に
な
る

「凱
旋

門
」
で
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
林
檎
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
、
カ
ル
バ
ド
ス
を
し
っ
た
。
悲
惨

な
、
出
回
の
な
い
戦
争
小
説
で
あ

っ
た
が
、

し
か
し
全
編
に
カ
ル
バ
ド
ス
の
香
り
漂
う
、

粋
な
恋
愛
小
説
で
も
あ

っ
た
。

「
こ
れ
は
、
飲
む
ん
で
は
な
く
て
…
…

た
だ
息
み
た
い
に
吸
い
込
む
も
の
だ
わ
」

「君
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
な
れ
る
よ
。

カ
ル
バ
ド
ス
的
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
ね
」

「暑
い
夏
と
青

い
秋
の
間
、
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
の
風
の
吹
き
渡
る
古
い
果
樹
園
の
林

檎
に
、
ず

っ
と
ふ
り
そ
そ
い
で
い
た
日
光

よ
、
さ
あ
、
い
っ
し
ょ
に
行
こ
う
。
僕
た

ち
は
お
ま
え
が
必
要
だ
―
…
…
…
…
」

た
だ
の
戦
争
文
学
の
作
家
で
は
な
か

っ

た
。
コ
ニ
ザ
ー

（ワ
ケ
知
り
び
と
）
だ

っ

た
。
こ
の
道
で
も
な
か
な
か
に
お
見
通
し

の
ひ
と
だ

っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
わ
が
國
で
は
本
場
の
良
質

の
カ
ル
バ
ド
ス
の
入
手
は
む
つ
か
し
か

っ

日
本
ソ
ム
リ
エ
ス
ク
ー
ル
校
長
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と
い
わ
れ
る
斜
面
に
鍬
を
い
れ
る
。

こ
こ
ろ
み
に
モ
ー
ゼ
ル
河
を
船
で
旅
し

て
み
た
ま
え
。
そ
の
農
民
た
ち
の
祈
り
が

ひ
し
ひ
し
と
肌
身
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
。

モ
ー
ゼ
ル
河
を
遡
行
す
る
遊
覧
船
が
、

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
ベ
ン
ト

（蛇
行
部
の
大
屈

曲
点
）
の
ひ
と
つ
、
ク
レ
ー
フ

（有
名
な

グ
ロ
ス
ラ
ー
ゲ
、
ク
レ
ー
フ
ア
ー

・
ナ
ク

ト
ア
ル
シ
ュ

〃ク
レ
ー
フ
村
の
裸
の
お
尻

畑
″
が
あ
る
）
の
大
屈
曲
点
を
す
ぎ
て
、

エ
ル
デ
ン
の
集
落
を
左
手
に
見
送
る
こ
ろ
、

右
手
遥
か
上
部
に
巨
大
な
赫
い
岩
を
み
る
。

ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
も
で
き
そ
う
な
、

そ
の
南
向
き
の
大
岩

（岩
壁
―
）
の
左
右

お
よ
び
下
手
の
緑
が
、
な
ん
と
す
べ
て
葡

萄
樹
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
と
き
の
驚
き
。

こ
れ
が
名
高
い
エ
ル
デ
ナ
ー

・
プ
レ
ラ
ー

ト

（
エ
ル
デ
ン
村
の
高
僧
畑
）
だ
。
畑
作

業
に
は
ザ
イ
ル
を
下
ろ
し
、
確
保
を
と

っ

て
す
す
め
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
さ
に
天
に

至
る
Ｈ

ド
ク
ト
ル

・
ロ
ー
ゼ
ン
の
醸
す
そ
の
高

僧
畑
の
ワ
イ
ン
は
こ
れ
ぞ
天
の
雫
。
じ
じ

つ
、
ほ
か
の
お
お
く
の
銘
醸
モ
ー
ゼ
ル
が

「
カ
ビ
ネ

ッ
ト
」
に
そ
の
も
ち
あ
ぢ
を
見

い
だ
す
と
こ
ろ
、
こ
の
畑
は

「
ア
ウ
ス
レ

ー
ゼ
」
の
甘
露
を
こ
そ
よ
し
と
し
た
。

ち
な
み
に
こ
の
エ
ル
デ
ン
村
に
は
Ｅ

・

ト
レ
プ
ヒ
エ
ン

（小
階
段
畑
）
と
い
う
、

花
の
よ
う
に
香
り
豊
か
な
、
可
憐
で
し
か

し

一
本
筋
の
と
う

っ
た
正
宗
が
あ

っ
た
。

名
が
示
す
よ
う
に
や
は
り
そ
の
畑
は
急
だ
。

モ
ー
ゼ
ル
地
域
の
ワ
イ
ン
地
帯
を
四
つ

に
分
け
る
と
、
下
流
域
の
ウ
ン
タ
ー

・
モ

ー
ゼ
ル
、
中
流
域
の
ミ
ッ
テ
ル

・
モ
ー
ゼ

ル
、
上
流
域
の
オ
ー
バ
ー

・
モ
ー
ゼ
ル
、

そ
れ
に
支
流
の
ザ
ー
ル

・
ル
ー
ヴ
ア
ー
地

域
と
な
る
。
こ
の
う
ち
重
要
な
の
は
中
部

モ
ー
ゼ
ル
と
ザ
ー
ル

・
ル
ー
ヴ
ア
ー
の

一

部
だ
。

そ
の
中
モ
ー
ゼ
ル
の
銘
醸
地
は
事
実
上

こ
の
エ
ル
デ
ン
の
村
か
ら
は
じ
ま
る
。

下
流
か
ら
モ
ー
ゼ
ル
河
を
船
で
遡
る
ワ

イ
ン
巡
礼
の
旅
人
は
、
隣
り
あ
わ
せ
に
連

綿
と
し
て
右
岸
左
岸
と
展
開
す
る
憧
れ
の

畑
の
数
か
づ
に
、
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
る

ば
か
り
だ
。
こ
の
よ
う
に

「真
珠
を
綴
り

あ
わ
せ
た
首
飾
り
」
の
よ
う
な
ワ
イ
ン
地

帯
は
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
広
じ
と
い
え
ど
も

こ
こ
だ
け
で
あ
ろ
う
。

次
回
へ
続
く

遠
地
庵
草
合
に
て

写
真
提
供

・
帥
フ
ロ
イ
デ

超急傾斜で有名なブレマー・カルモントのブドウ畑。別名「押し入り泥棒畑Jと

呼ばれ、その角度はなんと最大七十六度と言われる !!

ゆったりと蛇行する鏡のようなモーゼル河の川面と左岸のブドウ畑の斜面。
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マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
で

す
く
す
く
子
育
て
日
記

倉田有理

第
１２
回
　
お
母
さ
ん
は
誰
が
一
番
好
き
な
の
？

誰
が

一
番
好
き
？

６
カ
月
に
な

っ
た
息
子
は
、
急
に
動
き

が
活
発
に
な
り
、
と
う
と
う
は
い
は
い
で

自
由
に
移
動
す
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
う
な
る
と
危
険
が
い
つ
ぱ

い
―
　
上
の
二
人
の
姉
た
ち
の
お
も
ち
ゃ

を
目
が
け
て
這
い
、
何
で
も
日
に
入
れ
よ

う
と
し
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
は
す
ご
く

嬉
し
い
も
の
な
の
で
す
が
、
こ
う
や
っ
て

私
の
手
か
ら
離
れ
て
い
く
の
だ
と
思
う
と

寂
し
い
で
す
。
「
い
つ
ま
で
も
赤
ち
ゃ
ん

で
い
る
と
い
い
の
に
」
な
ん
て
思

っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
そ
ん
な
様
子
が
周
り
の
人

に
も
伝
わ
る
の
か
、
「末

っ
子
は
か
わ

い

い
で
し
ょ
」
や
、
「男
の
子
は
目
に
入
れ

て
も
痛
く
な
い
で
し
ょ
」
な
ど
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
確
か
に
目
に

入
れ
て
も
痛
く
な
い
ほ
ど
か
わ
い
い
と
思

う
の
は
事
実
で
す
が
、
私
に
と

っ
て
は
上

の
二
人
の
娘
も
同
じ
よ
う
に
か
わ
い
か
っ

た
し
、
今
も
か
わ
い
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
二
人
の
娘
と
き
た
ら
そ
ん
な

こ
と
を
少
し
も
感
じ
て
い
な
い
よ
う
で
、

上
の
娘
は

「
三
人
の
中
で
誰
が

一
番
好

き
？
」
な
ん
て
聞
く
の
で
す
―
　

「も
ち

ろ
ん
そ
ら
ち
ゃ
ん
と
は
な
ち
ゃ
ん
と
麻
暉

く
ん
だ
よ
」
と
答
え
る
と
、
ヨ

番

っ
て

言

っ
た
ら

一
人
だ
よ
。
三
人
と
も
好
き
だ

な
ん
て
ず
る
い
」
と
不
満
げ
な
顔
を
す
る

の
で
し
た
。
そ
こ
で

「そ
ら
ち
や
ん
は
い

ろ
ん
な
素
敵
な
絵
を
描
い
て
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
か
ら
大
好
き
だ
し
、
は
な
ち
や
ん

は
上
手
な
歌
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
か
ら
大

好
き
だ
し
、
麻
暉
く
ん
は
笑
顔
が
か
わ
い

い
か
ら
大
好
き
」
と
理
由
を
付
け
て
答
え

る
と

「も
う
い
い
よ
」
と
納
得
の
い
か
な

い
様
子
で
言
う
の
で
し
た
。

手
の
か
か
る
子
ほ
ど
か
わ
い
い

子
ど
も
は
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
本
当
に
か

わ
い
い
で
す
が
、
今
、
誰
が

一
番
か
わ
い

い
と
思
う
か
と
い
う
と
、　
一
番
上
の
子
で

す
。
弟
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
急
に
お
姉
さ

ん
ら
し
く
な
り
、
私
の
お
手
伝
い
も
た
く

さ
ん
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

妹
や
弟
と
遊
ぶ
姿
を
見
な
が
ら
、
で
」
の

間
ま
で
赤
ち
ゃ
ん
み
た
い
だ

っ
た
そ
ら
が

す

っ
か
り
お
姉
さ
ん
に
な

っ
ち

や
っ
て

…
…
」
と
思
う
と
彼
女
が
生
ま
れ
て
か
ら
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今
日
ま
で
の
こ
と
が
自
然
と
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

上
の
子
は
本
当
に
手
の
か
か
る
子
で
し

た
。　
一
番
か
わ
い
い
と
感
じ
る
の
は
、
手

が
か
か
っ
た
分
だ
け
、
愛
お
し
い
と
感
じ

る
か
ら
で
す
。
こ
の
愛
お
し
さ
と
い
う
の

は
下
の
二
人
の
妹
弟
に
あ

っ
た
と
し
て
も

上
の
子
に
は
か
な
わ
な
い
の
で
す
。
初
め

て
の
子
育
て
で
不
安
だ

っ
た
分
だ
け
か
わ

い
く
て
、
辛
か
っ
た
分
だ
け
愛
お
し
い
と

思
う
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
当
の
本
人

は

「も
う
自
分
は
大
き
く
な

っ
た
か
ら
か

わ
い
く
な
い
ん
だ
」
と
寂
し
そ
う
に
し
た

り
す
る
の
で
す
。
「
そ
ら
が
麻
暉
く
ら
い

の
頃
、
同
じ
よ
う
に
抱

っ
こ
し
た
り
、
よ

し
よ
し
し
て
い
た
ん
だ
よ
」
と
言

っ
て
も

「覚
え
て
な
い
よ
」
と
。
覚
え
て
い
な
い

の
が
本
当
に
残
念
―
　
お
母
さ
ん
は
あ
な

た
を
抱

っ
こ
し
す
ぎ
て
腱
鞘
炎
に
な

っ
た

く
ら
い
な
の
よ
Ｈ
　
と
心
の
中
で
叫
び
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
私
も
母
親
に

こ
う
や
っ
て
愛
さ
れ
て
い
た
の
だ
な
と
気

づ
い
た
の
で
し
た
。

母
親
に
な
っ
て
初
め
て

母
の
気
持
ち
に
気
づ
く

私
に
は
九
歳
年
の
離
れ
た
弟
が
い
ま
す
。

九
年
間

一
人

っ
子
だ

っ
た
私
は
、
本
当
に

大
切
に
育
て
ら
れ
、
自
分
で
い
う
の
も
何

で
す
が
、
親
だ
け
で
な
く
親
戚
中
か
ら
か

わ
い
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

弟
が
生
ま
れ
て
か
ら
と
言
う
も
の
、
私
に

向
け
ら
れ
て
い
た
愛
情
が
半
分
以
下
に
な

っ
た
気
が
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
母
は
私

に
厳
し
く
な

っ
た
よ
う
に
思

っ
て
い
ま
し

た
。
姉
弟
な
の
だ
か
ら
、
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
上
年
の
離
れ
た
息
子
と
な
れ
ば
、

か
わ
い
さ
も
何
十
倍
だ

っ
た
思
い
ま
す
。

で
も
、
子
ど
も
の
私
に
は
そ
ん
な
こ
と
が

理
解
で
き
ず
、
母
に
反
抗
し
、
疎
ま
し
く

思

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

私
も
母
親
に
な
り
、
こ
う
し
て
娘
と
の

や
り
と
り
を
通
し
て
、
ふ
と
気
づ
い
た
の

で
す
。
母
も
自
分
の
子
ど
も
で
あ
る
弟
と

私
を
等
分
に
愛
し
て
く
れ
て
い
た
の
だ
な

と
。
そ
し
て
、
弟
が
生
ま
れ
る
ま
で
の
九

年
間
は
そ
の
愛
情
は
私
だ
け
に
注
が
れ
て

い
て
、
私
が
自
分
の
娘
を
想
う
よ
う
に
、

母
も
私
を
愛
お
し
く
感
じ
て
い
た
の
だ
な

と
。
今
で
も
私
か
ら
見
る
と
母
は
弟
に
対

し
て
す
ご
く
甘
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
私
は

子
ど
も
の
頃
に
十
分
愛
さ
れ
て
い
た
の
だ

と
気
づ
い
て
か
ら
は
、
「お
母
さ
ん
、
も

っ

と
も

っ
と
弟
に
か
ま

っ
て
や
つ
て
よ
―
」

と
言

っ
て
い
ま
す
。

甘
え
ん
坊
の
ネ
バ
ネ
バ
料
理

普
段
は
子
ど
も
同
士
で
遊
ぶ
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
甘
え
る
と
き

は
三
人
同
時
が
多

い
で
す
。
息
子
が
泣
い

て
お

っ
ぱ
い
を
欲
し
が

っ
て
い
る
時
に
限

っ
て
、
上
の
二
人
の
娘
が
私
の
腕
を
掴
ん

で
甘
え
て
き
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
し
て

二
人
が
同
時
で
話
し
て
く
る
の
で
、
答
え

る
の
も
大
変
で
す
。
幸
い
息
子
は
ま
だ
話

す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
二
人
が
同
時

に
話
し
て
い
る
内
容
を
、
聖
徳
太
子
と
ま

で
は
い
か
な
い
で
す
が
、
聞
き
分
け
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
お

っ
ぱ
い
を
あ

げ
な
が
ら
…
…
。
そ
し
て
話
を
聞
き
な
が

ら
、
晩
ご
飯
は
何
に
し
よ
う
か
な
と
考
え

た
り
も
す
る
の
で
す
。
で
」
ん
な
に
べ
っ

た
り
と
く

っ
つ
い
て
き
た
が
る
な
ら
、
今

夜
の
晩
ご
飯
は
ネ
バ
ネ
バ
系
の
も
の
が
い

い
か
な
？
」
そ
う
し
て
、
こ
の
日
の
晩
ご

飯
は
大
和
芋
の
餃
子
に
し
ま
し
た
。
大
和

芋
の
優
し
い
甘
み
と
ネ
バ
ネ
バ
で
、
気
持

ち
だ
け
で
も
く

つ
つ
い
て
甘
え
ん
坊
も
お

さ
ま
る
か
な
と
、
私
流
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
料
理
で
す
。

セ
イ
タ
ン
を
使

っ
た
餃
子
の
タ
ネ
の
つ

な
ぎ
と
し
て
大
和
芋
を
使
う
の
で
す
が
、

ト
ロ
っ
と
し
た
粘
り
の
あ
る
食
感
が
子
ど

も
に
も
大
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
餃
子

作
り
は
子
ど
も
た
ち
も
大
得
意
な
の
で
、

一
緒
に
作
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
お
手

伝
い
魂
に
火
が
つ
き
、
甘
え
る
こ
と
を
忘

れ
た
様
子
。
更
に
手
伝

っ
て
も
ら

つ
て
私

も
ラ
ク
チ
ン
な
の
で

一
石
二
鳥
で
す
。

二
人
の
娘
は

「お
い
し
い
―
」
と
食
べ

な
が
ら
も
、
な
ぜ
か
上
の
娘
だ
け
は
不
満

な
様
子
。
自
分
の
お
茶
碗
の
玄
米
を
見
て

「あ
～
あ
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
死

ん
だ
ら
毎
日
白
米
食
べ
ら
れ
る
の
に
」
な

ん
て
酷
い
こ
と
も
言
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
引
　
さ

つ
き
ま
で
甘
え
て
く

っ
つ
い
て

き
て
い
た
の
に
憎
た
ら
し
い
――
　
で
も
、

そ
ん
な
憎
ま
れ
口
を
言
う
姿
も
何
だ
か
頼

も
し
く
、
愛
お
し
く
感
じ
、
「
お
母
さ
ん

は
玄
米
食
べ
て
い
る
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
ず

―
っ
と
死
に
ま
せ
ん
か
ら
ね
」
と
言
い
返

し
て
や
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
何
年
間
も

子
ど
も
た
ち
三
人
が
私
に
甘
え
た
り
憎
ま

れ
口
を
言

っ
た
り
す
る
の
だ
と
思
う
と
、

子
育
て
は
飽
き
な
い
な
と
思
う
の
で
し
た
。

厳
し
い
と
思

っ
て
い
た
母
も
そ
う
だ

っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
が
寝
た
あ
と
電
話
で
も
し
て
み

よ
う
か
な
、
久
し
ぶ
り
に
声
が
聞
き
た
く

な

っ
た
の
で
し
た
。

:茅嶋■ ■

彙誕攪鋼 紺Ъ

辟鷲軍げ
:鴨視野罫F焦

編轟纂手〆
ス午
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有機」AS認定品
甘くて美味しい1級品『黒紅』

使用 葉酸や鉄分が豊富
「紅なつめ」の中でも最も成熟度が高く、甘くて美

味しい 1級品『黒紅』を使用しています。肉厚、皮

薄、大粒、濃厚な甘みの高品質品です。そのまま食
べるほか、お菓子作りや果実酒などにこ利用くださ

い。

開封前賞味期間 :常温で 1年

原材料 :有機なつめ (中 国産)

eoe 397H raar

有機」AS認定品
濃厚で深みのある味
つけ醤油などの生使しヽこ

国内産原料100%使用。塩は伊

豆大島産自然海塩「海の精」、

水は天然水 「神泉水」を使用

しています。生専用のもろ昧

を圧搾 し、大入れせずに
'生 "

のまま瓶詰め しま した。生な

らではの新鮮な香 りをもち、

甘さを含んだ濃厚な旨昧の昌

油です。乳酸菌や酵母菌が生

きています。添加物は一切使

用しておりません。

開封前賞味期間 :常 温で 1年
原材料 :有機大豆 (埼 玉・青森・岩

手・秋田産 )、 有機小麦 (埼 玉・青

森・岩手・秋田産)、 食塩 (海 の精)

12 1,554F](税込)
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膵
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国内産大豆100% 湯戻し5分で手軽 鶏肉のような食感 代用肉として様々な料理に

遺伝子組換え大豆不使用。小麦 グルテンや澱粉は使用せず、原料は国内産大豆のみです。大豆の油分を圧搾法

で 6害」カッ ト。そのまま食べると、ほのかな大豆の旨みと甘みが味わえます。から揚げの他、炒め物、煮物等

様々な料理に利用できます。サラダ等の生食も可能です。

開封前賞味期間 :常温で1年

原材料 :大豆 (国 内産)

手羽先タイプ・スライスタイ
プ・細切リタイプ

ぽ
鰤 顆 1彎

細切 リタイプ

骰

祠
各9og 370円 鋭込)

手羽先タイプ スライスタイプ
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■■■耐蹴円蹴増
=オ

■■■‐
栄養機能食品 (マグネシウム)

伊豆大島の海洋深層水
硬度1000の硬水

伊豆大島東側沖合い 2km水深510mまでパイプライ

ンを敷洩し、2000mを超える深海からの湧き水を取

水 しました。海洋深層水は細菌のほとんどいない安

心 安全な水であると共に、マグネシウムをはじめ

とする70種類以上のミネラル成分を含んでいます。

低浸透圧水のため体に素早く吸収され、汗などで失
つた水分 ミネラルの補給に最適です。 1日 コップ

2杯 (400m)を目安にお召し上がりください。

開封前賞味期間 :常温で1年
原材料 :海洋深層水 (伊豆大島産)

soom0 l89H taal
z z 693H rnnr

_        ‐ |

有機」AS認定品
シチリア産ストレート果汁100%
甘みと酸昧のバランスがよく味が濃い
ベス トシーズンに収穫したシチリア島産ブラッドオ

レンジのス トレー ト果汁100%。 ブラッドオレンジ

には通常のオレンジの約 2倍のビタミンCが含まれ

ていると言われています。季節限定品 (7月 ～数量

限定 )

酪篇珈 淑鶏

'り

      

“
ア・シチリア産 )

zsomz 8928 rn;al

商
品
の
お
問
合
せ
は
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
バ
ン
側
ま
で
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無添カロのパウダー歯磨き B10清浄成分
に植物性石けんの泡立ちをプラス
自然海塩とハッカ油の爽やかな香味

自然界の発酵過程で誕生 した洗浄成分 (BO清浄成

分)を活用した新 しいタイプの歯みがき。BO清浄

成分の分解洗浄力に、優しい植物性石けんの泡立ち

をプラスしました。国産無農薬抹茶配合。自然海塩

とハッカ油の爽やかな香味。合成界面活性斉J、 防腐

斉」、合成香料無添bll。 練り歯磨きと比べてより少量

でみがくことができます。

開封前賞味期間 :常温で 3年
原材料 :炭酸Ca、 コムギフスマ、
ミリスチン酸K、 海塩、 コメヌ
カ、グリセリン、チャ葉シリカ酸
化鉄、アルミナ、ハッカ油

zog 
.l,890H 

<m;al

詰替え用 20g
l,575F](税込)

■■■■ Jt■力当イオ ■‐ ■‐
タイハーフ

'と
みょうばんを使つた

デオドラントスプレー

天然の消臭 殺菌効果で汗の臭いをlllえ るみょうば

んは肌を弱酸性に保ち、匂いのもとである雑菌の緊

殖をIPえ る効果があります。 リーチライムには消臭

力、ガランガにはカビを防ぐ殺菌力、うこんには肌

を健やかに保つ保湿効果や黒ずみや荒れ防止効果が

あります。保存料、防腐斉」、着色料、化学香料不使

用。

開封前賞味期間 :長期保存可         ‐■
原材料 :タ ーメリックディストリック
ウオーター、リーチライムディストリ

`多

ζttI多 ミξ]ぢ真

'I晉

点進  llil
塩                  ||■首 |

100mC 
.|,6808 

rm;al
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マクロビオティックのエビデンス

【便通編】

摂取前 被験者データ

血糖値が高めの女性10名

平均年齢  41.2歳

平均身長 158.6セ ンチ

平均体重  58.4kg

摂 取 率  96.3%

H排 便回数の推移 (週平均) 【評価】

試験食品摂取前後にお

ける各便通関連項目では、

排便回数は全ての週に

おいて有意な減少が認

められた。

(摂取期間 )摂取前 1週間目 2週間目 3週間目 4週間目

麗ヨ便の硬さ(週平均) 【評価】

試験食品摂取前後に

おける各便通関連項

目では、便の硬さは摂

取後1,2,4週目に有意

な改善が認められた。

摂取前 1週間目 2週間目 3週間目 4週間日 (摂取期間)
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毎
痣 亀  :I

鰺

      珈

鋼 D留趙機詈源朦璽民ヅ 鍵為財 辟 ]懲讐層鱗孟薯感
110m1/dL以 上200m1/dL未 満、かつ血精降下剤などの血糖に影響を及ぼす医薬品などを

投与されていないものである

試験実施医療機関:医療法人社団新東会 横浜みのるクリニック

診療本部 臨床試験部 部長 中道 昇氏

(データ解析は株式会社綜合臨床薬理研究所の報告書による)

マ ク ロピ オ テ ィツク 入 爾 彗 |‐ 温めたり、お湯を注ぐだけ。手軽にはじめてみませんか ?

こ」1::```:′ ,2%′ 1,セ′

'く

_∫ :ラを,`;′

レティースセット

贈り物にもこ利用ください。

セット価格 16,000円 (税込)

14食分十間食フ食分 1週 間メニュー付
(リマ・クッキングスクール監修 )

※モニター申込受付中 お問い合せは日本CI協会 レディースセット体験係まで

時

一響一“赫

1摯轟轟

"轟

轟轟コ||=,プ|夕 りヽ株ゴ詮轟■

巖 調 便 状 性 (週平均) 【評価】

試験食品摂取前後

における各便通関連

項目では、便状性は

摂取後4週 目に有意

な改善が認められた。

(バナナ状

2
(カ チカチ状

1・

(コ ロコロ

摂取前 1週間目 2週間目 3週間目 4週間目 (摂取期間)
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■掲載希望の方は別ページの入会申込書 (法人会員)で 申し込んで下さい。3行以上は 1行につき 5,250円増しになります。

①マークはオーサワジャバン(株)食品取扱店です。

名暦売販 住  所  電  話
営業時間
休  日

主な商品 催 しもの

Ｙ謙策
水
域け

全
セ
＜

PO BC"く2263,SEDONA,A/86339,uSA
IEL昼 03 3578 9020 FAX001]92820407111

営業受付
予約制 5泊以上

マクロ共 自炊 +水晶全身 hedh9+せせらぎ瞑想 h
高波動の地掃除造園などヘルプ割引 ①

越 田 治 良 ‐■1院
〔〒0400003〕 函館市松陰町1120
TEυ FAX0138 32 2870

9:∞ ～ 18:lXl
月

カイロプラクティック、自然食品 ①

d e e p.● ■lr 〔〒0600061〕 北海道本L幌 市中央区南 ]条 西 6丁 目第 2三谷
ビル 2 F TEL011 223 2980

10 i lXl～ 211i∞
火

オーサワジャパン全商品 ジュリークスキンケア
ジェーンアイルデール化粧品 ①

自然食品の店―むぎさと―
〔〒0640822〕 本し幌市中央区北 7条西 24丁 目 2番 3号
TEL011 644 1921 FtK011 644 1133

13:3Cl～ 17130
月 木 金

予約 宅配中心 週 3日 店頭販売日あり有機米 有

機野菜 マクロピオティック商品 びわ生葉 j品 灸 ①

ばろま繊
〔〒0630035〕 札幌市西区西野五条2丁目916
TEL011 665-6624 hitp:″ ww～vinahoroba lp∩ el

10:∞ ～ 18:lXl
祝

青果食品雑貨酒全般、エ リクサー浄活水器 化粧品

健食 塩製造販売 自然農園営農 ①

や
店

た
内

し
駒

あ
真

〔〒0050014〕 本L幌市南区真駒内幸田]21]2ミ ュークリスタ
ル lF TELm1 588 4馴 l F麻釧]5884512

10:t ll～ 211:∞
年中無体

オーサワジャバン全商品 ムソー商品 有機野菜

天然酵母バン他 売り出 しは毎月 ①

店
ぽ

の
ぎ

品

―

食

ん

然自

た
〔〒0060803〕 本し幌市手稲区新発寒3条 3丁目59
TEL011‐ 684-5860

∞‐９
月

”‐５
日

自然食品全般 生活雑貨 化粧品 ビワ温灸 健康

補助食品他 配達 地方発送可 ①

働 な な か ま ど
〔〒0530832〕 苫小牧市桜木田]4丁目 164
TELO]44-73-6878

10 i llll～ 18:llC

月(日 祝17 11Xlま で)

手作 り健康弁当、無 低震薬野菜、無添加食品、健

康補助食品 ①

玄 米 こ は ん の
リーブズ オブ パース

〔〒041-0806〕 函館市美原 2丁目 820
TEL0138 47 4457 FAX0138 47 4459

10:llll～ 18:00
日

オーサワジャバン ムソー 有機野菜 書籍

生活it貨  化粧品 他 ○

有機野菜と自然食の店
あ  お  や  ま

〔〒041-1122〕 亀田部七飯町大川 32032
TEL0138‐ 64‐ 961

9 i lXl～ 19:∞
年中無休

有機野菜 オーサワジ ャバン全商品 名種新鮮食品

無添加アイスクリーム 大福 他 ①

自 然 食 品 の 店
ナ チ ュ ラ ル・ コ コ

〔〒080‐ 0028〕 帯広市西 18条南5丁目311
TELO]55‐ 38‐ 3833

10100～ 19 i lXl

月
自然食品 有機 JAS農産物 (野 菜、米、豆 小麦粉他 )

ヴェレタ化粧品、無添加八ムソーセージ 通販宅蛇 ①

玄 米 雑 カ フ ェ あ ま む
〔〒0850007〕 北海道3‖路市堀川町 538
TEL/i 0ゝ154235594

|]100-191011
月

有機野菜 オーサワ商品 第 3世界シヨップ雑貨

食品 オーガニ ック展具類 浄活水器 ①

た ち ば な や 〔〒030‐ 0903〕 青森県青森市栄町 151]
TEυ ■ヽ 0177417202

9:30～ lフ :llll

日 祝
オーサワ商品 C図 書 食養相談、配達 配送可
リマクッキング料理教室 野菜朝市 ①

自 然 食 品 の 店
ω あ お ぞ ら

〔〒0300961〕 青森県青森市浪打 卜]6]0 牧田ビル 1階
T∈ LO]7 743 0824 FAX01フ ア430832

930～ 19100
年中無体

無農薬玄米 オーサワ商品 調理師で食養士の店主

の砂浴療法 食養相談もあ ります ①

整 骨 院 巴 1堂 〔〒0130002〕 秋田県横手市追廻214
TEL0182-32-333

‐８
祝

０”
辟

オーサワジャバン商品、強健術 ①

秋田自然食品セツタ|■
〔〒0100951〕 秋田県秋田市山王2丁目]]22
TEL018 823 2921 ■臥 0188620879

∞‐８
祝

０”
ト

オーサワジャバン、アルソア化粧品、ビワ温灸、生

鮮食品、料理教室、食養講座 ①

マ ナ 自 然■1食
〔〒0200114〕 岩手県盛岡市高松1153]
TEL0196-62-6205

91∞ ～ 19 1 1Xl

年中無体
食品、野菜雑穀、図書、配達  食養指導 地方発送 ①

自 然 食 品 の■清
グリーンハウス 多■

〔〒0200015〕 岩手県盛岡市本田]通 卜1612
TEL/Fだく0196228844

9:fKl～ 19:flll

日 連体
オーサワジヤバン商品 アルソア化lF■品 毎月特売
日と料理教室 食養美容相談 発送可 ①

ム
舎

二
遊

ホ
自

ブ
家

一レ

の

グ

社
〔〒0295701〕 岩手県和賀郡沢内村大字川舟4983
TEL/FⅨO]97813020

年中無休
痴果性高齢者介護、各種体験 (農作業、乗馬、山菜

採り、自然観察、薪割り、豆腐、味噌加I) ①

クオ徽
〔〒9800822〕 宮城県仙台市青葉区立田」2214
TEL022‐ 211‐ 0938  5へ Dく022‐ 211‐ 4428

9∞ ～ 19:∞
日

食事処 「友苑」TEL022 266 4095料 理講習 ①

Ｃ
館
耐

活
究‐．姓動

ン

Ｃ

A
ヒ ー

(A・

〔〒9820245〕 宮城県仙台市太自区秋保田〕湯向 511
TEL022‐ 304‐ 9801  らへじく022‐ 304‐ 9802

10:lX3～ 18:lXl
月 大

自然 健康食品 化粧品、バッチフラワー、波動商
品 ホメオバシー レイキ カフェ 天然酵母バン、
頸椎カイロ 各種セミナー。

①

玄
前

路
学

¨
大

品食津
然自

会
〒9650005〕 福島県会津若松市―箕大字鶴賀字上居合
75-8  TEL0242-32-1850

9:∞ ～ 18:30
年中無休

自然食品 バン 生鮮食品 生活雑貨 書籍 他 ①

(書  林  庵 )
〔〒970-8026〕 福島県いわき市平古鍛冶田 02
TEL0246 25 2952 FAX0246 25 2275

∞２０
日卜劉

0」 食品 C書 籍 マクロピオティック レス トラ

ン有 料理教室 (第 4日 曜日 )、 食養相談 ①

さ ら さ ら き ね い 茶 の
機  シ  ー  ロ  ン

〔〒971-8172〕 福島県いわき市泉玉露 6189
T巨し0246 56 8690 FAX0246 56‐ 6010

9 1 1Xl～ 18:∞
土 日 祝

さらさらきれい茶は糖分に反応し腸内llラ ンスを整
える身体にやさしいお茶です。

あ ん ぜ ん な
た べ も の や

〔〒9608105〕 福島県福島市仲間町43
T巨 L024-523-2237

∞‐９
祝

”∞
日

無農薬 無化学肥料の野菜 自然食全般、健康食品、

健康肌化粧品 他市内配達可 ①

屋津
〔〒9660896〕 福島県喜多方市諏訪 ]561
TEL0241 22 4193 FAX0241 22 4360

7 1 11Cl～ 20111
年中無体

無農薬野菜 純正食品 C図 書 食養相談 配達、

配送 ○

す
ン

一
デ

８

一見ガ
ゆ
′

ち

ト

な

り
〔〒9638046〕 福島県郡山市町東1200
TEL024‐ 961-5782

1011111～ 19:Cll
日 祝

オーサワジャバン ムソー 創健社等商品
バン 生鮮食品 エコ雑貨 自然派化粧品 他 ①

自 然 食 品 と み や
〔〒9638851〕 福島県郡山市開成 2415
TEL024 939 7555 LAX024 939 7666

9 i llll～ 19:30
年中無体

オーサワ全商品、自然食品全般、シルク衣類 化粧

品、エコ雑貨洗剤等、びわの葉療法、地方発送可 C
自然食 品店 わ か ば 〔〒9791521〕 福島県双葉郡浪江町字町場]83

TEL0240-35-2797  5。 0く0240‐ 35-5719

9 CXl～ 18:00
日 月 祝

バン、豆腐、調味料、菓子 健康食品 衣料 雑貨

食養指導、化粧品、書籍、料理会など ①

慇食
は

お
鑢

自
磯

本
部

山
お

〔〒92]8062〕 石川県金沢市新保本 1222
TEL076 249 4805 F～ く0762494188

年中無休 24時間
(但 し電話確認 )

アレルギーベジタリアン対応食品 バン 無震薬野
菜果物 米 豆腐 ゆば 雑貨 料理教室 C

お一，
か

卜
た

ス
房

レ
エ

食
食

菜
康

穀
健

〔〒9200944〕 石川県金沢市三□新町31122
TEυ FAxo76 263 7730

11:∞ ～ 19 1 Cll

営業時間延長可
お食事 オー ドブル お弁当 浄活水器
http l″ mzu4yo9 hp nfoseek colp/ ①

嗜た
●一く

菜
．

野
ぽ

な

つ

気元

の
〔〒92]8815〕 石川県石川郡野々 市町本町2124
TEL/Dやく0762460210

10∞ ～ 18:30
月

無震薬野菜、お米、バン、豆腐、石けん 化粧品

書籍、雑貨他料理教室、配達可
（
ι

サ ン フ ■|●メ
〔〒9400092〕 新潟県長岡市昭和 ]フ 10

TEL0258 39 3130 FAX0258 39 3127
9:00～ 18:KXl

日

産地純正食品 無農薬野菜 特別牛7L 生活雑貨

直送品 無料個人宅配専門店 発送有 ①

美と健康の店1貨単 〔〒9470021〕 新潟県小千谷市本町 ]フ 5

TEL0258 83 2750 FAX0258 83 4859
101∞ ～ 19:lXl

年中無休
自然食品 健康食品 シヤボン玉石けん官足法足反

射区療法 整体バランス活1生療法 ①

群馬マクロピオティック
セ ン タ ー MA tt NA

〔〒3700847〕 群馬県高崎市和田田]フ 13

TEL0273-22‐ 5484
∞10 i lXl～ 211

月
図書、食品、料理教室、陰陽勉強会 食事相談 健

康相談 ①
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ボ
館

一
贔

一
食

一̈
マ
●

〔〒37411123〕 館林市大手町616
TELl1276 75 2922 FAX0276 75 2923 り:TI言li撃

自然食品、マクロピオティック食材、健康食品、有
機野菜、化粧品、生活雑貨、配達あり

今
↓

店商
一諄須

〔〒3761X153〕 群馬県桐生市東久方町2621
TEL0277 44 5733

9:∞‐
～
4:“

| 1日 ‐‐ 純正食品、図書 自然酒、無添加ワイン、料理教室 a

宮 前 薬 局 上 原 店
〔〒378∞ 51〕 群馬県沼田市上原町180122
TEL0278-24-3678

81111～ 20:CXl
日

漢方薬、カイロプラクテイック併設
（
↓

Ｅ
恵

０Ｈ
理

Ｓ
麻

〔〒3792123〕 群馬県前橋市山王町 22510
TEυ FAX027 266 5334(山 王病院より西徒歩 1分 )

∞‐９
木レお

自然食品 無晨薬野菜 天然酵母バン 化粧品 配

達 料理教室 カフェ
今
↓

店
堂

品食

友

然自

三
(〒 37]C l11 6〕 群馬県前橋市城東町4102
TEυ AX027 232 2399

101∞ ～ 19:lXl

水 祝
オーサワジャバン商品 米雑穀等 アレルギー対策

食品 全国宅配
〈
↓

エ
フ

フ

イ

帥

ラ

菜

一

＆

リ

品

ト額
ン

自

カ
〔〒3700002〕 群馬県高崎市日高町3561
TEυ FAX027 364 0360

10:lXl～ 19 11Xl

(ラ ンチは1lim～ )金 土
ビーガン対応の食事 (持 ち帰り可)自 然食品 全
粒粉バン ケーキ 書籍、料理教室 他

〈
↓

彗 菫 フ ア ー ム 〔〒3730846〕 群馬県太田市中根町801

TEυ F想0276318850
10 ilX～ 19:lXl

不定休
自然農法農産品 玄米 地粉 そば粉 野菜 調味
料 豆腐 天然酵母バン

〈
↓

古 代 米 浦 部 農 園
〔〒3751X142〕 群馬県藤岡市鮎川337番地
TEL0274 23 8770 FAX0274 23 8970

8:∞ ～ 17:311
土 日

」AS認証有機栽培の古代米各種、特殊米、玄米

専門生産販売震家。 1個 から全国発送。
〈
↓

北軽井沢 癒しをいざなう
宿 ・グ ル シ ャ ン・

〔〒377-1411〕 群馬県吾妻部長野原町応桑 1544988
TEL7FAX0279 85 2329

北軽井沢の自然の中で癒 しの時を過こしにいらっし

ゃいませんか ? 穀物菜食料理。

栃木自然食 セ ンター
オ  ア  シ  ス

〔〒3280017〕 栃木県栃木市錦町143
TEυ FAX0282 22 1044

∞‐９
祝

”∞
Ｂ

健康食品、化粧品 衣類、野菜、雑貨、書籍、カイ
ロプラティック

ハ
↓
．

安 心な た ぺ も の 屋 さん
〔〒3200838〕 栃木県宇都宮市吉野214
TEL028 636 3063 FAX028 636 3692

∞‐９
祝

”∞
日

オーサ ワ商 品  野 菜 バ ンか ら雑貨 本 ま で 約

2∞0品目。売出年 4回。通販あり。
（
‘

法

う

懸

く

自
房
＆

然
室

自
教理

一
料

〔〒3293446〕 栃木県那須郡那須町沼野丼 626
TEL/FAX0287 75 210]htp:11… 20 0038 net ku u ■‐撃II。

:∞ 料理教室 植物自然療法 ソフ トカイロ 環境風水
鑑定 オーサワジャバン全商品 自然農法野菜

０
こ

自然 食 品 の店  こ こ ち
〔〒3270832〕 栃木県佐野市植上町13024
TEL0283 21 5636 FAX0283 21 5658 師 粘跨:¶

自然食品全般 健康食品 自然化粧品 書籍
天然酵母バン 生活雑貨

今
も

セ■フテイ■シヨツプ
ベなま

〔〒3270843〕 栃木県佐野市堀米町1771
TEL0283 22 826]FAX0283 21 6935 ■ドで .1撃 自然食品全般 生活雑貨 C

食|の 提 案 ス ペ ー ス
ミ  レ  ッ  ト

〔〒310085]〕 茨城県水戸市千波町2995
ヴィラフィオーレ101 TEυ FAX029 24 6]12 I磐

'#:曽

オーサワ商品 バン 豆腐 雑貨 化粧品
ランチ ]1:30～ 料理教室第 3 4火 第 4土

´
こ

く く 房らら
〔〒3114141〕 茨城県水戸市赤塚]1 ミオスタワーlF
TEL029-309-5353

10,CKl～ 20 ilXl

l■  日‐
枇杷葉温圧 オーサワジャバン商品 オーガニック
化粧品 健康食品 雑貨 書籍 他

´
こ

店
ク一

の
ワ

品

ツ食琳
然

クン

自

ミ
〔〒3120041〕 ひたちなか市表町1411
TEL029‐ 274-3758

10:∞ ～ 18:lXl~日
祝

オーサワ商品  フェア トレー ド商品 天然系 100%
無添加日用品の提案

冷
‘

自 然 食 品  イ ナ バ
〔〒3060013〕 茨城県古河市東本033514
TEL0280‐ 32-1543

9:∞ ～ 201∞
月

C図書、オーサ ワジ ヤ品食”
他

¨

赫

□
商

ク

ン

マ
パ

（
↓

健康と美容を考えたカフェ
マ ク ロ ピ 生 活

〔〒3160001〕 茨城県日立市諏訪町11810
TEL7FAX0294 33 2424

10:∞ ～ 18:∞
祝

カフェ 自家焙煎珈琲豆 オーガニック食品
マクロスイーツ &天然酵母バン 料理教室他

ハ
も

舎水山
〔〒316 Cl126〕 茨城県日立市みかの原町 1卜 2

TEL0294 53 6863
10 1 1Xl～ 19:CKl

日
オーサワジャバン商品 I14理 教室 書籍 バン
フエアドレードの食品と雑貨 輸入雑貨 他

（
も

堂陽太
〔〒3430025〕 埼玉県越谷市大沢4105
TEL048-962-3479

9100～ 2Cl:∞
日

純正食品、野菜、自然化粧品、書籍、料理教室
（
も

店

Ｊ
売
場

直

市
の

の

畑

き
き
ん

ん
ヂ

げ
ｒ

〔〒3430807〕 埼玉県越谷市赤山町 1963
TEヒ048-967-2888

10 1 CXl～ 19:00
年中無休

産地直送玄米の専門店 (分 づき可)各 種 自然食品

取扱 生産者の直売市開催中 HPも有
（
ι

院格

”

骨
整

堂
均

勢

”

姿 〔〒3400011〕 埼玉県草加市栄町 2113201
TEL048 932 6196

91∞ ～ 19:lXl
水曜午後休み

怪我の リブヽビリ 病気治療、体型 体質改善
21世紀の気功系手技療法です。

大 橋 自 然 食
〔〒3501109〕 埼玉県川越市霞ヶ関北 42217
TEL0492 32 9“ 5

9 i CKl～ 19 1 CXl

日
無農薬野菜、食品、図書 化粧品、配達、地方発送、

料理教室
（
↓

川 越 自 然 食 品
〔〒350 CC63〕 埼玉県川越市幸町810
TEL049 224 1126/Fお く0492264577

10:Otl～ 19 i lX3

土

昭和 45年創業 無低農薬野菜 無震薬有機米 天
然酵母バン 生鮮品 手造リケーキ 雑貨 化粧品

健康食品 産地直送品 地方発送可
①

お l」 あ ち ゃ ん の 店
〔〒35311105〕 埼玉県志木市幸町32310
TEυFAX048 476 4855

10,00～ 18:lXl

l l土
自然米 自然食品 天然酵母バン 生活雑貨
オーガニックコットン衣類 布ナプキン ○

リ レフ機
〔〒3550328〕 埼玉県比企郡」り1町大塚 ]3043
TEL0493 74 0971 FAX0493 74 3562 ll撃Ъl'|‐

"

配達地域 :東松山市、嵐山町、J劇 1町、滑り町、寄

居町、江南町、都幾川村、玉川村など ○

言響督彎%夕「
〔〒3鋼 0032〕 埼玉県春日部市備後東8477
TEL048-736-7008 ■1懸蛾‐‐1撃 自然食品 健康補助食品 有機野菜 雑貨類 食養

相談 整体治療院併設 ○

店
家

専
か

品食
な

撚
●

自
い

〔〒366111152〕 埼玉県深谷市上柴町西42816
TEυFAX048 573 1763 lll撃き

'1撃

自然食品、健康食品、無農薬野菜 米、バン、化粧

品、ヘナ、雑貨、書籍など ①

サンスマイルショップ 〔〒3580052〕 埼玉県入間郡大丼町苗間1]527
TEL049-264-1903 FAX049-264-1914 %機 無農薬お米、野菜豊富 1豆腐、バン、調味料、石け

ん、雑貨、化粧品など7fJど ○

に
店

だ

の

ら
食

か
然自い

森
し

の
さ

桜
や

〔〒3390052〕 埼玉県さいたま市岩槻区太田 2168東 武野田

線岩槻駅下車岩槻公園西側信号角 TEυ FAX048 749 5995
1011撃

英1:響
純正食品、無農薬有機野菜、化粧品雑貨書籍、フェ

アトレー ド商品、健康食品、配達、宅配 ①

オ ダ カ 自 然 食 品 店
〔〒339111157〕 埼玉県さいたま市岩槻区本町2丁 目丸山病院
そば TEυ FAX048 757 5463

0'tXl～ 19:EXl
土lBCIよ午後から)

(創業昭和 44年 )食事相談 自然食品 健康食品

その他全般 配達 発送可 ①

品
店な米

自

田

と米

須

お
０

〔〒357111133〕 埼玉県飯能市八幡町85
TEL0429 72 2326 FAX0429 73 6094

9:fKl～ 田 i lXl

日 祝
お米、オーサワジャバン商品全般、EM商品。

浄水器 備長炭 百年茶、アロエなど 400種。 ①

小 川 自 然 食 品 店
〔〒36211137〕 埼玉県上尾市上町2725
TEL048‐ 774-8504

10100～ 19:∞ オーサワジャバン商品、エバメール化粧品
健康相談 自然食品健康食品、バンキー取扱 ①

株 式 会 社  ヤ マ キ
〔〒3670311〕 埼玉県児玉郡神川町大字下阿久原 955
TEL0274-52-7070

8:30～ 17130
日 祝

(守 る自然残す自然)有機及び国産原料を使用 し天

然水で仕込んだ商品類調昧料類、豆腐類、漬物類他 C
本多由里恵ピューティ
ク リニ ック COSMOS

〔〒3670044〕 埼玉県本庄市見福3]219
TEL0495 22 0155 FAX0495 22 0150

10:lll～ 18

日 月
lll 三面美容「身体 肌

マリアンボレ化粧品、
Ｕ
可

ク

送
イ
発

メ

国全ヽ
唱

ヽ

提

品
の
食

Ｊ

然

心

自 C

0て ら さ き 建 食 材
〔〒3691202〕 埼玉県大里郡寄居町桜沢 11522
T∈ L04858]4968 FAX048 581フ 220

10:∞ ～ 18 1 1Xl

日 祝
オーサワジャバン全商品 書籍 健康グッズ サブ
リメント 食養 美容 (リ ンパ)相談

〈
↓

ス
店

ウ
本

八
沢

康
所

健
新

〔〒3591111〕 埼玉県所沢市緑町4720
TEL04-2925‐ 2551

101∞ ～ 19:∞
日

オーサワジャバン全商品 有機野菜 バン 生鮮商

品 生活雑貨 書籍 サプリメン ト他
〈
↓

アロマテラピー専門店
ス ロ ー ハ ウ スCOCO

〔〒2993203〕 千葉県山武郡大網自里町四天木乙2574‐ 87
TEL0475‐ 77‐ 5363

9'CXl～ 21:lXl
祝日

オーサワジャバン全商品 アロマテラピー商品 バ
ッチフラワーレメディーズ 書籍

〈
↓
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|

〔〒264 11C l14〕 千葉市若葉区干城台西 ]3412
千葉都市モノレール千城台北駅徒歩 1分
TEL043 237 8131 FAX043 236 4255
htp:〃

―
sun re kenko com

llT親
:∞

創業 30年 自然健康食品店。天然塩、有機野菜、エ
コ雑貨、腰痛に効果的股関節ベル ト、イチョウ葉サ
ンを始めとしたサプ リ等 1800ア イテムの品揃え。

全国発送 OK、 年 4回セール実施

今
ふ

晨柔糧議稲 駿重 〔〒270‐ l l134〕 松戸市新松戸3]58ソ ミール新松戸 105
TEυFAX047 340 1021

9130～ 17:∞
自 祝

健康相談、医療講演、オーサワジャパン商品他 メタ
ボリックシン ドローム解消、デ トックスに関するもの

（
ι

自然食品の店 タンポポ
〔〒277‐ 0022〕 千葉県柏市泉町 657
TEL0471 67 1997

10:00～ 19 i lXl

第 2日 食品、無農薬野菜、食養 美容相談、各地発送 C
自 然 食 品 の 店
T A K A

〔〒2750011〕 千葉県習志野市大久保 41417
TEL047 4フ ト166]FAX047 471 1661

1l l lXl～ 19:∞
火 日

オーサワジャバン ムソー商品他アレルギー対応食
品 生活雑貨 書籍 自然食品 C

り 堂んあ

〔〒2860036〕 千葉県成田市加良部451
TEL0476 29 6153 FAX0476 29 6163
URL http l〃 homepage3● ty com/dlndげ

13:∞ ～ 18:lXl
土

不耕機 &無震薬のお米 無展薬の野菜 天然酵母パ
ン みそ 醤油 石鹸洗斉J 他。各種発送 &配達承
ります。毎月玄米菜食の勉強会 &健康相談有。

へ
ん

IKUKO   HERBS 〔〒2970213〕 千葉県長生部長柄町徳増806
TEL0475-35-1236

9:∞ ～ 211:∞
水

オーガニック食品、アロマテラピー製品、パッチフ
ラワーレメディ オーブリーオーガニクス、オーガ
ニックコットン ハープティー

①

ア レ グ リ ア 〔〒2720111〕 市川市妙興 3]112 東西線妙典駅 3分
TEυFAX047 306 0123

1030～ 18:∞
日 祝

0」 商品&く らしの模様くらしを楽しむ「済の会」
オリジナルプロポリスエキス&天然サプリメント ①

品
場

食
市

豪
の

健
も

然
ん

自
ほ

〔〒1040045〕 東京都中央区築地 2141
TEL03-5148-3383 10:00～ 18:∞ アンチエージンク向け健康食品

部
ｎ

薬

れ

倶́

含
Ｌ̈

然

一〇

自

一Ｑ
‘

〔〒 106‐ 0047〕 港区南麻布 515‐ 27田中広尾ビル 6階
TEL03-5739-1814

10100～ 18:00
上 日 祝

自然食品 サプリメン ト 書籍 フラワー
エッセンス他 ○

き̈』ぐおい錦ら螺あ
〔〒]500002〕 目黒区目黒本町3 19 3 TEL03 3794 1848
FAX03 3794 1850 http:″ 、、vvw ara guma nel com/

11‐ l lXl～ 20:fKl.1 
月

オーサワ商品 野菜 マ クロ食堂併設(1700～
2200)http:″ araguma exb o91p12

〈
↓
一

ナチ ユ|ラ ル マ ー ト
〔〒1500012〕 渋谷区広尾 5195 1F
TEL03 6408 2528 hup i〃 naturdmat ip/ l懇百乳

∞有機野菜、オーガニ ック輸入食品、玄米弁当
自然派コスメ オーガニ ックペ ッ トフー ド

（
●

バ|ン|プキ ン八 ウス 〔〒1]10036〕 台東区松が谷3106
TEL03 3841 6315 FAX03 3844 4034 ドぽ青鋒撃自然食品、無震薬野菜とお米、雑穀、化粧品健康補

助食品、バジャン好評、十穀 こ飯炊く
（‘

局
励動リエ．

一升
ふ難

る
未¨

佃
〔〒1620851〕 新宿区弁天町]435 大江戸線牛込柳町5分
TEL03-3203-2093  httplん ム́ハん～vtsubutsubu llD

:臨贔ぶ
雑穀レス トランと SHOP(通販 )。 セミナーの開催、
雑穀料理専門誌 FつぶつぶJ発行。

食
谷

菜

の

米
津

玄
根

＆店

ン

品

ラ

・食

ト

然

ス

自

レ
〔〒1130013〕 文京区根津 11]4 千代田線根津駅①
出□右tel徒 歩 1分  TEL03 3823 0030 FAX03 3823 0031

10:l10～ 2● ∞
日は 17:lXl～

レス トランは 1]130～ ]4:30(日 祭休)無農薬
有機野菜 無添加食品全般雑貨、化粧品、

手作リケーキ豊富な品揃
Э

あ

場

じ

市

ろ

然由
Ｈ
こえ

〔〒 145‐ 0071〕 大田区田園調布 1620
TEL03‐37226476/お客様専用 0120404421

∞
∞

¨
¨

‐０
田

」尽 有機震産物を中心に安全 安心な商品が約
15111ア イテム htip l/′、、

～
、、v d eco o9a com Э

自 然 農 場  ま ほ ろ ば
〔〒 143-0016〕 大田区大森北 512
TEL/=嶋337685275

∞“
祝

一
月

期
辟

元気しヽ つばいの旬の野菜や元気なお米他 石けん
等々

（
↓

リ マ 東 北 沢 店
〔〒 151‐ 0065〕 渋谷区大山町 1]5(]F)
TEL03 3465 5021 =転0334655022

10:00～ 19 1 1Xl

正月を除く年中無休

日本 CI協 会食品事業部無添lll 純正マクロビオテ
ィック食品約 600品 目。無震薬有機栽培の野菜 果

物 米 雑穀。天然酵母バン多種。天然にがり豆腐。
手づくり冷凍惣菜。圧力鍋 土鍋 浄水器アルティ
マ 肌着 タオル 絹製品。自然素材の生活雑貨各
種。

C

海 の 精 株 式 会 社
〔〒1600023〕 新宿区西新宿7229
TEL03 3227 5601 FAX03 3227 5602

91111～ 17:∞
土 日 祝

自然海塩「海の精」の生産販売と「海の精Jを用し
た醤油、味n曽 、梅干、漬物などの開発販売。

経堂 自然食 品 セ ン ター
〔〒1560052〕 世田谷区経堂 237
TEL03 3428 9555 FAX03 3706 9252

10:lXl～ 20 i lXl

毎月 ]日
自然栽培米 野菜等 惣菜 JAS有 機野菜等、オー

サワジャバン商品、各種配送承 ります。 C
ブ

一
νガ

・ズシ
カ

”
ン

切
ウ

九
ラ

ナ
プ

(〒 1660003〕 杉並区高円寺南3606
TEL03-3316-3162  http:′ フヽぃ、～v rakuten co lp/b「 Sugar

∞”
祝

”
日

Ⅷ
士

オーサワ商品 自然農法米 ソくン 調味料 お菓子
生活雑貨 書籍 他 C

自然食橿品店 グル ッペ

本         店
〔〒1670051〕 杉並区荻窪 5275
TEL03 3398 7427 FAX03 3398 8651

9:∞ ～19:30
年末年始 夏期

無低農薬有機栽培野菜、果実、純正食品、自然食品
全般、生活雑貨、書籍、水廻 り上下水道等ホームサ
ービス等 9oyon kЮ 宅配、面白八百屋

○

く つ ろ ぎ 工 房
自 然 食 品 店

〔〒]68‐ 0064〕 杉並区水福25020103
TEυFAX03 3327 3383

∞ｒ

祝”
日

Ⅷ
〓

自然食品、無農薬有機栽培農産物 無添加生鮮食品、
天然酵母バン、雑貨、書籍他。ヨガ教室、料理教室開催。①

自・然食品と雑貨の店
こ―| |       ろ

〔〒 1670043〕 杉並区上荻 12421 協立ビル lF
TEL03 3392 5911 荻窪駅北口下車青梅街道沿しヽ PI撃富1響 i" オーサワ商品 野菜 生鮮品 バン 化粧品

野草茶 沖縄物産品 雑貨 ペ ッ トフー ド等 ○

暑鶴禁実轟ふ3客様〔〒 157-0073〕 世田谷区砧 5246
TE田3 3415 1663 FAX03 3415 1485 」ヽ田急線祖師谷大蔵 11管|ミ|"

オーサワ商品 野菜 生鮮食品 生活雑貨 健康相
談  htp i″ぃAへ″tayOu00日 rOba colp ○

健 康 綜含 諄 発株 式 会 社
〔〒160∞22〕 新宿区新宿541新宿Qフ ラットビル301

TEL03 3354 3948 hip ll… kenkOSOgO lp 1ど■L撃
マスタークック土鍋、ガスマ ッ ト 土びん、理想の

寝具パシーマ、健康食品、全国発送 ①

=‐

熙1墨甚ンタニ〔〒 1620044〕 新宿区喜久井町 51 地下鉄東西線早稲田駅
夏目坂□ TEL03 3202 9611 :|ヤ現‐∞

オーサワ商品 野菜 雑貨等。カタログ誌有。
htp://ぃ′vv、v bunlsho n colp/Wased″ ○

F,LT鵬晶重薦芝雷
〔テ 169‐ 0075〕 新宿区高田馬場 124J4加 藤ビル 3F
TEL7FAX03 3205 0495
」R高田馬場駅徒歩 3分 (加藤眼科のビル )

絨講馨
八 り治療 姿勢のゆがみ、健康相談。「患者と家族
の気功 操体法教室」「お灸  温灸講座Jく 操体法
をエスペラン トで世界へ >

赤 と う が ら し
〔〒 1フ00003〕 豊島区駒込 ]288
TE 03‐ 3947‐ 8121

11:lXl～ 19 1 1Xl

日 :祝
オーサワジャバン全商品 無震薬有機野菜 食品
化粧品 雑貨 本駅から歩しヽて 0分 ○

富 士 見 台 自 然 食 品 店
〔〒]76‐ 002]〕 練馬区貫丼314-16
TEL03-3990‐ 6773

9 1Xl～ 19:∞
日

自然農法食品 野菜、化粧品、図書 ①

村然自
〔〒l η 0051〕 練馬区関町北233-12
TEL03 5927 7787西 武新宿線「武蔵関J駅南口歩3分

10 i lXl～ 19 1 1Xl

日
無 低震薬野菜、自然食品、生活雑貨、化粧品、本
等 月末の金土はセール お近 くは配達無料 ①

身体と心のウルトラサポー
タ ー 0 デ ポ ル

〔〒1760025〕 練馬区中村南331フ 2階
TEL03-3998‐ 0968 FAX03-3998‐ 0964

10:∞ ～ 17130
(要予約)

水 日 祝

自分で浄血できる「手動式プハンJの通販とtD 買
女の再生の為のカウンセリング講座

く

らうわ贅プ
ゎ

一シカ
０
リ

(〒 136111174〕 江東区東砂31626
TEL03 3644 6401 FAX03 3644 6403

10:lXl～ a l lxl

火 祝
地酒 銘醸ワイン 本格焼酎 ベルギービール

自然食品 htp 11… nommle‐ p
（
↓

ク
会

ツ
協

イ
ス

テ
ク

ス

ツ

ホ
デ

〔〒1800022)東 京都武蔵野市境4515
TEL/FAX042 387 5974

10 i lXl～ 17:lll
日 月 祝

20年 に亘る世界の伝承医学研究をもとにしたデ ト
ックス (毒素″1出)法の通信講座を開講中

村さや
〔〒181-0013〕 三鷹市下連雀3625坂本ビル lF

TEL0422 47 6639
101∞ ～ 191∞

日
有機野菜、無震薬米、天然酵母バン、生鮮食品、生

活雑貨、自然化粧品、海の素 他
〈
↓

品
社粧絵

化
株然

ル
自
レ

マ角
リ
ナ

〔〒1870∞ 4〕 」ヽ平市天神町 1232C 東京本部
物流センター TEL042 344 1770 FAX042 344 4177

9 i CIIl～ 17:311
日.祝

(土 |ま不定体)

リマ自然化粧品卸販売 しヽんやん倶楽部の愛情シ
リーズア トピーアレルギー対策卸販売
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店

ナ
の

マ

品
平

食然
「

自
０

〔〒1870041〕 小平市美園町1331
TEL042-341-2908

w100～ 211i∞
■ 土

自然食品 健康食品 有機農法野菜 化粧品 アレ

ルギー対応食品菓子 生鮮食品 宅配 0

言轟墓晶撃轟香
紀ノ自屋斜め前のビル

〔〒 1860002〕 国立市東 11617ポポロビル地下―階
下リエスカレーター右側
TEυFAX042 572 2500

101∞ ～ 19:KXl
第 3火

正月は 4日より

オーサワ商品 自然健康食品 化粧品 備長炭 お

茶 調味料 ア トピー対応 OS工業シジュウム全商

品 リフレクソロジー 全国宅配
①

JAPAN蒼玄 MBF■  ■

黎鷲∬
〔〒1920054〕 東京都八王子市小門町202
TEL042 625 0096(代 )FAX042 627 0923
〔〒9650832〕 福島県会津若松市天神町1411
TEL FAX0242 29 8116
〔〒38卜 0021〕 長野県長野市屋島 1769

TEL026 222 7345 FAX026 222 7816

10:∞ ～ 19:lXl
日

懐石 11:lXl～ 1411Xl

lフ i lll～ 21100

半断食後、懐石料
理送ります   .

草農法栽培による時季収穫野菜と安心食材を使用 し

た懐石料理。御節句懐石、精進お節料理他。料理長
によるパーティー出張料理受注中。 (通 いで行える

半断食後 日には懐石料理がこ自宅へ直送 )。 料理教

室 (月 2回 )。 草農法栽培 (動物の肥料は一切施 し

てお りません)野菜 お豆腐、漬物セ ッ トなど会員

限定産直便が好評です。

（
Ａ

イノチの種澤ハ
=手

店
〔〒1930833〕 八王子市めじろ台4125
TEL0426 63 591l FAX0426 66 4622

京王高尾線めじろ台駅より歩3分

10∞ ～18:30
日 第3走

オーサワジャバン全商品、無農薬朝どり野菜、認.I

有機玄米、天然酵母バン、健康食品、衣料品、パイ
ウォーターなど。

へ
じ

∽ ドリームビジ|=|ン
〔〒2020023〕 西東京市新町5520
TEL0422-36‐ 2055

9:∞ ～19:tll 自然化粧品等の通信販売及び卸販売

八 丈 自 然 ‐館
〔〒1001401〕 八丈島八丈町大賀郷7590
TEL04996-21800

9:CXl～ 211:fXl

祝
真空浄血療法、自然食品販売

〈
↓

樹 井 の 胡 麻油株式会 社
〔〒2210053〕 横浜市神奈川区橋本町2126
TEL045 44卜2033 Fだく0454412037

9100～ 17:∽
土 El祝

良質な黒こまを圧搾法で搾つた純正黒胡麻油「無量
寿」無添加 無香料の自然な風味

（
↓

マ ニ ホ ー ジ ュ
鰈 食レストラン&販売)

〔〒2591325〕 秦野市荻が丘 841
TEL0463 89 3831hip:〃 homepaqe3 n tycom/ma面 holu

10:00～ 17:Clll 
年中無休

毎月 4コ ースの料理教室開催 ランチ お弁当
コース料理もすべて予約制でお待ち しています /

（
●

マ マ キ ッ チ ン
心と身体 と環境の超健康
革 命 で 強 運 を 作 る ′

〔〒24卜0824〕 横浜市旭区南希望が丘 2

TEL045 363 0846 F継0453630847
南口よリバス通り信号 2つ 目左折 200m角

,:30～ 18:30
1‐ 水 日
1相鉄線希望が丘

オーサワジヤバン商品 輸入冷凍食品 食べ方ワ出

し方ワセミナー随時

'安
くてきれいで幸せ若返 り研

究会 ,コ ーヒー腸内洗浄取扱店

（
↓

す こ や か 広 場

〔〒 244111103)横 浜市戸塚区戸塚町 118山 ロビル lF
」R戸塚駅西日徒歩約 5分
TEL045-881フ636 FAX045-8812772
http:〃 sukoyakah roba com

10,‐ lXD～ 19 i Cll

ll日 祝
1戸塚図書館そば

オーサワジャバン全商品 野菜、天然酵母バン、食

器 衣類 生活雑貨 図書、通信販売、近隣区内無

料配達、売出 しは毎月です。

E mal i sato@sukoyakahroba cOm

宮

健晟薬局保土ヶ谷駅ビル店
IR保 土 ヶ 谷 駅 西 日 Fヽ

〔〒 2400023〕 横浜市保土ヶ谷区岩井町 トフ
TEL045 337 2228 ■ヽ 0453353896

¨
一

ｔ
〓

オーナーは生薬漢方認定薬剤師 保険調剤 健康食

品 自然化粧品 精油全国発送可

今
↓

マクロピオティック&自然
食品のお店ナチュラン ド

〔〒2230062〕 横浜市港北区日吉本田1338
TEL045 564 8351 ■ヽ 0455648352

10■ lXl～ 20 1 1Xl
l年中無体

玄米菜食 レス トラン (食事 お茶、手作 リデザー ト

等)、 自然食品販売 陶芸ア トリエ有り
（
●

アー スママ ショップ 〔〒2470006〕 横浜市栄区笠間 1211
TEυFAX045 893 8965 大船駅笠間口徒歩 2分

1l i lXl～ 19100
年末年始以外無体

自然食品 自然療法の器具 エコ雑貨 毒性ゼロの

シヤンプー 化粧品 全国発送可。
（
↓

洞陽陰
〔〒2490006〕 逗子市逗子 7158
TEttЭ468-73‐ 7137 FAX0468-71-4383

10 i lXl～ 19 1 1Xl

日
食品、無震薬野菜、豆腐、化粧品 食養相談、配達 〈

↓

K A YA本  ‐店
〔〒2280024〕 座間市入谷426139
TEL0462 55 9326 F～ ぐ0462573664

∞
日

‐９
期

一
夏

回
戦

無農薬有機野菜 伝承自然食品健食雑貨全般
全国宅配有 宅配料害」安 宅配害」引セール有

〈
↓

やろこま
〔〒2500003〕 小田原市東町395
TEL0465‐ 34-9612

]3:lXl～ 17:∞
日 月

純正食品、C図書
（
↓

0く すり■1菫1鶴
〔〒2540013〕 平塚市田村73020
TEυFAX0463 53 2683

91311～ 20100
日

医薬品、健康食品、リスブラン化粧品、足心道
健康指導教室、食品

（
↓

岬吊

哺

食
ス

康
ル

健

ヘ

〔〒 2420021〕 大和市中央 5142あ すろ―どパーキングビル

103(大 和警察署 2軒隣のビル lF)
相鉄線 小田急江ノ島線大和駅から徒歩 4分
TEL046 262 0020 ■滋 046 262 5968 htip l〃 、

～
、vw hrh co p

10100～ ]9100
日

断食と食養及び健康補助食品によ リベーチエッ ト病

を克服。生き方を変え S49年 創業。OJ商品多数、

自然食品、有機野菜、エバメール化粧品、食養健康

相談、通販、毎月「日曜を除く月末の 5日 間J特売

（
↓

やなか
〔〒2480014〕 鎌倉市由比が浜3947
TEL0467 24 0664 FハX0467237264

9:311～ 18:∞
土

有機野菜 果物、自然派化粧品、無料配達 (横須賀
茅ケ崎、藤沢、戸塚)

ハ
も

店
プ

お

ツ

の

ヨ

品露
シ

然

ン

自
サ

〔〒2560816〕 小田原市酒匂1054 市場内
TEL0465 47 0558 FAX0465 47 0611

8:30～ 17:00
日 祝

マクロビオティック食品等、配達あり、地方発送も
あり、http:|■

…
sunshop col″ 〇

マ ル ナ カ 薬 局
〔〒4030004〕 山梨県富士吉田市下吉田251

TEЮ555 22 02Cll

9:Xl～ 21:lXl
第24日 漢方薬、健康相談、リスブラン化粧品、食品 ①

自 然 食 品 有 機 村
〔〒 411110065〕 山梨県甲府市貢川 13]8
TEL055 222 1872 htp l″ vvヽ～

wll pha o可 ヴu Юmur″
10111～ 19100
■ 年中無体

自然食品全般 オーガニツクコッ トン ロ然

化粧品 書籍 文具 CD 生活雑貨 ①

輔 光 彩 工 芸
〔〒4070104〕 山梨県北巨摩郡双葉町竜地3049

TEL0551‐ 284181 :11ll':IXl 買金属装身具

ク

ス

］

″

イ
ォ

カ
クリ

ツ
エ

ィ

ウ
テ

〔〒4081X102〕 山梨県北杜市高根町村山北割 10983
TEL0551 47 4585 htp:|=… u chiro com l炒 i∞

八 ヶ岳南麓にあるマクロビオテ ィックを基本に し

た、代替療法の専門施設。滞在型の療養プログラム

あ り。
①

中 央 調 剤 薬 局
〔〒40]0015〕 山梨県大月市大月町花咲 12643
TEL0554 22 3325 FAX0554 20 1125 皇響

「
謡鼻

大月市立中央病院前.調剤薬局、シユタイナー関連

商品、純正食品、生活雑貨 医薬品、書籍 ①

河 口澤 アルカンシェー ル
〔〒4010305〕 山梨県南都留郡富士河□湖町大石24982
TEL0555-76-6662 =滋0555-76-6682

3:lXl～ 2Cl i lXl

l年中無休
マクロ食の宿泊施設。1泊 朝食付 8,900円 。

松花堂 3,780円会席 5,250円。半断食他 ①

ア ト ビ ー 母 の 会
は は こ こ ろ

〔〒3800803〕 長野県長野市三輪]2511
TEυ FAX026-259-1151

10:00～ 18:∞
日 視

オーサワジャバン パン 米 野菜 化粧品 フラ

ワーエ ッセンス 森修焼 本 他自然食 ①

う か い 動 物 病 院
日本動物病院会指定病院

〔〒381-0021〕 長野県小諸市甲32322
TEL0267-24-8600

9:∞ ～ 19 i lXl

月
オーサワ商品取扱い マクロを主体とした自然療
法、手作リフー ド、メディカルアロマ ①

ア占り甲三鷲rl農
〔〒3860042〕 長野県上田市上塩尻4541
1EL0268 21 4187 FAX0268 21 4188

1l i lXl～ 18:∞
日 月 木

オーサワジヤバン商品、天然酵母バン、雑貨、花と

マクロビオティック料理教室 C

りどんの
〔〒3861]02〕 長野県上田市上田原8761
TEL0268-26-9355

9 1 1Xl～ 17:∞
日 祝

オーサワジャバン商品 根を守る核酸有機肥料 核

酸 &キ レー ト酸素食品 無農薬野菜
〈
ι

じねんや軽井沢パイパス店
〔〒389011]〕 長野県北佐久郡軽井沢町長倉27331
TEL0267-46-2476

10:∞ ～]8:∞
不定体

玄米 雑穀 有機野菜を使つたオーガニック マク
ロビオティックレス トランと□八スショップ

〈
↓

彎
●
ウ

品食
八

然

‐

自

ｍ

〔〒3998301〕 長野県南安曇郡穂高町有明 37552日あづみ野
社中内 amブ ウヽス TEL0263 81 5060 FAX0263 81 5061

9 1 CXl～ 21:lXl
年中無休

オーサワ商品、自然食品全般、雑貨、肥料、環境浄

化用品、鉱泉イオンパック &ピー リング
〈
↓

自 然 食 品 エ
ー
味1議 1租

〔〒4370063〕 静岡県袋丼市田田127]
TEL0538-鋼 -2107

硼
釧

”‐
朔

∞
盆

１０
日

無農薬野菜  自然食品

健康教室 バイタルチェック
〈
ι

場
う

●
ぱ

」
う

一．
ひう

寧
そや

野
＜

〔〒4370127〕 静岡県袋丼市可睡の社41
TEL0538-48-8002 FAX0538 48-8052

∞” ‐８

肺

∞ 無農薬野菜、自然食品、生活雑貨、書籍。野草こど

も診療所の診察室の語らいから生まれました。
〈
ι

フ
イ

・イ

ル

ラ

モ

然

ス

自

コ
〔〒4338117〕 浜松市高丘東4261
TEL053‐ 438‐ 8323

10:Oll～ 18:∞
月

無農薬野菜、自然食品、オーサワジャバン商品、料

理教室、配達
〈
↓
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薦∬
`ヂ

占晃撃書〔〒413m"〕 熱海市伊豆山 1∞2
TEL0557 80 2101(代 表 ) 響聰 甲「宿便とり」半断食 拡大な施設と20年の歴史「指

導者養成」  道場開設自立営業の人に
〈
●

番」ご∫ピゝ狸
〔〒4130232〕 静岡県伊東市八幡野 1737
TEL0557 54-llll]l FAX0557-540110

7130■ 211i3tl

年中無休
断食療法 食事療法 物理療法など総合的な健康づ
くりの場。資料を無料で郵送 します。

〈
↓

膚

ン

轟

一

食

・
グ

然
士

自
菫

〔〒4180061〕 静岡県富士宮市Jヒ町413
TEL05“ 223741(ニコニコミナヨイ)

∞‐‐８
祝

”
，

∞
日

リマ ク ッキング富士宮校 (毎月第 ]水 ―初級、第
2水 ―中級、第 3水 ―上級)食品、野菜

〈
↓

ヤリナ一
ヽカ

〔〒4200842〕 静岡県静岡市銭座町 681
TEL054‐ 247-8754

10:0～ 19:00
年中無体 有機野菜、食品

〈
ん

畷
一一

一
・

シ

・

ク

ニ

レセ
サ

〔〒421042]〕 静岡県牧之原市fIB江 1487]
TEL0548 24 1414 FAX0548 24 1415

10:00～ 19:∞
水曜定休

有機無農薬野菜、自然食品、化粧品、選び抜かれた
商品を扱 っています。

（
ι

藩職 響賢■櫂
〔〒4360064〕 静岡県掛り市北門 125
TEL0537-22-8115

91∞ ～221111
不定体

整体 気功 痩身 アロマテラピー フラワーエッ
センス 各種自然療法 健康食品

へ
ん

自 然 食 品 り|■|フ
〔〒4100882〕 静岡県沼津市町方町 43
TEυFAX055 963 4888

9:∞ ～ 18:lXl

不定休
無農薬農業物、自然食品、オーサワジャバン
エバメール、浄水器 海洋保全活動グッツ C

薦
ダ

つ
一

品
シ

食

・

然自

ヨ
〔〒41]0848〕 静岡県三島市緑町32
TEL0559-75-0643 FAX0559‐ 75‐ 3208

8:30～ 19:∞
日

自然食品 健康食品 こだわり農産物 書籍
調理器具 料理講習会へのお誘しヽ ①

のびらわ
〔〒4240943〕 静岡県静岡市清水区港町 卜512
TEL0543-52-9649

10 1 CXl～ 18:∞
日

自然食品 化粧品 生活雑貨 有機野菜果物 天然
酵母バン 生鮮食品

（
▲

健康・自然食品 元氣界
社 団 法 人 佐 野療 術 院

〔〒4250033〕 静岡県焼津市Jり  36086
TEL054‐ 624-4246

8:∞ ～18:30 医食同源、あなたが家庭の名医にな りましょう。
難病、奇病にとりくむオーラ治療法。 ①

株伊勢吉  健幸事業部
〔〒4110912)静岡県駿東郡清水町卸団地 305
TEL055-9ア 1 0584 FAxo55 973-2038

9:30～ 18100
日 祝

日本 CI協会、健康食品 食器 シュタイナー関連
商品、介護用品 ①

一
ル

エ
ナ

一
シ

オ
ナ

ム

．タ
ェ

ン

総

イ
〔〒41300]1〕 静岡県熱海市田原本町 91
URL httpッ/ぃハハ″ntermoanet colp/

自然米  自然食品販売。岡田式健康法 (統合医療 )

による健康増進セミナー 料理教室。

気玄い
〔〒

“

20857〕 愛知県豊川市八幡町鐘鋳 247
TEL0533-86 5679 LAX0533-89‐ 1072

10 i tXl～ 19:∞
‐ 1月

マクロピオティック商品、野菜、
リメン ト イに粧品 オーガニッ

プサ
洒然

鮮

自

生
ヽ
ン

ン

イ

パ

ワ

Эス
＞店

ラ
橋

プ
豊

キ
気

ン
玄帥

グ
て

〔〒4400831〕 愛知県豊橋市西岩田 616]1
TEL0532 69 0655 FⅨ 0532 69 0656 http l″ 、

～
、vw genk shop colp

10:∞ ～a llXl
l  日

雑貨。発送配達有。波動測定 血流血液細胞演l定 (豊

橋店は針灸治療院も併設)

豊橋自維 品センター旧市
民 病  院 跡 地 前

〔〒4400897〕 愛知県豊橋市松葉町365
TEL0532‐ 54‐ 5876

9‐ :Cll～ 18:∞
1 日

オーサワジャバン全商品 バン 生鮮食品 生活雑
貨 書籍 免疫力強化食品 他 e

コ ジ マ フ ー ズ 〔〒45700]1〕 愛知県名古屋市南区呼続元町927
TEL052-821-8746

∞‐９
祝勝ト

自然震法米の販売 玄米餅 玄米粥、玄米こはん、
〔大豆、」ヽ豆、金時豆、黒豆〕の水煮等製造及び販売

寿 元 ナ 」 ヤ
〔〒4610004〕 名古屋市東区葵 3丁目 2311
」R 地下鉄千種駅 5番出日前
TEL052 935 2366 FAX052 935 2373

10011～ 17:∞
日 祝

マクロビオティック商品、純正食品、書籍、無 減
農薬野菜、天然酵母バン 生活用品
セミナーあり htp l■̈ 1l ocn nelp～ lugennゾ

〈
↓

ヘ ル シ ン グ あ い 〔〒4510031〕 愛知県名古屋市西区城西 21513
TEL052 602 5930 FAX052 602 5950

1011t～ 18 i llll

日 祝
無農薬有機栽培野菜 お米や天然酵母バン、本桶醤
油 etc。 喫茶では無農薬コーヒー、ランチをどうぞ ↓

自 然  食 8‐

「
0 〔〒4670807〕 愛知県名古屋市瑞穂区駒場町59

TEυ FAX052 842 5010 htp:″ vv、vw s_bOlp
91311～ 18:30

日
リマ クッキングスクール名古屋教室
マクロビオティック食材 書籍  雑貨他

〈
↓

皇雪書 9‐ |lf
〔〒 4フト0069〕 愛知県豊田市高原町 434
TEL0565-35-0238 ,ヽ0565-35-0216

10 1 Cll～ ]8:Oll

B
健康食品、無農薬野菜、化粧品、シルク生活雑貨、

浄活水器、書籍、純正食品

?ジ ■ル●11ち
〔〒4710806〕 愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂通り245
TEL052-8410146

91∞ ～ 19:∽
日

オーサワジャバン商品 バン 野菜 生鮮食品 生
活雑貨 絹製品 化粧品 書籍 他

〈
↓

ヘ ル シ ー メ・イ・|ト

〔〒440833〕 愛知県岡崎市柱曙 1丁目 1011
TEL0564 52 7000 FAX0564 52 7119
名古屋焼山店 名古屋市天自区焼山 TEL052 800‐ 3533

10:lXl～ 19:∞
月

無震薬野菜、食品、化粧品、自然酒、オーガニック
ワイン、衣料、雑貨、書籍、全国宅配 C

椋乃里 (ム クノサド)
〔〒4870005〕 愛知県春日丼市押沢台7101フ
TEL0568 91 0666 ■鍬 0568914445

∞

瑚
”
∞

∞

ｒ

‐０
鉗

高蔵寺ニュータウン内 超エネルギー水 活 取扱
店 無農薬野菜 食品 化粧品 森修焼 ①

チ ル チ ル ミ チ ル 〔〒4750924〕 愛知県半田市東郷町3391
TEL0569-221076

9:lXl～ 19:llll

日
自然農法野菜、自然食品、天然酵母バン、生活雑貨
自然化粧品、カフェあり、電話注文承 ります ①

働 ア ル テ ィ
〔〒4801154〕 愛知部長久手町塚田 1922番 地シェフォーム
エタニ ]F TEL/FAX0561 63 9799地 下鉄藤ケ丘駅

9:∞ ～ 18:∞
日 月 祝

鍼灸手技療法 母7じ 育児相談、プロポリス

健康自然食品、書籍、雑貨 ①

よ り安全で純正な食品の専
門店   和 楽

〔〒4910002〕 愛知県―宮市時之島丸先 212
時之島公民館の前 TEL0586 51 9559

硼

月
¨‐

錮

∞

ト

餌

第
オーサワジャバン商品など全国より厳選 した、安全
安心の、こだわり食品と雑貨 1800種。 O

キ

ん

一

や
ユ

ち
店

っ
の

あ

り
の
わ

酒
だこ

〔〒5060824〕 岐阜県高山市片野町 5228
TEL0577 32 5078 FAX0577 36]588

9 1 3tl～ Ю :lll

日:第 1 3水
オーサワジャバン商品 無農薬栽培野菜
オーガニ ック食品 雑貨 天然水 ①

果青
寧

藤
葉

加
湯の

社
ば

会
ゆ

相
生

〔〒5030836〕 岐阜県大垣市大丼田1451
TEL0584‐895776 剛瑚

”
水硼

一
オーサワジャバン全商品 生鮮食品 生活雑貨 書
籍 他 〇

棘 わ ら べ 村
〔〒505005]〕 岐阜県美濃力0茂市加茂野町鷹之巣342
TEヒ 0574-54-]355

9:llllん 18:∞
| 1第 2日

自然食品 無震薬野菜 生活雑貨 書籍、フェア ト
レー ド品 料理教室、イベン ト、通販あり。

一〇

Macrobi● tiqu●

お  か  あ  さ  ん
〔〒5060013〕 岐阜県高山市有楽B146S NGビ ル 2F
TEυFAX0577 35 1057

∞
日卜税

“
水

マクロピオティック食材、オーガニ ックコットンの
衣類、エコロジー雑貨 書籍 他 Э

モヒ輸 ノ ト
〔〒9100032〕 福丼県福丼市堀ノ宮 1803市内バスニ郎
丸団地下車 1分 第 2堀ノ宮下車 3分 TEL0776 21 3811

8:30～ 19 i llll

日
体質別食養指導、料理教室、試食会、自然食品、健
康食品 (プロポリス )、 波動測定

今
↓

米

や

機有

こ

品食

ね

然自

か
〔〒5]50075〕 二重県松阪市新町 830
TEL0598 2]2602 ■ヽ 0598 21 8799 http l/′ 、

～
、v、ve kanekoya com

9:30～ 19:fXl
日

有機米 天然酵母バン 有機野菜 豆腐 調昧料な
ど。基本の食生活を大切に考えている

〈
↓

僣 貴 山 断 食 道 場
〔〒6360832〕 奈良県生駒郡三郷町信貴山西2102
TEL0745-73-2507

毎年 1/21～ ν末日
のみ休み

断食または半断食と正食指導
案内書送呈、入場費 1泊 6,600円

か ん  と■|り・||い
〔〒 631-0002〕 奈良県奈良市東登美ヶ丘 4]65(東 登美ケ丘
5丁 ロバス停より徒歩 ]分 )

10:∞ ～19:∞
月

自然食品全般、あいがも農法米、無農薬 低震薬野
菜 果物、自然素材雑貨、石鹸、八―ブ

〈
↓

躍乃相 〔〒6380811〕 奈良県吉野郡大淀町土田38
10:00～ 18:∞

土 B 正食品 本 整体 マッサージ 楽 17e法
〈
↓

堪シ
う
一

一二●
テ

こ

スス

ん

ルへ
け

〔〒5200851〕 滋賀県大津市唐橋町 ]414
TEL077 537 3878 FAX077 537 4122

9:∞ ～ 20:∞
日

自然食品、漢方薬、鍼灸、操体法 （
↓

為舛一お
ピ

リ

ロク
ケ

マ
〔〒 5260831〕 滋賀県長浜市宮司町 45フ

TEL0120-298-564
∞‐９

日卜士
マクロピオティック商品中心に、免疫力を向上する
ためのいろいろのエッセンスを集約

〈
ι

ズ
々

一
●

フ
●

ル
（

ラ
ナ

ユチ

ナ

ナ

エ
〔〒6020934〕 京都市上京区新町通リー条上ルー条殿町4832
TEL075-431‐ 5005

10:CKl～ 19:∞
日

無農薬野菜 天然鮮魚 自然食品 オーサワジャパ
ン商品か ら生活関連雑貨まで。市内配達可

〈
↓

マクロピオティック京都
〔〒606810]〕 京都市左京区高野蓼原町77
TEL075-7114551

〈
↓

ヘ ル ス 伏 見
〔〒6128037〕 京都市伏見区lll山 町鍋島 フ
JR桃山駅西 50m TEL075 6]10337

10:00～ a:∞
日

純正食品 洗剤、無農薬野菜 〈
じ
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合
会

開
¨

協
し

活
う・離篠

平
頒

〔〒6128312〕 京都市伏見区津知橋町3901
TEЮ120-869-860 膵

生活再生支援 (悩み相談 無料)24時 間受付中
オーサワジャバン全商品 衣食住遊再生支援 / C

京部太楽 しぜんむ ら
ル マ 餞 実 店 舗

〔〒6168125〕 京都市右京区太秦組石町 101
太乗駅南側ホーム内 TEL075 873 3877

10:田 ■19:∞
日 祝 |

http : //M.binchotan.com !.le http : //M.rakuten
co.jp/uzumasa/ C)+XoJ E[#]X I C

ポ ケ ッ ト く ら ぶ 〔〒6038167〕 京都市北区小山西大野581
TEL075 415 1333 http i〃www pocket c ub colp

10:∞ ～18'∞
日 祝

オーサワ オルターなどのこだわり食品。日用品。
ヘナ染 C

ム ス ピ ガ |■ |デ |ン
〔〒5400021〕 大阪市中央区大手通227
TEL06‐ 6945-0618 FAX06-6910-6237

9:∞ ん 19:00
日 祝10:∞～17:m

↑だ体

自然食品全般 (無農薬野菜 調味料 書籍 鍋 玄

米弁当など)約 2000アイテム通信販売有 り

会協食正
〔〒5400021〕 大阪市中央区大手通227
TEL06-694]-7506

9:∞ ～ 18100
日

料理教室、本部講座、研究会、入門講座

家のぎむ
〔〒532-0002〕 大阪市淀川区東三国4175 1階
TE 06-6395-7806

∞‐８
日

”∞
土

純正食品、無農薬野菜、健康講習会、千坂式ミネラ
ル健康法 C

建ま晶 鷺肇鑢
〔〒533‐ 0033〕 大阪市東淀川区東中島 12012-414号
」R新大阪駅東日出て正面 ユニソーン新大阪キドビル4F414号  TED6 6326 6632

平日10:∞ ～ 19 1 1Xl

±10:∞ ～ 17:∞
取扱品自然食品 健康食品 自然派化粧品 浄水器
圧力鍋 書籍 日曜体 日 C

‘
う

．サ
一一

台
一

総
ヽ

報
で輔晨

健
健

〔〒5360005〕 大阪市城東区中央1824
TttL01 20-641441

10 i lXD～ 19 1 Cll

日 祝
ｍ
す

11… kenyu kan comにて全国こ注文承 lDま 〈
↓

光線治療院 ドレナ‐ ジュ
( 訪  闘  可  )

〔〒5620036〕 大阪府箕面市船場西卜1217
TEυO～く07271X18880

10 i lXl～ 20:∞
年中無休

光線治療  リンパ ドレナージュ

オーサワジャバン全商品 食育

薬然

配
目
宅

〈
ι

ナ チ ュ ラ ル フ ー ズ
グ   ラ   ン

〔〒5731111〕 大阪府枚方市楠葉朝日163
TEL072 855 01]4 http:″ Ⅵハハハ″nf 9ra n com

10:lll～ 1911111

日
野菜から食品全般 関連雑貨まで、高品質なものを

取揃えています。
（
↓

会
＞

究
英断博

ｍ
丸

阪
石

大
ぐ

〔〒5800022〕 大阪府松原市河合 263
TEL0723‐ 329293 看板な し

0 1 CIl～ 田 :CXl

l年中無体
操体法指導 します 〈

ふ

自然食品
と  や

安 全 な お米
根   つ

〔〒582-0009〕 大阪府柏原市大正3135
TEυ F′Ⅸ0729 72 0467 htp:11… ecoO ShOp com/

1000～ 20:lXl
第1・ 2 3日曜日

無農薬米 オルター生鮮食品他全商品 オーサワ全

商品 玄米料理教室 操体 自然農塾
（
↓

卜

一

”̈
も
オ

ペ食
ク警安

ワ
〔〒584111148〕 大阪府富田林市西板持町235
TEL0721‐ 34-2600  FAX0721-34-2777

9,00～ 19:lll.  自
無農薬野菜 鮮魚など安全なたべもの全般、代替医

療品 代替衣、住グッズなど 14000アイテム
（
し

か
屋

す
百

で
八

き
の

ん
き

げ
う

お
ゆ

〔〒584-lll192〕 大阪府富田林市1召利町1613
TEL0721-26-2619  FAX0721-26-3419

10 i llll～ 19:lXl
月

無震薬野菜 果物約 60品  米 天然酵母バン

健康自然食品全般 1500品 (全 国宅配 OK)
（
●

オーガニ ックプ ラ ス 〔〒590-0412〕 泉南郡熊取町紺屋223‐ 10

TEL0724 52 5641 FAX0724 52 574]
10:∞ ～18100
月 毎月 1日

自然食品全般 健康用品 健康講座 波動測定 フ

ッ トケア アロマスチームサウナ 他
（
↓

(名 )ア リモ ト黒壁の工房
しヽつぶくせんべい半月庵

〔〒679‐ 0104〕 兵庫県加西市常吉町字東畑 6479
TEL0790 47 2220 http:〃 ppuku com

9:∞ ～18:∞
IIIま神 絲

有機玄米せんべいづ くリー筋 50年 。有機 」AS認証
工場には、直売店も併設 しています。

喫茶 と自然食 品 の店
の  じ  ぎ  く

〔〒679-5301〕 兵庫県佐用郡佐用町円応寺 165

TEL0790 82 2171

8:00～ 19:∞
不定休

オーサワジャバン商品 抗酸化食品 AOB 化粧品
生活雑貨 図書コーナー 健康セミナー

（
↓

鋪gお Kthenマ クロ ピオ
テ ィ ッ ク 料 理 教 室

〔〒6580015〕 神戸市東灘区本山南町9845
TEL/■ヽ 0784319151

予約受付中です
こ連絡くださいΨ

アンチエイ ジ ン グ 1健康 で 美 しくク ッキ ン グ しま し

よつ｀
∨'匡mal ss ktchen@kcc zaq ne p

神 戸 ヘ ル ス プ|■ ズ 〔〒658‐ 0072〕 神戸市東灘区岡本卜772F
TEL/FAX078 453 1777

10:lXl～ 19:00
火 祝

オーサワ商品 野菜 バン 生鮮品 八―ブ&ア ロ
マ商品 バッチフラワー エコ雑貨

〈
↓

自然 食 品 の 店 ■向‐El■
〔〒690‐ 0064〕 島根県松江市天神町82
TEL0852‐ 26-3801  FAX0852 3卜4172

9:lXl～ 19:00
日 祝

無震薬野菜 天然酵母バン、自然食品、配達有、料
理教室、食養相談、健康セミナー

〈
↓

塩1・ 孟鳥|1警
〔〒7000824〕 岡山県岡山市内山下1]016
TEL086 234 9790 http i″ w゛ハ″wh tera com

10:∞ ～ 19:∞
火

自然食品 無農薬野菜 健食 エコ雑貨 自家製天

然酵母バン レス トラン 整体 ギャラリー
〈
↓

自 然 食 百 科 柿 101本 〔〒ア100132〕 岡山県倉敷市藤戸町天城2221
TEL086‐ 428-8227

9:∞ ～ 19 i Cll

日
無農薬野菜と自然食品豊富な品揃え配達有 （

↓

有 機 食 良 品 館
〔〒7000921〕 岡山市東古松443
TEL086‐ 221‐ 7155

91∞ ～19:∞
日 第3月

オーガニック無添加自然食品とマクロビオティック

ランチのお店
〈
↓

株式会社ビバ
ピパおはようショップ

〔〒7300806〕 広島市中区西十日市町 912
TEL082‐ 293-8321

9:∞ ～ 19 i llC

日 祝
健康自然食品 33年の実績と信頼。健康関連の食品

機器 グッズ 図書の販売 卸 し

実皆 C
〔〒7340007〕 広島県広島市南区皆実町 4112
TEヒ082-2552846 平賀佐和子

毎月第 4土例会、料理講習 PU勉強会

店

き
の品

さ

食加
め

添無

う

〔〒731-5127〕 広島県広島市佐伯区五日市 2925
TEヒ082‐ 922‐ 5228 FAX082-922‐ 4940

」R五日市駅北□徒歩 3分

10:lXl～ 19:llll

日 祝

オーサワジャバン全商品、野菜、自然食品全般
アレルギー対応食品、惣菜等。配達 配送。

天然酵母バン、自然化粧品、生活雑貨

〈
↓

有 限 会 社  ツ ル シ マ
〔〒747-0027〕 山口県防府市南松崎町54
TEL0835 22 0347 FAX0835 22 0316

∞
土

‐７
第眸＝

餌
日

鶴島純正自然食品販売元

健康学園、料理教室

フ
ルイ

朽
ラ
バ

レ
ス刀

・ク
ユ
ヮ

チ
蜂

ナ
ネ

〔〒683‐ 0851〕 鳥取県米子市夜見町3081]1
TEL0859 24 3833 FAX0859 24 3833

91∞
～

21:lXl
l 火

オーガニックレス トラン、自然食品、玄米、

ビオテック関連書籍、環境雑貨、調理器具、
ング教室、セミナーと講演

ロ

キ

ク

ツ

マ

ク （
↓

葉蓬 庵
〔〒 791‐ 8023〕 愛媛県松山市朝美 2827
TEL089‐ 924-2128

10:tXl～ 19 i CKl

・ 年中無体
予約制玄米食庵 玄米食料理教室 健康相談
天然コーボバン 千坂式健康法講習会

（
↓

ち ろ り ん 村
〔〒760-0073〕 香川県高松市栗林町31024
TEL0878‐ 37‐ 2976

10:∽ ～ 19:tXl
年中無体

無農薬野菜と自然食品、水にが り豆腐等豊富な品揃
え、宅配有

（
↓

自 然 食 品  ら び っ と
〔〒760‐ 0067〕 香川県高松市松福町179
TEL087 822 1539 HP:http:〃 w、vNv rabbに foods com

9:00～ 19:KKl

月
玄米食の普及 料理教室 母7L育 児相談、有機農法

玄米 (3分、5分、7分 、8分掲 )発送可
〈
↓

〔〒761‐ 80]5〕 高松市香西西町7

TEL087-881-2323 FAX087‐ 88]-8499
E mal:mukha/uan@matsumに h kaip

http:″ blog goo nelp/mukhayuan

8:45～ 17:∞
日 月

できるだけ歯を抜かない、削らない治療を実施。専
門の重度歯周病や虫歯など、完全治癒 予防を実現
するための指導にマクロビオティック料理教室やセ
ミナー、自律神経免疫療法、調和道丹田呼吸法、温
熱療法、整体等を採用。お手当、食養相談も受付。
歯科診療は完全自由診療です。お問しヽ合せ下さしヽ。

（
↓

SCHULE
シ ュ ー レ ,琴

〔〒ア700866〕 徳島県徳島市末広 2142
TEL088 653 640]htp lキ

…
schdeabeゎ

]0:lXl～ 19:KXl

水 祝
焼菓子、天然酵母バン、自然食品、製菓道具
教室 (穀物菜食料理、お菓子、バン作り)

〈
↓

サ ニ ー サ |イ ||||ド 〔〒8130042〕 福岡県福岡市東区舞松原 1817(東福岡自動
車学校そば)TEL092 681 0883 局ヽ く0926810815

10:KXl～ 18:30
水 祝(金は除く)

自然食品、無農薬玄米野菜、天然酵母バン、圧力鍋、

書籍、健康相談、月 1回サー ビスデー ↓

自然生活館 ■
=●

構
〔〒8110214〕 福岡県福岡市東区利自東22713
TEL092 608 951l FAX092 608 9512

(火～■)91∞ん
1911Xl

(8祝 )■ lXl～ 18ilXl

月 第 1日

自然食品全般 天然酵母バン 有機無農薬野菜 健
康食品 書籍 WELEDA化 粧品 ヘナ 他

（
↓

ン
．ン

ラト

チ
ス
一

レ

ツ

クツ
キ

二ガ

ナ
一オ

マ
〔〒8100015〕 福岡県福岡市中央区那の川 2930
(西鉄「平尾J駅より徒歩 3分)TEL092 525 4]47

9:∞ ～ 1フ :llCl
雑穀料理のランチ、スウィーツ、弁当、ケータ リン

グ、パーティ、料理教室、自然食品販売 ↓

アイリスオーガニック
テラス

〔〒8100062〕 福岡県福岡市中央区荒戸 341セ ン トラル西
笠食園2F TEL092 751 3005

∞
土

‐８
第眸＝

９

日
有機野菜 無農薬野菜 選び抜いた数多くの自然健

康食品 化粧品 月一回美容相談会 他 Э

63 O Macrobiotique 2007 .9



ク
グ””

オ

ア

‐クロピ中
マ
カ

〔〒810111173〕 福岡市中央区舞鶴193
TEL092-731-2122 11辮 |∽

マクロビオティックランチ ディナー、弁当
ケータリング、オリジナル穀物コーヒー販売

書
=1言

‐
1'1:干 |11 〔〒811]302〕 福岡県福岡市南区丼尻42123

TEL092 585-7477 Wヽ酪編繰1響
オーサワジャバン全商品 天然酵母バン フエア ト
レー ド マクロランチ 500円 ～コスメ e

書機●撚禽品|ゼンータ■
〔〒8130044〕 福岡県福岡市東区千早51319
TEυ FAX092 671 3534

櫛
■

■
祝

一

一

ｍ
日

自然食品、無農薬、有機栽培野菜、化粧品、生活雑

貨、書籍、天然酵母バン、他。 C
え こ ■わ■‐bl l● ■村

〔〒807]]31〕 福岡県北九州市八幡西区馬場山東 216
TEL0120 37 471l htp/ハ ハ́

^w ecowise colp

10:∞ ～191m 手技療法 波動測定 血流測定、自然食品、健康食
品、ビーバンジョア化粧品など約 21XI種 C

『
一ケ
・■詢一

こ
雑

〔〒8020042〕 福岡県北九州市小倉北区足立 2123
TEL093-922-4753

10:00～ 19;00
日 ‐■

自然食品、無農薬米騨菜果物、健康食品、出来たて
豆腐、天然酵母バン、 トルマリン製品

〈
ム

い廣 菫
〔〒8380018〕 福岡県朝倉市日向石 1202

TEL0946 25 031l FAX0946 25 1259
8:lXl～ 17 11Xl

土 日・祝
葛粉、蕨粉、その他澱粉各種、葛、蕨商品各種 (葛

湯、葛き り、蕨餅等 )

産 直 |や■1鷲|||||1簿
〔〒8390863〕 福岡県久留米市国分町2961
TEL0942 21 3130

9130～ 18:311
食糧品、無農薬無除草剤無化学肥料野菜、

地産地消地域型循環社会を目指 して。
（
も

筑紫自然食皐ヤンタ■ 〔〒8180072〕 福岡県筑紫野市二日市中央 488
TEυ FAX092 924 0238

10'CXl～ 18:30
土 日 祝

健康講座 料理教室 自然食ニュース 自然食品全
般 雑貨など (配達可 )

ハ
も

聴

糧

一の一草
書

知未
澄

〔〒8191616〕 福岡県糸島郡二丈町武35217
TEL092 325 0496 最寄駅筑肥線「―貴山J駅 5～ 7分

食養料理教室、陰陽のこと 生き方を考える。
純正食品、書籍、食養常備食品他販売。

（
も

漢方薬局HOな か05 〔〒8320824〕 福岡県潮剛 1市立花通 (西鉄初剛 1駅 より
歩いて 5分)TEL0944 72 1061

9100～ 19:∞
日 :第 2.4月

漢方薬 (煎 じ、エキス 末)、 純正食品、玄米
雑穀類、生活雑貨、食養補助食品、他

（
も

玄‐米 食 お ひ さ ま
網 理教室&レストラン)

〔〒8400811〕 佐賀県佐賀市柳町 43
T匡 L0952-28‐ 7883 FAX0952‐ 28‐ 7886

∞‐８
祝い日‐

自然食品 無晨薬有機野菜 玄米 調味料 お菓子
生活雑貨 書籍 化粧品 料理教室 ランチ

〈
も

ナチユラル フ アーム高田
〔〒8410076〕 佐賀県鳥栖市平田町3016
TEL0942-83‐ 0238 食品販売、配達

今
も

店

ス
の
ウ

品
ヽ

食然
ラ

自
Ｆ
テ

〔〒8528104〕 長崎県長崎市茂里田131坂上ビル lF

TEL095 841 7236 F継095‐ 8J7236
Ю:“

～
191∞

■1 日
無農薬野菜、健康食品、純正食品、アロマテラピー

マッサージ、酵母バン教室 ランチ。
今
↓

自 然 食 品 の 店
て ん ま る

〔〒8500017〕 長崎県長崎市新大工田J68 古賀ビル]F
TEL095‐ 820‐4057

101“～ 18:30
‐ ‐ 日

オーサワジャバン全商品 天然酵母バン

書籍 他食養相談
（
●

店

口早
臥

諫

一ケ
館

一然貯
日
本

〔〒8540012〕 長崎県諫早市本町210
TEヒ 0957 23 6670 http:″ w～vw sh zenkan net

lp l l10～ 19:K ll

ll  日
電気発芽器「発芽美人」、野菜、天然酵母バン 食器、

リマ CAC化 粧品、健康教室、通晰宅配
（
こ

自 然 食 品  和 み
〔〒8595117〕 長崎県平戸市魚の棚町 3115
TEL0950‐ 22‐ 5149 FAX0950‐ 22-5529

000～ 1830
‐

日
玄米、穀物、調味料、有機食品、埋設用炭素など環
境改善商品も多数あります。 Э

自然食 と有 機 野 菜 の店
帥  天  粧

〔〒8600854〕 熊本県熊本市東子飼町 35
子飼店 TEL096 343 4043 下通店TEL096 354 9161

9:00～ 19:C ll

日 盆 正月
有機野菜生産 &販売オリーブ自然化粧品
マクロビオテ ィック食事会 &勉強会宅配有

〈
↓

場
＞

Ｉ
年

腐
３

豆
応

品
農

食
業

部
創

岡
＜

〔〒861460]〕 熊本県上益城郡甲佐町岩下 143
TEL096-234-0447

ア:Oll～ 19:00
日

純正豆腐、食養研究会、焼豆腐のみそつけ 〈
↓

ビ オ 天 lt‐ 錦 ク 丘
〔〒8620912〕 熊本市錦ヶ丘 1416
TEL096-3746786 F想 096374‐ 67釧

1000～ 19:∞
木

有機野菜 マクロビオティック商品 言籍等家族て
マクロ楽しんでます 1遊びに来てね0

〈
↓

着
■

，
■

ｔ
ガ‐‐‐

らくな

ン

然自
ガ

〔〒8620926〕 熊本県熊本市保田窪2丁目25
TEυFAX096 385 5978

9∞ ～ 191∞
日 祝

純正食品、無農薬野菜、天然酵母バン、化粧品 書

籍、他。宅酉己可。料理教室、テルミー治療。
（
↓

螂■
●

の
倶

学医
燿

養食
玄

〔〒8620924〕 熊本県熊本市帯山 5231
TEL/F～く0963844064(要 予約)

食養医学と姓名学の相談を受け付けています
食養相談の予約 よTEL096 381 8711ま で

Pat『raF I■携〔〒8690502〕 熊本県宇城市松橋町松橋8601
TEL0964-33-3751  =獣 096433191フ

91011～ 18:30
年中無体

自然食品、健康補助食品、ジュポン化粧品、浄水器、各

種セラミック、小橋規賽男先生による健康セミナー
（
↓

ギ７

一・

ト

コ
ツ
品

工
食

イ
康

ダ
健

〔〒8691101〕 熊本県菊池郡菊陽町津久ネL27313
TEυ■黙 0962326571

91∞ ～ 17:00
日祝 第 2 4土

健康自然食品全般 書籍他。病院食事療法用食品全

般 .

〈
↓

古   りll  医 ‐1院
院 長 古 り||ま こ と

〔〒8691101〕 熊本県菊池郡菊陽町津久ネし8685
TEL096-232 1566 http:″ www dr nlako net

9:CXl～ 19:∞
日 祝

オーサワジャバン商品 玄米を食べる会 料理教室
無添力日化粧品 健康講話 デイサービス「星の里J

〈
↓

場広ろ
〔〒8700037〕 大分市東春日町 1523
TEL0975‐ 37-1193

91311～ 18:311
日 ‐祝

無震薬野菜 低震薬果物 自然食品 食養手当

食品 正食料理教室 (毎週土曜)講 演会等
〈
↓

亀鶴
〔〒8700126〕 大分市横尾4266
TEヒ097‐ 529-6886

10 i lll～ 19:∞
定休日

'月
曜日

有機食材、有機野菜、マクロビオティック食材、洗

剤、化粧品、書籍、健康教室、勉強会 他
〈
↓

Natural f●ods S gOOds Shop
あ い・ む っ か ら

〔〒8700888〕 大分市三ヶ田町 4組
TEυ F′Ⅸ097 546 0600 E ma i hfO@mukkara nei
http://vvvvw mukkara∩ et

∞９
月

一
　

火

瑚
孵

*と に●llく 美味ししヽ 日まだ木干し椎茸」総発売元 *
無農薬野菜 玄米 調昧料 天然酵母バン お菓子
オーガニックコットン 化粧品 書籍 (貸本有)

*料理教室 *勉強会 *交流会 *全国宅配 OK*

〈
↓

自 然 食 の や お や
ニ コ ニ コ 村

〔〒8740919〕 大分県別府市石垣東2621
TEυ FAX0977 25“ 64 http:″ 前kon komura com/

∞‐９
祝

”馳
適

■

●

マクロキムチの製造販売 ′卸 無農薬野菜、ll正食
品、輸入オーガニ ック食品

（
ι

店

な
品食

す

然自

な
〔〒8750342〕 大分県臼杵市野津町大字落谷 21811
TEL0974-32‐711]

10● 00～ 18:lXl

■年中無体
無農薬無化学肥料野菜、自然食品全般、バン菓子
書籍など 宅配可

（
↓

亨眠‐鵞筏 禽昌票番
〔〒8830061〕 宮崎県日向市大王町5丁目29番地
TEL0982-52-9353  FAX0982-52-9360 年中無体

健康に関するコンサルタン ト
オーサワジャバン全商品 粗糖 紅塩販売他

（^

〈な
〈
〓

商
¨

輝
健紅』

働
鹿

〔〒8900054〕 鹿児島県鹿児島市荒田 2373
シャトレ21 101 TEL099 25]8440

1ド 00～ 17:∞
土 日 祝

食養入門教室、料理教室、オーサワジャバン商品
SBK商 品、純正食品、化粧品 健康美容 美顔

村さや
〔〒8920871〕 鹿児島県鹿児島市吉野町 23901
TEL099 244 8061

10100～ 18:311

日 祝
無農薬野菜、自然食品、料理教室、健康相談、正食
勉強会

（
↓

マクClビ コンシエルジュ
Verm‖ o● パ ー ミ リオン

〔〒8920822〕 鹿児島県鹿児島市泉町 25
TEL/FAX099 227 5222(グ リーンホテル錦生館よこ)

∞‐９
祝

”∞
日

オーサワジャバン全商品 自然派化粧品 生活雑貨
健康チェック &食事指導 通販 宅配

〈
ん

鶴肛猜
球
づ

地

い
〔〒8910101〕 鹿児島県鹿児島市五ヶ別府町 3646
かこしま有機生産組合 TEL099‐ 2826867

10:lll～ 19:fXl
有機野菜 有機米 生鮮食品 天然酵母バン 無添

加食品 生活雑貨 書籍 衣料 化粧品
（
↓

鰐０
・‐‐‐‐‐

贔
一

食
ジ

然

ン

自
ア

〔〒8930007〕 鹿児島県鹿屋市北田町 1113211
TEL0994 43 4265

10:∞ ～ 20:lXl
日 祝

自然食品 野菜 天然酵母バン 惣菜 オーガニッ
クスイーツ 化粧品 雑貨 書籍

（
↓

自然食の書 ||‐
|1茉|1氣

'

〔〒8914401〕 鹿児島県熊毛郡屋久町麦生 335(バス停高平)

TEυFAX0997 47 2541
年中無休
予約制

天然村産の玄米 野菜 果実と山の幸 海の幸によ
る自然食料理 1泊 2食 6,000円

（
ル

あ さ ひ 龍 |1生 菫 1案|ヽ 〔〒8940061〕 奄美市名瀬朝日町1413
TEL0997‐ 54-0500

8:3Cl～ 2Xl i∞

日
オーサワジャバン商品 漢方薬 健康食品 （

し

鳴
・夕

一

ツニガ一オ
陽

〔〒9010152〕 沖縄県那覇市小禄5141
TEL098-858-8376  FAX098-858-8387

10 i CXl～ 20:∞
日 祝

有機野菜、玄米、純正食品、自然派化粧品
洗剤、書籍、食養相談、勉強会

´
こ

紅 葉 純 正
1食

品 店
〔〒9020064〕 沖縄県那覇市寄宮 1フ4
TEL0988-54-0296

10 1 CXl～ 20:∞
日

書籍販売、純正食品、食養相談、O」 全商品取揃 ↓
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ス
・ナ

・一
一一
・一一一一

卒
一

クエ
ル

ガ一オ
ブ

〔〒9000022〕 沖縄県那覇市樋川1281
TEL7ロヘX0988351389

101∽ ～ 19'C ll

日 祝
有機野菜 マクロピオティック商品 天然酵母バン
生活雑貨 アーユルヴェーダ商品 書籍 他 ①

マ ザ ー ズ

'|イ

〔〒9010156〕 沖縄県那覇市田原224
T巨ヒ098-857-4919

1001l i tXl～

"‐1  日
オーサワジャバン全商品天然酵母バンまん じゅう

有機野菜 書籍料理教室 ①

舎流潟
〔〒9040156〕 沖縄県読谷村古堅 851

TEL098-956-4000
∞

］軸
Ю
●

自然食品 リマ クッキングスクール、天然酵母′
ン、マクロビオティック木灰沖縄そば、ランチ ①

1店名をロゴにすることができます。 (無料)ご希望の方はロゴデータを編集部まで送ってください

|ま
た、単独広告掲載の場合は法人会員特別価格がありますのでお問い合せ ください。

―――自然塩運動の源流―一一

|す・・
/=

伯 方塩業株 式会社
〒790-0813 愛媛県松山市萱町4丁 目49
TEL(089)911-4140(4t)FAX(089)923-9671

://釉＼
:   海の思み にがりを残 した

粗 塩
あらゆる料ll!・ 調味に、どん

な用途にも11広 くご使用い

ただけます。食!キ11加 11、 パン、

知類などにもどうぞ .

焼 塩

誓}濾 こ魔 鍔 |

小粒でサラッとして使いや

すく卓 11川 にびったりです。

フ ル ー ル・ ド・セ ル

塩が結品するとき最初に浮

き 11が る大粒のお塩です。

カリッとした歯ごたえとお

だやかな塩味が特徴です。

自
不

品 店 経 営 者
修 生 制 度

これから自然食品店を始めようとしている方、お店を継がせる二代日の方へ、
実践的な経営者を養成するための研修生制度を行つています。
◎慰型 よ次纂

=々
「0すQ

l)こ れから
′
1然 rlttl「 を始めようとしている方

2)経営のイ|:方 が分からないので口i度 勉強 してみたい方

3)三代 Flを fj成 して自然食品店を弓|き 継がせたい方

◎研修生には下記の特典があります。

1)自 然食品の知|1哉 をlFllき ながら勉強できます

2)リ マ クッキングスクールで料理法を学ふことができます
=

3)接客・広告 仕入れ 品出しなどが実l也 で学べます
=

4)経営セ ミナーに参加できます .

5)マ クロビオティックセ ミナーに参加で きます

然
成

食
研

◎研修生制度募集要項
1)Fサ「1'期 1闘  341昌 j

2)研 F修場所 リマ東北沢店ほか
3)″ Fl多

「 当 1500001(り l額 )

4)J ll務 時間 実働7時 間30分
5)辿勤

「 当 実費支給
6)体 ‖   週体2H‖11シ フト交替‖i」 社itに 11す る)

7)そ の他  社会保険 「,I′ li年 金 雇用保険加入

◎ご応募はC:協 会宛に履歴書を郵送下さい。

65 O .IIacrohittti,tu, 2()O7 . 9



▼
今
月
号
も
新
た
に
二
つ
の

野
火
正
面
罠
理
薔
堅
聞
駆
編
―
・

①
カ
ム
カ
ム
ク
ラ
ブ
産
地
レ
ポ
ー
ト

今
年
も
新
米
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
力

ム
カ
ム
ク
ラ
ブ
で
は
生
産
者
限
定
の
予
約
が

始
ま
り
ま
す
。
今
年
は
全
部
の
生
産
者
を
訪

ね
、
取
材
を
し
ま
す
。
ま
ず
最
初
は
福
島
県

登
米
市
の
千
葉
さ
ん
の

「ひ
と
め
ば
れ
」
で

す
。
６
月
に
千
葉
さ
ん
の
田
ん
ぼ
に
行
っ
て

き
ま
し
て
、
お
話
と
田
ん
ぼ
を
見
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
見
渡
す
限
り
田
ん
ぼ
の
中
、
千

葉
さ
ん
の
田
ん
ぼ
だ
け
「有
機
」
で
し
た
。
「人

と
違
う
こ
と
を
す
る
」
そ
ね
が
千
葉
さ
ん
の

信
念
で
す
。
来
月
は
特
Ａ
地
区
、
新
潟
南
魚

沼
の
笛
木
さ
ん
の
限
定

「こ
し
ひ
か
り
」
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

②
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ツ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン

今
ま
で
は
農
業
の
記
事
が
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
月
号
か
ら
は

一
気
に
二
つ
も
農

業
関
連
の
連
載
が
始
ま
り
ま
す
。
都
会
で
は

な
か
な
か
農
業
体
験
は
で
き
な
い
も
の
。
ま

ず
は
、
家
庭
で
気
軽
に
で
き
る

「農
業
」
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
で
美
味

し
い
野
菜
を
作
る
。
そ
れ
も
自
然
農
法
で

。
ま
ず
は
基
本
の
土
づ
く
り
か
ら
で
す
。

土
台
が
で
き
て
初
め
て
美
味
し
い
野
菜
が
で

き
ま
す
。
季
節
に
合
わ
せ
た
野
菜
の
作
り
方

を
紹
↑
し
て
い
き
ま
す
。

▼
望
診
法
集
中
セ
ミ
ナ
ー

７
月
６
～
７
日
、
河
□
湖
ア
ル
カ
ン
シ
エ

ー
ル
で
望
診
法
集
中
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
料
理
は
リ
マ
　
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
の
松
本
校
長
監
修
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
料
理
で
す
。
ど
れ
も
み
な
美
味
し
く
て
、

料
理
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
と
美
味
し
さ
に
感
動

し
ま
し
た
。
ま
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
素
晴
ら

し
く
、
望
診
法
セ
ミ
ナ
ー
を
す
る
に
は
絶
好

の
施
設
で
す
。
２
日
目
の
朝
、
河
□
湖
ま
で

み
ん
な
で
散
歩
を
し
ま
し
た
。
（写
真
）

今
回
は
望
診
法
の
基
礎
。
顔
の
望
診
を
中

心
に
み
ん
な
で
山
村
先
生
の
体
験
や
ジ
∃
―

ク
を
聞
き
な
が
ら
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

▼
新
谷
弘
実
先
生
講
演
会
レ
ポ
ー
ト

７
月
２８
日

（土
）
東
京
　
三
宅
坂
ホ
ー
ル

で
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

新
谷
弘
実
先
生
の
講
演
は

一
昨
年
か
ら
３

年
連
続
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
著
書

「病

気
に
な
ら
な
い
生
き
方
」
は
①
②
合
わ
せ
て

２
０
０
万
部
も
売
ね
て
い
ま
す
。
今
回
の
講

演
は
、
昨
年
よ
り
も
バ
ー
ジ
∃
ン
ア
ツ
プ
し

た
内
容
で
し
た
。

内
視
鏡
で
腸
の
中
を
症
状
別
に
見
せ
て
い

く
の
で
す
が
、
汚
い
腸
を
見
る
と
、
な
ん
だ

か
自
分
の
腸
も
汚
い
よ
う
な
不
安
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
新
谷
先
生
の
食
事
法

「シ
ン

ヤ
ビ
オ
ジ
マ
」
を
実
践
す
る
と
キ
レ
イ
に
な

る
と
の
こ
と
。
玄
米
を
主
食
に
し
て
、
肉
、

乳
製
品
を
や
め
る
こ
と
。
ま
さ
し
く
、
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
が
健
康
に
な

る
と
い
う
お
話
で
し
た
。

▼
９
月
の
イ
ベ
ン
ト

細
川
順
讃
先
生
の

「セ
ル
フ
コ
ン
ト
□
―

ル
」
が
９
月
２９
日

（土
）
～
３０
日

（日
）
の

一
泊
二
日
で
、
埼
玉
県
の
神
泉
村
で
開
催
し

ま
す
。
年
３
回
定
期
的
に
開
催
し
、

２０
名
の

定
員
で
毎
回
満
員
で
す
。
集
中
的
に
潜
在
意

識
の
高
め
る
方
法
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
す
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る

の
で
、
と
て
も
楽
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
約
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

7/6～ 7 望診法集中セミナーに参加されたみなさん
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●主なセミナー・購習会・イベントのこ案内

8日0   …マクロビオテイック ヨガイブニング教室  >詳細7頁

10・ 11日編・

“

 …マクロピオテイック ヨガ教室   >詳 細 7頁

13日lal   …ビヮの葉温灸講習会        >詳 細 7頁

14・ 15日は・コ   細川順讚 個人別健康相談     >詳 細6頁

15日 0    ク ッキングスクール公開講座 IN諄岡  >詳 細 3頁

経 皮毒 &商品説明会  IN京 都    >詳 細右記

:6日 (日 )

細川順護 ■指導者育成セ ミナー 第 3回目

20日 lAl    プハン体験とバイオヘルス講座    >詳 細7頁

山村慎―郎の食養医学講座 第 6回 目

22日

“

い
― マクロビオテイック ヨガイブニンク教室  >詳 細 7頁

24・ 25日編・匁  …マクロピオティック ヨガ教室   >詳 細 7頁

27日lal    松下由美個人別健康相談       >詳 細6頁

a・ 30日は・日)…細川順調 セルフコントロール    >詳 細5頁

9日鰺0   …マクロピオティック ヨガ教室  >詳 細7頁

10日 l■l   …官足法セ ミナー        >詳 細 7頁

ホ メオパシーの基礎講座 基礎編   >詳 細 4頁
13日eD

… マクロピオテイック ヨガイブニング教室  >詳 細 7頁

14日lH)  …自然食品店経営セミナー      >詳 細右記

15日編)  …マクロビオティック ヨガ教室  >詳 細7頁

19・ 20日

“

卜土)¨細川順讀 個人別健康相談     >詳細6頁

21日 (日)   細̈りlⅢ頂讃■指導者育成セミナー 第4回 目

2・ 23日傷・カ   マクロピオティック ヨガ教室   >詳 細7頁

24日 lXl   ―プハン体験とバイオヘルス講座    >詳 細7頁

25日 lAl    松下由美 個人別健康相談       >詳 細6頁

27日0   … マクロピオテイック ヨガイブニング教室  >詳 細 7頁

日本CI協 会のご案内
CI(レ centre ignoram“ s)と は、「無知なる者のセンター」の意味。

・・・  こざかしい知恵をすて、バカであることに徹底したものが

真の幸福を得ることができる、ということです。

前腱 〒 151-0065 東京都渋谷区大 山町 11-5

電罰103-3469-7631//FAX03-3469-7635

◎小 田急線各駅停車 「東北沢駅」下車北 口よ り徒歩2分

:5::鶴繁「「鍔ラストァ]請 3h9:。。
3階  リマ クッキングスクール

4階―事務局

[開鵬 間]

К
３。
　
¨

始
１７

年

”

末

―。
年
９

●日本Cl協会案内図

大山交差点 . .

サークリレκ●

しなのや 0

八百腱●

丼の頭通 り

a-'/>1btr a
4ヽ

舅てJヒカR
―下北沢   ~                  代々木よ原 新宿一

７６３‐７６３５̈
一

　

一

．

．¨̈一
珈
朧ホ．船̈

ｔヽ 合せ．ぉ
和錮

日
※あらかしめこ予約のうえ下記郵便振替口座に参加費をこ入金ください。

[00100-3-194125]加 入 者 名 :日 本 Ci協会

※キヤンセルによる参加費の返金はこ容赦願います。

● 虐鹿書
第卿1商 品勉 強 菫
日 時 :平成 19年9月 16日 (日 )

10:00～ 17:00(9:30開場)

会 場 :ばるるプラザ京都 鯨悧硼嗣旧 より鶴,1分)

騒 :075352‐7444
参加費 :10,000円

翻 翻 脚 蹴 懸串儀品

野菜で轟別fヒする方法 轟苗磯

日 時 :平成 19年 10月 14日 (日 )
12:30～ 17100(12時 より受付)

会 場 :日本C:協会 2階ホ…ル

参加■ :10,000円

0



リマ・クオングスクール Sitttわ誌 洋鮨問い合わせえ

下
聾勢の,61

‰日0開講春期
10月 1日 (月 )よ り受

各コースのご案内

初 級
ベーシック・コース

全 12回

|‐■|

インターミデイ

全 1

アド′ヽ一ンス コース

全 12回

∵

師  範
プロフェッショナル・コース

全 24回

蜃畔屏 |

級
肝
・級

各
li:肇]littlittil瞼::i妻][][::[「 [箋i::i「■、炒

コーフーかつ

ご饉に添えて楽しむ …・時雨味噌、ひしき蓮根、ごま塩

甘いものがほしくなつたときにひと工夫 ……砂糖を使わないクッキー、クラッカー、野菜ゼリー 他

初級を修了した方が対象となります。日々の家庭料理として、さらに一歩進んだマクロピオテイック料理

を毎日の食卓に取り入れていたたくためのコースです。基本料理のちょつとしたひと工夫で、幅広く食材

を生かすことができます。身近な食物を使つた手当法の講義もあります。

初級・中級を修了した方が対象となります。マクロピオテイック料理ならではのアイデイアカ洸る応用料

理、おもてなし料理を、自由な発想で楽しんでいただきます。

初級・中級 上級の3コースを修了した方のみ力対象となります。料理は基本から応用までしつかりと身に

つけ、手当法も臨機応変にできるよう復習し、必要に応しいつでも指導者になり得る力を養うコースです。

また、多彩なゲスト講師をお招きしてプロの技とオリジナリテイあふれるマクロビオテイック料理や手づく

り教室なども組み込まれています。

本校春期時間割
*下記 日程 は予定 にな ります。変更 になる場合 もあ りますので こ了承 ください。

*ウ イークエン ド コースでは、週末に集中 して講義を行います。遠方の方や平日に通えない方 におすすめいたします。

*卜
"は

本校のみの時間口となります。姉妹校の時間割に関 しては事務局 までお問い合わせ ください。

上級 (ア ドバーンス コース) 師範 (プロフェッショナル コース)

ィークディ|ウ イークエン ド

巾
略
納
狛
獅
″
物
ψ
珈
吻
珈
“

試作会 :200844月 13日 (日)駒場エミナースにて (予定

初級 (ベ ーシック・コース ) 中級 (イ ンターミデイエイトコース)

水 1  本   1土 1日
11:OO il:mt 18 :30;12:00 9:OO 旦:∞ 118:301

1   1
12:00 9:OO

16:0013:00

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｌＣ

＝

π

¨
燃
向
¨
狛
物
″
¨
取
珈
瑯
崚

Ｗ
幽
旧
″
狛
物
物
¨
如
珈
爾
“

印
吻
Й
ψ
狗
和
拠
珀
珈
晰
砕
蜘

1/15

1/22

1/29

2/5

2/12

2/19

2/26

3/4

3/11

3/18

3/25

4/1

ウィークテイイブニング ウイークエンド

I I :00 18 :30 i l2:oo 9:oo

②
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口 ヽ
リマ・

マ トンナ な と欧 米 の ス ター が実 践 して い る

マ ク ロ ビオ テ ィ ンク。 お砂僣 や 内 をイたわ なヽヽ

お砂 糖
‐
りP 肉 等 の        ので、ク・イエットにも効釉勺てす。今回は、

`                      ‐     ‐  1  講 師    ,_蓋習層量
|                   

‐
 |.‐ ‐ ‐   1高活置毛発生  お持ち帰り用容雪

東 京

%● ● ・ υυサ ルυυ O■ lυ         l■ 父 週   JKヨ ギ 円 」つ氏 フし 口  て 出  く な1-「 ′ ツ

''|て
ら′ (r

受講料                 まが ',国 道 1号 iむ いに西´ヽま ,す (徒 歩7分

各クラス 全6回
24,000円       詳細11… …

テキス トイヽ・十オ料費   | リマ・クッキング試
£鬼ガ[君1み 1冥群ャ

「
可能です       い記参照)

*メ ニューは都合により変更になる場合があります,ご 了承ください。

協資 :オ ーサワジャパン (林)/共催 :カ ミナリヤ (電話054 247 8754 FAX:0542487136)
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体質にあったおいしい玄米の人 き方や者材の

もつ旨み を渚かすマクロビオチ
`ッ

ク料J望 の

基本 を学ぶクラスと、お砂楷・
'P。

キオしなと

をイえわずにつ くるヘルシー(甘 くておいしい

お来子の 2ク ラスを開講 します。

たJ卜 ご参カロ(だ さい
!

||マ クロビオティッグ|  ェj□しF菫よ、

,::|||1型

マЙ比訂t隋
‐
■交通 :」 R静 岡弓Rリ ヒロをま|て 左手ノ)';便 局t

奎名古屋                朧道鳴 線             豊東京

基本の
クラス

11 :00

S

13:30

◎玄米の及き方

◎おめでとう

(あずき入り玄米粥)

◎奇来の煮浸し

◎わかめの

3腐ソース添え

◎りんごの葛餅

◎マクロビ牛丼風

_~清 まし汁

◎切千人根サラダ

◎きつま手の
クンキ~

0玄米ご飯

◎車基の照り焼き

_~|ス ちん汁

◎りんごの

蒸しケーキ

O変わり雑煮

◎ネカ風競き

0お なます

◎きんとん

◎おからこんにゃくの
:

そIFろ4       ・

◎色来のとろとろ ・

味噌汁     ・

l_晰来ソテー   :
バルサミコソース・

0ト リュフ   :

0長なのグラタン

◎メンチカツ風

◎菜の花サラダ

嘔 しパン

日 付 9/15(土) :10/13(土 ):11/17(土 ) :12/8(土 ):1/12(土 ):2/16(土 )

◎かんたんキだんご

◎ふ仁丘腐

◎索麺スープ

◎カスタードプリン・◎キャラメルナッツ
。 のタルト

◎パンプキンスフレ
:◎ォレンジポテ ト

o玄林 ―ル   :〇白ぃボターシュ

lllX― プ・

◎フルーツケーキ ・0ガ トーショコラ

◎キャンドルムース:0ハートのクノキ~

0ヾジルスティンク・Cるのリツット

◎くるみ大福

00いお,l1/1

0おユとパスタの

スープ

δttf
の

クラス

14100
S

16

リマ 0クッキングスクール 〒151-0065東京都渋谷κノく||‖ ll1 5
Tel.03(3469)7631/F〔Ⅸ 03(3469)7635 ホームベージ :www ci― kyokai jp

・あらかじめlLilヽ1で ご予約のうえ左記郵便振替日座に参加l費 をご入金ください. 100100-3-194125]カ ロ入者名 :日本Cl協会
・お振 り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必ずご記載ください(受 領証は講座当Hご持参くださいヽ
※入金後の返金には応じかねますのであらかじめごr承 くださぃ.

0



日 本 CI協会 〒151-0065東 京都渋谷区大III田丁H-5
Tel.03(3469)7631/Fax.03(3469)7635 ホームページ :― .ci―kyokai.jp

。あらかじめご予約のうえ下記郵便振替日座に参加費をご入金ください。
[00100-3-194125]加入者名 :日本Cl協会
。お振り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必ずご記載ください(受領証は講座当日ご持参ください

)。

※入金後の返金には応じかねますのであらかじめご了承ください。
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早 く豪 に健康や幸せを手に入れるテク ニックを身につける

健康・学習・スポーツ・老化防止など人に関するあらゆるものは、下意識 (潜在意識)に
大きく左右されます。下意識をコント□―ルできれば、すべては早く、楽に、安全に実現

することができます。

意識コント□―ルは、コツさえつかめば簡単に出来ることです。そのコツは、2日 間のトレ

ーニングでだれでも身につけることができます。ほとんど、リラックスしてくつろいでい

るだけの、とても楽な訓練です。

● 講師 プ ロフ ィール ●

Fml‖  順 讃  1948年 、愛知県豊川市生まれ。

東西医学 心身医学 食養法 民間医療等を統合し 総合的健康法 治療法の実践的研究を25年 間行う。

自分自身を自在にコントロールするセルフコント0-ルと食養をベースに統合的 根本的な指導をする.現在は生活改善指導の議演会や健

康セミナーで活躍中。著書に『気と食 驚異のパランスパワーJ『梅醤たんぽぽ茶健飲法」 (共著)などがある。
月刊 rマ クロピオティック]に「マク0ビオティックでトータルライフデザイン」を連載中。日本C協会にてトータルライフセミナー セ
ルフコントロールセミナー、個人8燿康相談も行う。

E F:Hflil
場 所 :ミ基1各櫻の右神 泉̈

1艶:驚椰蒻愕壁鶉
円J

お食事 :地元産の食材を活かした手作り料理を召し上がれます。

お日呂 :神流湖からの風がそよぎ、四季を感じられる露天風呂です。大浴場は名勝の三波石や御影石で造られた浴槽です。

城峯山からの清流を利用しています。

交 通 :本庄早稲田駅、本庄駅まで送迎バスがご利用できます。

関越自動車道 圏通462号で40分

上越新幹線

参カロ費 :48,000円

本庄児玉:C
冬桜の宿

神泉

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

1日 目……12
13

2日 目…… 6
15

∞ ～ 受付開始
00～ ワークショップ開始 優礎 トレーニング→ミーティング→刷 トレーニンの

30～ ワークショップ開始 C綱 トレーニング→ミーティング→応用トレーニング)

∞ 終了・解散 ※内容は都合により変更になることがございます。予めご了承下さい。

0
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個人EIJ健康
2007年 9/14(金 )01

10/19(金 )・

百天高高島1路1継 2階ホ刊レ
Ю:∞‐8:∞の間♀』男雰lQ00。円

讃̈
冊
５＜土＞恥

■ご相談は誌友・正会員の方が対象です。
未入会の方は入会手続きをお願い致します。

■ご相談は予約が必要です。日時を指定させて
いただきます。

■当相談は医療指導ではなく、あくまで皆様が
マクロピオテイックを実行されていくための
アドバイスですので、ご了承ください。

■相談後、個人別の食事指導箋をお渡じします。
■相談料は相談日の 3日 前までに当協会にご入

金ください。
■ご入金後の返金は容赦願います。

■
腱石珊

常時受け付けております。

事前にお申込みください。

正食を実行するうえでの トラブルは

よりよい解決法で……

■個人相談・要予約

■相談料 10,000円 (30分 )

*誌友・正会員の方が対象です。

■講師プロフイール

群馬マクロビオテイツクセンターMttN駐宰。

著書に『生活革命』『元気の革命』ほか。

コ
=■

|■1癒す
子育て相臓塵議菫
10:∞～12:∞/参加費 :2,000円

子育ての悩みを一人で抱えてはいませんか?
3人の子供の母 として育児に仕事に奮闘して

きた松下由美先生が皆さまの悩みに心をこめ

てお答えします。

個別腱1願1相談
個人相談の時間帯/13:∞～17:∞
相談料/1回 30分  10,000円

■こ相談は誌友・正会員の方が対象です。
■こ相談は予約が必要です。

■当相談は医療指導ではなく、あくまで皆さま

がマクロピオテイックを実行されていくため

のアドバイスですので、予めこ了承ください。

上記座談会・個別相談 と

9/27(木 )・ 10/25(木 )

日 本 CI日 会 〒151-0065東 京都渋谷区大山町11-5電 話 :03(3469)7631/Fax:03(3469)7635

あらかしめこ予約のうえ右記郵便振替日座に参加費をこ入金ください。 郵便振替口座 :[00100-3‐ 194125]加 入者名 :日本Cl協会
お振り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必ずこ記載ください(受領証は講座当日こ持参ください)。        /
※入金後の返金 には応 しかね ますのであ らか しめ こ了承 ください。

ホームペーシからもお申し込みいただけます!→
―

.Ci‐ kyokai口 ,pま で

⑥



日本CI協会 2階ホール開催 大好評 ::健康セミナーのこ案内

|

ビワの薫温彙購習彙 |

ビワの葉療法は長い歴史に培われた日本の代表的な自然療法

のひとつです。

幾多の難病を完全治癒に導いてこられた、伊藤祥子先生によ

るこの講習会は、難病だけでなく日常の困つたときにも役に

立つ、分かりやすく充実 した内容です。

―度参加されると、二度日、三度目……のリピーターとなる

方がたくさんいらつしゃいます。初心者の方も大歓迎です。

ぜひこ●加下さい !!

●講 師 伊藤祥子 東北ビワ健康センター
●日 時 2007年 9月 13日 (本 )

13:30～ 15:30
●参加費 4,000円

(ビ ワの葉、もぐさ棒など材料費
を含む)

●オ寺ち物 35cmぐ らいのガーゼまたはさらし
●定 員 30名 (定員を超える場合はお断

りすることもあります)

*お断り:講義中の録音、撮影等はこ遠慮下さい。

ワンポイントレツスン :

歯が痛いときは……耳の下からあごの骨にそって約5cm、 そこから首
の方へ約2cm入った脈打つところ (指で触ってみるとわかります)の
左右両方に温灸をすると楽になります。

T「11:「  二だb逸腱穐訂菖あ療薫L ~~~~｀

1撃歴黒轟墓_鷹甲ち
=

足もみ健康法が静かなプームになつています。そのブームの発端

が1986年文化創作出版から発売された『足の汚れが万病の原因だ

つた』(官有謀著定価905円 +税 送料310円 協会取扱)に あること

を知る方は少ないようです。

その原点ともいうべき官足法を15年にわたり、実技指導 している

文化創作出版の行本社長が講師を務める大満足のセミナーです。

●講 師 行本昌弘 文化創作出版社長
●日 時 2007年 10月 10日 (水 )

14:30～ 16:30
●参加費 3,500円 (税込)

―プログラムー
14:30～ 15:30 足と人体全体の健康地図

足の健康自己診断

15:30～ 16:30 グリグリ棒を使つた症状別実技指導
質疑応答

※足もみ専用のグリグリ棒は当日販売致します。1本 630円 税込み。

※足の反射区地図 その他資料付き。

薬や医療に頼らず、生命を躍動させる方法がわかる !!

‐功 粒ヽ ルr利レフ疇轟距襲
プハ ンて何 ? どういう効果があるの ?? 興味はあるけどちよつと

など  いろいろな疑間に答える丁寧な説明と 上手にブハ ンが使

えるようになるためのコツをプハ ンの販売元、(有 )デ ポルの望月佐知

子さん直々にご指導いただき、実際に体験できる講習会です。

併せてバイオヘルス講座として、薬や医療に頼らず、健康自立を促す

方法などのお話もいたたきます。慢性病に悩む方やそのご家族、健康

指導に携わる方には特にお勧めです。もちろん初心者の方も大歓迎で

すので皆様のご参加お待ちしてお ります ||

師 望月佐知子 (有)デポル代表

時 8月 22日 (水 )。 9月 20日 (木 )

各日14:30～ 17:30

:簿習扇 〃

囲

 ■ ‐ _
◎服装は前あきのシャツやカーデイガンが便利です。

◎各一回完結です。何回でも参加できます !!

ち?]11ltiお
:1盪 2500年の伝統をもつ

お蒙でできる健康法……

プハンで自然治億力upll

マクロのお食事の効果を後押しH

ひとりで、みんなで楽しめる!!

マクロビオティック・ョガ家宜

健 康 にな る !

体 を動 か す こ
非り断 力 が ア ッフ

゜
す る !

とが 楽 しくな る !

二 _… … ____… … ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐… … ‐ ‐
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‐
・・・・・・

‐… … … ‐
・

‐ … … lT 7「 TT

今話題の 「マクロピオテイック」と「ヨ別 の調和により、自然の原理 原貝Jと 本格的

なヨガを分かりやすく、個々のレベルに応してお伝えします。お子様連れのお母様やこ

れからヨガを始めたいとお考えの方、経験者の方や学生の方も歓迎致します。同じ目的
をお持ちの方々と心身共にリフレッシュできるひとときを共有してみませんか?

募 集 ク ラ ス  ※皇ζ晨曾あ霊58貫 I寄湾::ル 定 晏:各 20名

:1回 2時間の時日の流れ :●● い 15分 月1回 )‐ 月のテーマに基づいた実技 (■体と実用)→ リラツクスタイム
:

●会 場 :日本Cl協会 2階ホール
●料 金 :3.000円 (消 費税込)/1回 (入会金不要。小学生未満無料)

●ご用意いただくもの :

お持ちの方はヨガマット。タオリス (遠方からお越しの方はマットは不要です)

運動しやすい月日熱

◎貴重品や体調の管理は各自でお願い致します。

講師プロ フ イール :森山幹麗 (もりやま みきよし,

1975年 生まれ 東京都□立市出身.ヨ ガ歴15年。リマ クツキングスクール師範科卒業

大森英桜正食医学講座修了.駐村ヨガ&呼吸法研究所指導者長成講座修3.
NPO法人日本YOGA連 盟仙台支部長.く つろぎ工房主宰。

9星__   10月   I  Jl月   1  12月  _

Ю臥 24日
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5臥 228126日
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日 1ド C Ii日 会  〒 151-0065東 京都渋谷区大 山町 115電 話 :03(3469)7631/Fax:03(3469)7635

あらかしめこ予約のうえ右記郵便振替口座に参加費をこ入金ください。 郵便振替口座 :[00100‐ 3‐194125]加入者名 :日本Cl協
お振 り込みの際は通信欄に受講の講座名 と日付を必ずこ記載 ください (受領証 は講座当日こ持参 ください)。

※入金後の返金には応しかねますのであらかしめこ了承 ください。

ホームペーシからもお申 し込みいただけます !→ WWW.Ci口 kyokai口 ipま で



日本●1協 菫入 の ご案 内
I NttE R N A丁 10NAL MACROB10丁 IC CEN丁 圧 R

日本 CI協 会 とは……

マクロビオティックを提唱 した桜沢如― によつて 1945年 に設立された

最も歴史のあるマクロビオテ ィック普及団体です。

マクロビオティック ・"¨ o・ ……・・………………●●̈ .̈

ギリシャ語のMacro(大 きい。長い)Bio(生 命)Tique(術 ・学)の三つを組み合わせて作つた言葉です。

直訳すると「長く生きるための方法」ですが、そのひとつひとつの言葉の中に、人や環境に対する深い思いが込められています。

会員共通特典

毎月「月刊マクロビオティック」がお宅に届きます。

マクロビオティックの理論に基づく健康や美容に関する記事のほか

当協会主催の料理教室、その他各種セミナーの最新情報が提供されます。

その他特典は下記をこ覧下さい。

… … … … … … 。 こ 入 会 方 法

入会をこ希望の方は、専用の振込用紙に必要事項をと言己入のうえ、郵便局でお振り込みをお願い致
します。こ入金が確認さねた時点で入会手続き完了となります。
なお、詳しいこ案内、こ不明な点につきましては、お電話、メールにて受け付けておりますので、
お気軽にお問い合わせください。

. 1  ~~~~ ~       ~~~

:1 振込先 1郵償振替口座 [00100‐ 3-194125] ln入 者名 :日本CI協会

:| ※振込用紙の通信欄に、「誌友会員費」「正会員費」「法人会員費」とこ希望の会員種別をご

:1  記入お願いいたします

:| ※お振り込みいただいた際の受領証は、月刊誌がお手元に届くまで大切に保管をしてください

◎お申し込み 。お問い合わせは……

日 本 Cl協 会  〒15卜0065東京都渋谷区大山町11-5

フリーダイヤリレ:0120-306-193/FAX.0120-306-293
メーリレアドレス :j― info@ci― kyokai.jp

0

月刊誌を毎月1部送呈。料理教室、各種セミナー受講可。

正 会 員  1 13,000円   分琶り證鼻主ラ事撲募1ま晃冠亀雰シア讐籍購入券 (2000円分 :協会取扱
|        い書籍・ビデオ・カセットテープに利用可)進呈。

誌友会員   6,600円   昌曇語象〒量            
ミナー受講可。

月刊誌を毎月5部送呈、巷末に広告掲載。協会出版物等の卸取引可。関連
法人会員  30,900円  書籍に情報掲載。各種行事割引あり。料理教室、各種セミナー受講可。

1         食養相談・ トータルケアシステム受診可。

薇
,li-a^-Y : WWW.C i-kygka i. jp
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マクロビオティック
入門食品
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９ おいしく『食』を変えて、無理をせず¨

※ 成人女性 10名を対象とした FレディースセットJlヶ 月FB5摂取後の

体重変化の試験結果より

今注目のマクロビオテイック食事法による、

本当の美しさへ内側からのアプローチ。

お肌もよろこぶ安心レシピで

無理なく理想の体形ヘ

'Q鬱

レデ ィー スセ ット

セット価格 16,000円 (税込)

『レディースセット』をlヶ月間食べてもらいました。

【血糖値、体重減少効果及び便通改善効果を検証】
■試験前後における被験者10名 の   ■排便回数、排便量は、摂取後3週目に

lll時 血糖値は、摂取後4週目に      有意な変化が認められ誅した。

有意な減少が認められました。

■試験前後における被験者 10名の体重、BMI、 体脂肪率及び

ウエスト周囲径は、摂取 lヶ 月後に有意な減少が認められた。
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ゴdl    排便回数(回 )


